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は じ め に

コ ン ピ ュ ー タ が,情 報 化 社 会 に お い て 中 枢 的 な 役 割・を

担 う も の で あ る こ とは,今 や,申 す ま で もな い こ と で あ

り ます 。

と くに,コ ン ピ ュ ー タ は,通 信 回 線 を 介 して 端 末 機 器
ク

と 結 ぶ 遠 隔 情 報 処 理 方 式 に よ り,ま す ます さか ん に 活 用

さ れ る こ とは 世 界 的 な 動 向 で あ る とい え ーます 。

通 信 回 線 の 利 用 に よ り,コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ・ン が

飛 躍 的 に 拡 大 す る こ とは 明 白 で あ り,こ ん ご,資 本 系 列

の タ テ 関 係,同 業 間 の ヨコ関 係,関 連 企 業相 互 間等 に お い

て,ま た,す す ん で は 地域 的,世 界 的 規 模 に お い て ネ ッ

ト ・ワ ー ク の 形 成 が ます ーます 普 及 して い く もの と考 え ら

れ ま す 。

当 協 会 で は,か ね て か ら,通 信 回 線 利 用 対 策 委 員 会 を

設 け て,通 信 回 線 の 利 用 促 進 に つ き 調 査 研 究 し,そ の 実

現 の た め の 活 動 を つ ぶけ て 参 り ま した が,事 業 活 動 の 一

環 と して,海 外 に お け る遠 隔 情 報 処 理 の 実 情 を 調 査 し,

こ ん こ の わ が 国 に お け る利 用 促 進 に 資 す る こ と を主 旨 と

し て,昨 年11月 中旬 に,遠 隔 情 報 処 理 海 外 調 査 団 を 欧

米 に 派 遣 し た 次 第 で あ り ます 。

昨 年5月,公 衆 電 気 通 信 法 の 一 部 改 正 が 行 な わ れ ま し

目 一1



た こ とは,わ が 国 の 情 報 化 の 進 展 に一 歩 をすXめ た もの

で あ ります が,遠 隔 情 報 処 理 利 用 の 新 た な展 開 は,こ ん

ごに期 待 され る と こ ろで あ ります。

この報告 書は,調 査 団 の 調 査 結果 の概 要 を と りま とめ

た ものであ りますカ㍉ 関係各 位の ご高覧 をいた だ き,わ

が 国 にお け る遠 隔 情報 処 理 の 円滑な進展 に資す るこ とが

で きれば幸 に存 じます。

なお,本 調 査 の 実 施 に つ きご 協 力 い ただ いた 内外 の 関

係 のみ なさ まがた に対 しこ ころか らあつ くお礼 申 し上げ

ます。

`

昭和47年2月

財 団法 人 日本 経 営情 報 開発 協 会

理 事 長 稲 葉 秀 三
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調 査 団 派 遣 の 目 的

遠隔情 報処理 に対 する各国政策,推 移,ユ ー ザ ーの 利 用

の 現 状.こ ん この 見 通 しお・よび 国 際 的 な協力体制 等 につ き

調 査 し,欧 米 に おけ る 当該 問 題 の実 情 と動 向を把握 して,

わ が 国 にお け る 遠 隔 情報 処 理利 用の進展に資す る ことを 目'

的 とす る。

⑨
遠 隔情 報処理 海外調査 団名簿

団 長 古 河

団 員 西 海

二 宮

田 中

円 尾

藤 田

潤(財)日 本 経 営 情 報 開発 協 会 ・

専 務 理事

靖 司 日本 アイ ・ピー ・エム株 式会社

データ通信企画担当マネジャー

慶応義塾大学講 師

靖 彦 日本電信電話公社 ・技術局

裕 近 畿 日 本 鉄 道 株 式 会 社

電 子計算機室課 長

裕 近畿 日本 ツー リス ト株 式会社

機械 計算 室課長

賢(財)日 本 経 営 情報 開発 協 会

事 務 局 次 長兼企 画部長代理



日 程

月 日 曜 訪
.問 地

訪 問 先
泊 地

〔

、

、 ●

ぼ

'

.

|

,プ ～ ▼ ∀

4

.

午 前 午 後

11月11日 木
東 京 発 →

サンフランシスコ
書1蒜i:緯1if'
Office

サ ン フ ラン シス コ

〃12〃 金 サ ン フ ラ ン シ ス コ
SanFrancisco

CityHall

CONCAP社

ISD社
〃

〃13〃 土
サ ンク ランシ久 コ →

ロ ス ア ン ゼ ル ス 移 動
`

(打 合 せ) ロ ス ア ン ゼ ルス

■

〃14〃 日 ロス ア ンゼ ル ス 休 日 〃

〃15〃 月
ロスアンゼルス→

ラス ベガス

LosAngeles

CityHa1 .1

Remote

Computing

Corp .

・F・

移動 ラ ス ベ ガ ス

〃16〃 火 ラ ス ベ ガ ス BEMA展 示会見学 〃

〃17〃
一

水
ラ ス ベ ガ ス →

ニ ュ ー ヨ ーク ラスベガス(同 上) 移 動 ニ ュ ー ヨ ー ク

〃18〃 、木
ニ ュ ー ヨ ー ク →

ワ シ ン トン
IBMWbrldTradeCorp. 移動 ワ シ ン ト ン

〃19〃 金
ワ シ ン トン →

ロ ン ドン

FederalComnunication

Co㎜ission

〃 機 中 泊

〃20〃 土 ロ ン ド ン (打 合 せ) ロ
.ン ド ン

〃21〃 日
ロ ン ドン →

マ ンチ ェ ス タ ー 休 日 移動 マ ン チ ェ ス タ ー

〃22〃 月
マ ン チ ェ ス タ ー →

ロ ン ドン

NationalComputing

CenterLimited・

'

'

〃 ロ ン ド ン

〃23〃 火 ロ 』
、 ン ド ン

DTI
.

POC 〃
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》

月 日 曜 訪 問 先

訪 問 先

泊 地
午 前 午 後

11月24日 水 ロ ン ド ン BEA ロ ン ド ン

〃25〃 木 ロ ン ド ン → パ リ CATV 移 動

(打合セ)
パ リ

〃26〃 金 パ リ

一 ＼

郵 政 省 〃

〃27〃 土 〃 CITEL(打 合 せ) 〃

〃28〃 日 〃 休 日 〃

"∂" 月 パ リ → ボ ン SITA 移動 ボ ン

(別 班はフランクフル トへ)国 鉄 関 係 (フ ランク フル ト),.

〃30〃 火 ボ ン→ チュー リッヒ 郵 政 省 教訓 学省 移動 チ ュ ー リ ッ ヒ

(別 班 はフランクフル ト→チュー リッヒ) (チ ュ ー リ ッヒ)

12月1〃 水 チ ュ ー リ ッ ヒ

,

IBMデ ータ通信研究所 〃

〃2〃 木
チ ュ ー リ ッ ヒ →

ジ ユ ネ ー ヴ
(打合 せ)移 動 ジ ユ ネ ー ヴ

〃3〃 金
ジユネーヴ →

パ リ経 由
パ リ 発

機 中 泊

〃4〃 土 東 京 着 帰 国
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業 態 ・ 国 別 訪 問 先 一 覧 表

性 格 別 数 訪 問'先 名

1.政 府 関 係 6 アメリカ …OFCC

イギ リス …o貿 易産業省

o郵 政公社

フランス …o郵 政 省

ド イ ツ …o郵 政 省

o教 育科学者

2.地 方 自 治 体 3

　

ア メ リ カ …o・StateofCaliforniaDis.thct」 ≠40ffice

oSanPranciscoCityHall

oI・osAngeIesCityHa11

.

3.TS8サ ー ビス 3 ア メ リカ …oCONC.AP社

OISD社

o]』moteCo叩utingCorp .

4.メ ー カ ー ・'

研 究 所

2 ア メリカ …oIBM層WbrldTradeCorp .

ス イ ス …oIBMDataC㎝municationCenter

5.広 域 予 約 4 イギ リス'"oBEA

フ ランス …OCITEI」

.OSITA

ド イ ツ …o国 鉄 関 係8TART

6.教 育研究機関 1 イギ リス …oNationalCo叩utingCenterI、imited.

7.CATV 1 イギ リス …oRediffusionInternationalLimited.

8.展 示 1 アメリカ …OFJCC

(合 計) (21)

(備 考)国 別訪問先数

ア ーメ リ カ … …g

イ ギ リス … …5

フ ラ ン ス … …3

ド 『イ ツ ・・・…3

目 一6

ス イス … …11

(計)∵ …(21)

ぜ



一
目 次

は じ め に

調 査団派遣 の 目的

団 員 名 簿

日 程

業態 ・国別 訪問先一覧表

目一1

目一3

目一3

目 一4

目一6

1総 論

Aア メ リ カ

Bヨ ー ロ ッパ

C

n

皿

W

V

a

b

C

d

情報処理の動向
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特 殊 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ

DCATV
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S七ateofCaliforniaDis七ric七#40ffice...........
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5
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A.ア メ リ カ

ア メ リ カ に お け る コ ン ピュ ー タ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン問 題

●

ア メ リカの政 府 関係 機 関 をは じめ,コ ン ピュ ー タ業 界,計 算 サ ー ビ

ス 業 界,通 信事 業者 お よび ユ ー ザ ーの 間 に数 年 に亘 る一 大 論 争 を ま き

起 した コ ン ピュ ータ/コ ミュニ ケー シ ョン問題 はFederalOommuni

cationCommission(FC'C-一 一連 邦 通信 委 員 会)の 最 終 決 定 と命

令 に よって,い よい よ決 着 を見 よ うと して い る。 本 調査 団 は ワ シン ト

ンDCにFCCを 訪 ね,担 当責 任者 と直 接 意見 を交 換 し,こ の 問題 の

い き さつ と現状 の 調査 を行 った。 詳細 は 後述 の 「ア メ リカの 遠 隔情 報

処 理 に関 す る 通信 政 策 の動 向」 に ま とめ た とお りであ るが,FCCが

そ の決 定 に 当 っ て,ま ず ユー ザ ー の利 益 を重 視 し,公 平 な 競 争 を 尊 重

す る とい う毅然 た る態 度 を 曲げ なか った ことは 称 賛 され よ う。

B.ヨ ー ロ ッ パ

a今 回の 調 査 で,ヨ ー ロ ッパ各 国か ら うけ た 印 象 と して,最 も大 き

い もの は,コ ン ピュー タ ・ネ ソ トワー ク化 の 動 きで あろ う。 潮 流 の よ

うに そ れ が各 所 で 感 じられ た の で ある。 も ち ろん 米 国 に おい て は,ネ

ソ ト ワー ク化 の 動 きは,民 間,企 業 政府 機 関 を問 わず,強 力 に進 め ら

れ て お り,世 界 の 先 頭 に 立 ってい る こ とは,リ モ ー ト・ター ミ、,一ナ ル の

数 を持 ち 出 す まで もな く明 ら かな こ とであ る 。 そ してそ の こ とが ヨー

ロ ッパ 各 国 を通 じて の特 長 とな っ てい る。 政 府 主 導 型 の ネ ッ トワー ク
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化 」 の 動 き とな っ て い る と思 われ る。 も ちろん 民 間企 業 で も,他 節で

出 て くる航 空,運 輸 関係 業 務 の メ ッ セー ジス ウ.イッチ ン グサ ー ビス会

社"SITA"と か,大 手 銀 行 間 の ネ ッ トワー ク計 画 とい っ た ネ ッ ト

ワ ーク化 の動 きは あ る。 しか しな が ら,次 に記 す よ うに,各 国 政 府,

各 省庁 の ネ ッ トワー ク化 へ の取 り組 みは 真剣,か つ,広 範 囲 に わ た っ

て お り,そ の熱 意は 並 々な らぬ もの で あ る と感 ぜ られ た。

政 府 主 導 に よるネ ッ トワー ク化 の 動 きの第1の もの は,各 国 郵 政 省

に よる新 デ ー タ伝 送 網 建 設 の動 きで あ る。 英 国 の新 デ ー タ伝 送 網,仏

国 の カデ ュセ 伝送網 とヘルメス 伝送網 ・西独のEDS伝 送網等 がそ の具体 的

例である。これ らの詳細については第W章 に譲 るが.共 通 してい える こ とは.

これ ら画期的な データ伝送網 を早期 に実現 しようと努力 してい る ことで あろ

う。す なわち.仏 国の カデュセ伝送網,西 独のEDS伝 送網は.1972年 か ら73

年にかけ てサー ビス開始の予定 である し,ま た.英 国 の新 データ 伝送網 は,

サ ー ビス開 始 こそ1977年 頃 とは い うもの の,開 始 まで の ス ケ ジュ

ー ル を 明確 に し ,そ の 間 の 実験 計 画 も持 って い る の で あ る。 また,各

国郵 政 省ば,こ れ ら の新 デ ー タ伝送 網 計 画 に あた っ て,コ ン ピュ ー タ

・二一 ザ ー や メー カ ー との 対話 を求 め,そ の意 向 を 計 画 に反 映 させ よ

うと して い る こと も特 徴 と して あげ ら れ よ う。英国で は郵政 公社 が公式

に対 話 を求 め て い る し,仏 国で は将 来 のPCM統 合 網 で あ るヘ ル メス

伝 送網 の基 礎 資料 を得 る 目的 もあ って,カ デ ュ セ伝 送 網 を早 期 に サ ー

ビ ス 開 始 し よ うと し て い る の で あ る。 これ ら各 国郵 政 省 の動 きは ・

今 回訪 問 しな かった ス ウェ ー デ ンや イ タ リア も同 様 で あ る とい う。

この よ うな 動 きは ∴ 各 国 国 内 に 止 ま ら ず 国 際化 しつっ あ る。 ヨー

一10一

9



■

●

ロ ッ パ 各 国 郵 政 省 の 協 議 会 で あ るCEPTが,最 近,ヨ ー ・ ッパ

の今 後15年 間 にお け る デ ー タ伝 送 の需 要 と技術 問題 の 調査 を 開始 して

い るの もそ の 例 で ある。

たy,問 題 点 と して は,ヨ ー ロ ッパ に お い て 各 国 が 独 自 の 新 デ ー

タ 伝送 網 を建 設す る こ とは そ れ らの 伝 送網 の相 互接 続 の 際,余 分 の装 置

を 必要 とし,結 果 と して,Cost-PerformanceがMaximumと な ら

ない の では な い か とい うこ とが あげ られ よ う。 これ は ヨー ロ ッパ地 域 に

限 らず,世 界 的に 今後 に 残 され た課題 とい え よ う。

政 府主 導 に よるネ ッ トワー ク化 の 動 きの第2の もの は,大 学,研 究 所

を結ぶ コン ピュ ー タ ネ ッ トワー ク建 設 で ある。 た とえ ば,英 国 で は,貿

易 産 業 省 とICLの 費 用 折 半 で,南 西 部総 合 コン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワー

ク ・シス テ ム(South-iVVestIntegratedOomputerNetwork

System)建 設 の プ ロジ ェ ク トが 実施 され つ つ あ る。 これ は,ブ リス ト

ル,.ミ_ス,エ ク ス タ,カ ーデ ィ フに ある5つ の大 学 間 と48kb-

its/Sの 伝 送路 で結 び,ネ ッ トワー ク内 の どの コン ピュ ー タ に もア ク

セスで き,コ ン ピュ ー タ間 の ロー ド・シェア リ ン グを行 な い,デ ー タ ・

ベ ー スの 共 用 を 図 る こ とを ね らっ た野 心的 プ ロ ジ ェク トで ある。 この よ

うな プ ロジ ェク トは,ロ ン ドン を中心 と した もの,マ ンチェ スター を中心

とした もの等 い くつもあ って,ゆ くゆ くは全 大 学,研 究所 が 相 互 に接 続 さ

れ る ことに な る とい う。 この よ うな 計 画は 仏 国,西 独 も持 って お り,政

府 資金 に 裏 打 ちされ た大 学,研 究所 が,将 来 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ

ークの パ イ オ ニア 的 な 役 割 を 果 してい る と云 って よい で あろ う
。

この他,西 独 で は,教 育 科 学 省 が 中 心 とな っ て遠 隔情 報 処 理 を含 め た
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情 報 処 理全 般 に わた る振 興計 画 で あ る 「第2次 情 報 処理 振 興 計 画」 を

展 開 中 で あ る。 これ は,1971年 か らの5カ 年 計 画 で,総 額2,400

億 円(計 画枠 外 を含 め る と3,300億 円)と い うぼ う大 な もの で あ り,

これ まで 比 較 的 に情 報 処 理 振 興 政策 の 面で は,お くれ て いた とみ られ

る西 独 が,大 車輪 で 全 力 投 球 を 開始 した とい う印 象 を深 くす る もの で

あ る。 詳 細 は 第IV章 に 譲 る が,教 育,特 に専 門大 学 レベ ルへ の投 資が

巨大 で あ り,人 材 養成 を重 視 して る 点,注 目 に値 す る。

ま た,ソ フ トウエ アの 開発,人 材 養成 を 中 心 に,英 国 に おけ る コ ン

ビ亭≡ 一 夕の有 効 利用 を 図 る こと をめ ざ して活 躍 して い るNCC

(NationalComputingCent'er)の 活 動 も注 目 され る。

C.情 報 処 理 の 動 向

a.都 市

1.大 都 市 の 問題 は い まや 世 界共 通 の 悩 み で あ る。 と りわけ,移 動好

きの 国 民 性 を もっ ア メ リカでは,ガ リフオ ル ニ ァ州 だけ で も年50

万 人 が動 くとい う。 これ だけ の数 の 人 間 が 住所 を変 え る とい うこ と

そ れ だけ で,都 市そ の も のの 構 造 や 環 境 が 変化 す る と考 え て よか ろ

う。

そ の結 果,住 民は,新 た な環境 に適 応 す る ため に,新 しい サ ー ビ

ス を求 め,地 方 自治 体 の 側 で も また そ れ に 対 処 す る ため に,新 た な

行政 管理 上 の ニ ーズ が生 まれ て くる こと にな る。

2.こ うした背 景 の もとに,カ リフォ ル ニア 州 と して この5年 間,シ
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ステ ムの 整 理統 合 につ と め,異 種 の機 械 をた くみ に くみ あわ せ,現 在

か な りのか た ち で そ の成 果 が 認 め られ る段 階 に 到 達 して い る。 シス テ

ム の基 調 を なす ものは,デ ー タ ・ベ ース マネ ジ メ ン トで,PPBSも

一部 と りいれ ら れ て い る。 デ ー タ ・ベ ース の確 立 に あた っ て は,計 画

の 段 階 で はHORIZONTALな アプ ロ ー チを 行 い,デ ー タ収 集 に際 し

て はVERTICALな 立場 か ら展 開 した とい うこ とで,た とえ ば,住

民 に関 す るデ ー タ ・ベ ース は,内 容 的 に非 常 に充実 して い る と 同時 に,

検 索 に あた っ てはSOUNDEX法 に よ り人 名 を キ イ と して採 用 す る こ

とは も と よ り,乗 用 車 の ナ ンバ ー,各 種 の ライ セ ンス ナ ンバ ー もそ の

キ イとな り うる形 を と っ てい る。 さら に,こ れ ら デ ー タ ・ベ ー スが,

通信 回線 を介 して 機 能 的 に ワ シン トン等 の遠 隔 地 の 各種 コ ン ピュー タ

と結 びつ け られ て お り,リ モ ー トか ら も必要 な情 報 を,正 確 に して 詳1

細 な か た ちで,瞬 時 に入 手 す る こ とが で き る シス テ ムと してい るの が

特 徴 で あ る。 この 典型 例 と してPOLICEシ ス テ ムが あげ られ る。

3.要 す る に,業 務 別 の デ ー タ ・ベ ー ス を整備 しや す い地 区 ・行政 レベ

ルで 確立 す る こ とに よって一 い い か え る とデ ー タ ・ベ ース を分散 管 理

す る ことに よって一 デ ー タの 更新 が的 確 ・迅 速 に行 い うる と と もに,

集 中化 に よる 中央 に おけ る負荷 の増大 を分 散 させ る とい うメ リッ トを

い か し,機 能 的 には 通 信 回線 を介 在 させ る こ とに よって 情 報 そ の もの

の集 中 化 の実 を あ げ て い る といっ て よい。

4.一 方,デ ー タ ・ペ ー ス の ソ フ トウ エ ア開 発 も科 学 技 術 計 算 の 分野 で

は,土 木 工 学 に 関 す る ソ フ トウエ ア を充 実 させ,タ ー ミナル にCRT

を 用 い,こ れ を会 話 型 の モ ー ドで いわ ば 電卓 が わ りに駆 使 していた こ
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と も興 味 深 い。 技術 面 も さ る ことな が ら,CRTの レ ン タル価 額,回

線 料金 な どの わ が国 の 現 状 か ら考 え あ わせ る と き,彼 我 の 距 離 の太 き
㌔

さを 改 め て痛 感 せ ざ るを え な い。

b.ホ テ ル ・航 空 機予 約

航 空 会 社 と してBEA,ホ テ ル予 約業 と してCITELを 訪 問 した。

1.BEAに つ い て は,PNR(PASSENGERNAME

RECORD)を もつ座 席 予 約 と チェ ック イン シ ス テ ムが 中核 をな

して お り,現 在,オ ペ レー シ ・ン 管 理 シス テ ム を検 討 中で あ る。 航 空

業 界 自体 が,リ ア ル タ イ ム ・シス テ ムの 先駆 的 な存 在 で あ り、各 社

各 様 にそ の 多岐 に わた る オ ペ レー シ ョン業 務 を 段階 的 に一 つ一 つ着

実 に コ ン ピュ ー タ化 して い る ことは 周知 の と ころ で あ り,そ の 意 味

で はBEAの シス テ ム に つ いて特 に 目新 し さ を感 じる とい うことは

なか った。

2.CITELに つ いて も,宿 泊 予 約 シス テ ム とい う観 点 か らみ る か

ぎ り,日 本 で も旅 行業 者 の2シ ス テ ムが稼 動 して一お り,シ ス テム と

して特 に 目新 しさ は感 じな か った。 しか し,企 業 間 の 回 線 利用 とい

う点 か らは,次 の 諸 点 が 注 目に価 す る。

(1)ア メ リカ の ア メ ック ス の 「スペ ー ス ・バ ン ク シス テ ム」 と通 信

回線 で結 ぶ 計 画 を段 階 的 にす す め てお り,シ ス テ ム の対 象 ホ テ ル

・ネ ッ トワ ークが 世 界 的 規 模 に拡 大 す る可 能 性 を もっ て い る こと。

② 航空 会社 の シス テ ム と リンク させ,航 空 会 社 の タ ー ミナル か ら

ホ テル の 予 約 を 可 能 に す る 計画 をす す めて い る こ と。
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(3)自 営 の ター ミナ ルを 旅 行 業 者 や ホ テ ル 業 者 に レ ン タル契 約 に

も とづ き提供 し,専 用 回 線 で シス テ ムとつ な い で い る こと。

c.情 報 処理 サ ービ ス業

1.今 回の訪 問 先 の うち,情 報 処 理 サ ー ビス業 に属 す る もの は2企 業

にす ぎな い の で,こ れ だけ で全 体 を論 ず る こ とは もち ろん で きな い 。

従 って,2企 業 に共 通 す る特 色 だけ をと りあげ る と,ま ず,い ず

れ も小 規 模 で は あ るが独 自の ソ フ トウエ アを 開発 してい る こ と,次

い で,設 立 後 新 しい 企 業 で あ る が,運 営 に 創 意工 夫 を こ ら し発 展

を つS'け て い る ことな どで あ る。 この よ うな企 業 で あれ ば,大 企業

に伍 し て 発展 で きる とい うこ とは ま こと に興 味 ぶ か い と 思 われ た。

2.ま た,訪 問 した 英 国 のNationalComputingCenterは,民

間会 社 で は あ る が配 当 は しない とい う特 殊 な性 格 の もの で あ り,情

報 処 理 の教 育等 各 分 野 で活動 を つX'け,興 味 ぶ か く,か つ,参 考 に

な る点 が少な くない ので,後 出の よ うに か な り くわ し く報 告 す る こと

と した。

d,特 殊 メ ッセ ージ ・スイ ッチ ング

1.特 殊 メッセー ジ ・ス イ ッチ ン グ業 と して通 信 業 者 で な い民 間 会社S

ITAの 存在 は ユ ニ ー ク で あ る。SITAが そ の取 扱 対 象 と し うる

メ ッセ ー ジはAIRLINEBUSINESSに 関 す る もの だ

け に限 定 され て は い る が,INTERNATIONALの ネ ッ トワ

ー ク と して航空 業 界 の各 社 の コン ピュ ー タ ・ター ミナ ル相 互 間 で情

一15一



報 交 換 をお こな っ て い る こ とは興 味 深 い。

2.将 来 の 問題 と して,HOTEL,MOTEL,レ ンタ ・カ ーな ど

の システ ムが この ネ ッ トワ ー クに 参 加 す る こ と も充 分 考 え られ る。

航 空 会 社 が 現 在 で も 自社 便 を利 用 す る顧 客 の た め に座 席 の み で な く,

関連 予約 サ ー ビス を行な ってい ることから考 え て も,こ うした ニ ー ズ

は あ るは ず で あ る。

事 実BOACやALITALIAが,ホ テ ル予 約 シス テ ムのCI

TELと コ ン ピュー タ ・ リンク の計 画 を すxめ て い るの も,こ うし

た 背 景 に も とつ くもの で あ ろ う。

3.ま た 西 独 で は,ル フ ト・・ンザ 航 空,ド イ ツ国鉄,T・U・1(パ

ッ ケ ー ジe'ツ ア ーを 中 心 と す る旅 行業 者)の3シ ス テ ムー 航 空 座 席,

鉄 道 座 席,パ ッケ ー ジ ・ツァ ー一 を結 合 すべ く,メ ッセ ー ジ ・ス イ

ッチ ング会 社 を設 立 す る た め の プ ロ ジェ ク ト・チ ー ム 「START」

が 発 足 して い る。SITAが 航 空 会 社 とい う同業 間 の メ ッセ ー ジ ・

ス イ ッチ ン グで あ るの に 対 し,STARTは 明 らか に観 光 関連 企 業

相 互 間 の メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング を 目指 した もの で あ る。

D.CATV

-CATVとCommunityInformationUtilityの 動 向 一

1総 論

CATVは 山 間僻 地 等 で の テ レ ビ難 視 聴 対策 か ら発 生 した もの で

あ る。 従 っ て 当 初 は テ レ ビ放 送 の 再 送 信 に限 られ て いた が,規 模が

大 き くな る に つれ 次 第 に 自主 放 送 番 組 を も送 信 す る よ うに な っ た。

また近 年 の大 都 市 中心 部 の 高層 ビル化 は,大 都 市 に もCATVの 需
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要 を 生 じせ しめ,各 地 でCATV網 が 建設 さ れた り,建 設 計 画 が 発

表 され た りして い る。 この よ うなCATVの 開発 進 展 は有 線 映 像 伝

送 技術 の進 歩 に よる所 が大 で あ り,従 っ て見 方 を変 え れ ば,CAT

V網 は情 報 伝 送 の 巨大 な ハ イ ウ エ イを形 成 しつつ あ る と もい え よ う。

これ に 産業 活 動 の情報 化 効 率 化,省 力化 で 中心 的役 割 を果 し て い る

コ ン ピュ ー タを 結 びつ け れ ば ど うな るで あ ろ うか。 ま さ し く遠隔 情

報 処 理 シス テ ム で あ り,生 活 の 場 の 効 率 化,省 力化 のみ な らず,人

々 の求 め る教 育,医 療,安 全,娯 楽 等 々を 提供 し うる大 規 模 かっ 社

会 的 な遠 隔情 報 処 理 シ ス テ ム が 出来 上 る の で あ る。 この よ うな 観 点

か ら公式 訪 問 箇 所 こそ 少 な か った が,今 回 の遠 隔情 報 処 理 調 査 の 中

にCATVを 加 え た わ け で あ る。

以 下簡 単 に今 回 の 調査 で得 ら れ たCATVの 動 向 につ い て 記 す こ と

とす る。

皿 詳 論

1.ロ ン ドンを 本拠 地 とす る 世 界 的 な 有 線 放 送,テ レ ビ機器 製 造

業 で あ りまた そ の事業 者 で もあ り,CATVシ ス テ ム と して は 極

めて ユ ニ ーク で あ りまた 将 来 性 あ る方 式 で あ る と注 目され て い る

DAP方 式(DialAProgram方 式,分 配 網 と して,双 方 向 広

帯 域 平 衡 対 ケ ー ブル を電 話 網 の よ うに各 加 入者 宅 に 個別 分 配 し,

加 入 者 宅 の ダ イヤ ル に よって一番 組 を選 択 す る方 式)を 開発 した英

国Rediffusion社 は,'調 査 団 の期待 したDAP方 式 の 将 来 発 展

計酔CATVの 将来 ビジョン『ついては ・mp
.i,rpoテt"E9及

度 の低 さ もあ っ て,明 解 な 解 答 は 得 られ なか った ものの',そ の技'
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術 面 では,た とえ ば,DAP方 式 に は,容 易 に コ ン ピュ ー タや各

種 端 末 装 置(キ ーボ ー ドプ リン タ,フ ァク シ ミ リ等)を 付加 し う

る こと,双 方 向 広帯 域 平 衡 対 ケ ー ブル の ク ロス トー グの 問題 は 経

験20年 以 上 の蓄積 が あ って,大 丈 夫 で あ る こ と,同 軸 ケー ブル

方 式 に比 べ て,経 済 的 で あ り,小 型 で あ る こ と等 自信十 分 で あ り,

将 来 の コ ン ピュ ー タ と結 びつ い たCATVで はDAP方 式は 最 も

有 利 で あ る こと を力説 して いた。

2.ま た米 国 の動 向 に つ いて は,CATV業 者 の諸 プ ロジ ェク ト,

あ るい はNAE(全 米 工 学 ア カ デ ミイ)の 需 要 調査 等 に つ い て詳

し く把 握 して お り,FCCに 対 す る ア プ ロー チ,NCTA(全 米

ケー ブル テ レ ビ事 業 者 連 盟)へ の デ モ ンス トレ ー シ ョンも活 発 に

行 な って い る も よ うで,眼 を 米 国 へ 向 け,需 要 さ え あ れ ば,たM'

ちに 出動 の体制 に現 に あ る との 印 象を深 くした。

3.そ の米 国 では,71年FJCCの パ ネル デ ィス カ ッ シ・ ンで,

CATV問 題 をPlaningCommunityInformationUtili-

tiesと して 取 り上 げ,活 発 に 討 議 され てい た。 まず座 長 の カ

ンサ ス 州立 大 のHSac㎞an氏 はInformationUtilityを

NaturalSoeietyで 必要 な 情 報 を要 求 して す ぐ得 られ る マ ス コ

リ リ 　 リ

ミで あ る と定 義 し,ど の 情報 をた だ と し,ど の 情報 を 有 料 とす る

か が 問題 で あ る と指摘 した。 次 いで,ス タ ン フ ォー ド大 学 のE・

B.Pakker氏 は広 帯 域 ケー ブ ル を家 庭 へ 引 き込 む 困難 を指摘 し,

飽 和 点 で あ る普 及率90%と な る のは1985年 頃 で あ ろ うとの

見 解 を述 べ た。 ま た ボス トン大 学 のL.Slawn氏 は サ ー ビス と
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して有 望 な もの に,テ レ ビ シ ョ ッ ピング,オ ン ライ ンバ ンキ ング,

消 費者 情報 サ ー ビス の三 つ を あげた。5タ ン フーtド大 学 のN.R.

Nielson氏 は プ ロ トタ イプの 設置 問題 を取 り上 げ,サ ー ビス と

コス ト負 担 を ど うす る かが 問 題 で ある と述 べ た。 最 後 に 南 カ リフ

ォル ニ ア大 学 のB.Nanus氏 は,通 信法 を 改 正 して,FCCが,

InformationUtilityを 強 力 に推 進 で きる よ うに すべ きで あ

る と結 んで パ ネ ル を 終 了 した。

4.一 方 コン ピュ ー タ ー メー カ ーの 雄IBM社(IBM-WTC,

NewYork)で もCATVに 対 す る 関心 は高 く,CATVの 現 状,

各 地 の技 術 開発 動 向 を 正 確 に キ ャ ッチ して お り,そ の将 来 性 を高

く買 って い る との 印 象 を深 く した。

5.以 上 の よ うに 「CATV網+コ ン ピュー タ」 で あ る生 活 の場 の

遠 隔情 報 処 理 シ ス テ ムに つ い て は米 国 を 中心 に各 地 で 深 く関心 が

払 わ れ てお り,わ が 国 に お い て も,映 像情 報 シス テ ム実験 タ ウ ン

を 作 る等,早 急 か つ真 剣 に取 り組 む必要 性 を痛感 した。
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IIア メ リカ の遠 隔 情 報 処 理 に関 す る

通 信 政 策 の動 向
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1.遠 隔 情 報 処 理 に 関 す る ア メ リカの通信 政 策問 題 は,FCC(連 邦

通 信委 員会)の 行 っ た 歴 史 的 な ア ン ケー ト調 査 に よって,.米 国の 産

業 界 に数 年 間 に わた る大 議 論 を ま き起 した が,そ れ も1971年3

月,FCCの 下 した 「最 終決 定 と命 令」 に よっ て,ほ ×結 論 が 出 た

よ うに思 わ れ る。

本調 査 団 が ワ シ ン トンD.C.のFCC本 部 を訪 れ た の は,～ 二の

「最 終決 定 と命 令」 の内 容 を 質 し,こ れ に対 す る各 方 面 の 反 響 とそ

の後 の 情勢 を調 査 す るた め で あ っ た。

2.FCCの ア ンケ ー ト調 査 と,「 最 終決 定」 に至 る い きさつ は 次 の

よ うな もの で あ る。 す な わ ち,第1図 に見 る よ うに,電 気通 信 サ ー

ビス の主 な業 務 は 伝 送 と交 換 で あ るが,こ の サ ー ビ スは 公 益 事業 と

して 「通 信 法」(Co㎜unicationActof1934)に よって,通

電 気通 信 サ ー ビス デ ー タ処 理 サ ー ビス

分析,分 類,照 合,判 断,

計 算,組 み合せ,整 理,

要 約,蓄 積,検 索

第 図

信 会 社のサー ビス形 態,料 金,運 用 はFCCの 監 督 下 に あ る い わゆ る

RegulatedServiceで あ る。 一 方,デ ー タ処 理 サ ー ビスは,民

間企 業 と して,参 入 は容 易 で あ り,か つ,効 果 的 な 自 由競争 に よ っ

て技 術 の革 新 が 行 な わ れ て来 た いわ ゆ るNon-regulatedService

－23一



であ る。

電 気通 信 サー ビス デ ー タ 処 理 サ ー ビス

第2図

と ころ が,技 術 の 進歩 に伴 な い,第2図 に見 る よ うに 両者 と もts互

い に相 手 の 技 術 を利 用 して革 命 的 発 展 を 遂げ るに 至 った。 すな わ ち,

電 気通 信 は,ス トァ ド・プ ログ ラムに よる電 子 式の 回 線 交換(電 子

交換 機)の 開 発 に よ り高 速 交 換 や テ レ ビ電 話 等 の 広 帯 域 交換 を初 め,

一 般 の電 子 計 算 機 そ の もの を用 い て
,高 度 の蓄 積 交 換,(メ ッ セー ジ

・ス イ ッチ ン グ)が 可能 に な った。 一 方,デ ー タ処 理 側 は通 信 回線

を介 して電 子 計 算 機 と遠 隔入 出 力装 置(端 末 機)と を 結 ぶ こ とに よ

っ て,時 間 と距 離 を超 越 した デ ー タ処理 を可 能 に した た め,デ ー タ

処理 の 利 用 を 飛躍 的 に増 大 した。 この よ うな 両 者 の相 互 依存 は ます

ます増大 し,そ れ な しに は 両者 の 発 展 は望 め ない こ とは 明 らか で あ

った。

3.そ して この 両者 の相 互 依 存 の 結 果,大 変 困 難 な 事 態 に立至 った の

であ る。 第3図 を参 照 して いた だ きた い。
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第3図

今 ま で電 気 通 信 サ ー ビス に使 われ て いた 電 子計 算 機 に プ ログ ラ ムを

追 加 す る こと に よっ て,デ ー タ処 理 が 行 な え る し,一 方,遠 隔 デ ー

タ処 理 に使 われ て い た 電子 計 算 機 は,端 末 機相 互 間 の メ ッセ ージ ・

ス イ ッチ ングが で きる か らで あ る。

事 実,電 信 サ ー ビス を行 な っ て来 た ウエ ス タ ン ・ユ ニオ ンはSI

COM,INFOCOMと し(った デ ー タ処理 サ ー ビス を始 め る し,

バ ン カー レモ ー社 は 証 券 処理 業 務 の シス テ ムに メ ッセー ジ ・ス イ ッ

チ ング も行っ て い る と い うことで通 信 会社 か ら回 線 を貸 して 貰 え な

い とい う事 態 が生 じた の で あ る。 この よ うな 混 然 と した 事 態 に な っ

て 最 も 困?たQは,FCC自 身 な ので あ る。 そ れは,電 気通 信 サ ー

ビスは 「通 信 法」 に よってFCCが 監 督 す る立 場 に あ り,デ ー タ処

理 サ ー ビス は そ の逆 だ か らで あ る。

4.か くして,1966年11月10日 ,か の歴 史 的 な 調査 公 告 「電

子 計算 機 と 電 気 通信 の サ ー ビス ・施 設 の相 互 依 存 か ら生 じた統 制 お

よ び政 策 的 諸 問題」 の 発 表 とな った の で あ る。 この ア ン ケー ト調 査

の最 大 の主 眼 は,「 通信 法 で どこ まで規 制 すべ きか,そ して どの よ
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うな規制 をす べ きか」 とい う ことで あ った。 この 調 査 でFCCが も

っ と も留 意 した こ とは,ユ ー ザ ーの 利 益 を守 る こと と,自 由公 正 な

競 争 を阻 害 しな い ことで あ っ た とい う。

5.1968年3月5日 の 回 答 締 切 りに は,デ ー タ処理 産 業16社,

通 信 産業13社,ユ ーザ ー21社,政 府 機 関そ の 他11,計61社

か ら3,000頁 を越 す 回 答が 集 っ た。 この ア ン ケー ト調 査 はSRI

(StanfordResearchInstitute)の 分 析 にゆ だ ね られ,そ の

結 果 が1969年3月 に 送 られ た。 そ してFCCは1970年4月

3日 「仮 裁定 と命 令 」 を発 表 した。 これ に対 し更 に33社 が 文 書 で

コ メン トを寄 せ,18社 は また 口頭 で意 見 を 陳 述 した 。 これ らに基

ず き遂 に1971年3月18日,FCCの 「最 終 決 定 と命 令 」 とな

った の で あ る。

6こ の 「最 終決 定 と命 令 」 を理 解 す るに は,FCCの 行 っ た次 の用

語 の 定義 を理 解 す る こ とが 必 要 で あ る。

(1)DataProcessing(デ ー タ処 理)

"回 線 交 換
、、また は"蓄 積 交 換"と 区別 さ れ る"情 報 の処 理"の

た め の電 子 計算 機 の 使 用 を い う。"処 理"と は デー タの蓄 積,検

索,分 類,組 み合 せ,計 算 等 の操 作 の た め の電 子 計 算 機 の 使 用 を

い う。

(2)MessageSwitching(蓄 積交 換)

通信 回線 を用 い て,メ ッ セー ジの 内容 を変 更 す る ことな く,2

以上 の 地 点 間で,コ ン ピュ ー タ制 御 に よる メ ッ セー ジの 伝 送 を行

な うこ と。



(3)LocalDataProcessingService(ロ ー カ ル デ ー タ 処 理

サ ー ビス)

通 信 施 設 を使 用 し な い デ ー タ処 理 サ ー ビス

('4)RemoteAccessDataProcess'ingService(遠 隔 デ ー

タ処 理 サ ー ビス)

中 央 のComputerと 遠 隔 の カ ス タ マ ー 端 末 機'を 結 ぶ 通 信 施 設 を

相 互 間 の デ ー タ伝 送 に 利 用 す る デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス

(5)HybridService(融 合 サ ー ビ ス)

RemoteAccessDataProeessingとMessageSwitching

を 組 み 合 わ せ て,ひ と つ の 綜 合 サ ー ビス と した も の

(a)HYbridDataProcessingService(融 合 デ ー タ処 理 サ

ー ビス)

デ ー タ 処 理 の 機 能 ま た は 目的 に メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ の

能 力 が 付 随 す る 且ybridService

(b)HYb;idCo㎜unicationService(融 合 通 信 サ ー ビス)

メ ッ』セ ー ジ.ス イ ッ チ ン グの 機 能,ま たは,目 的 に デー タ 処 理

の 能 力 が 付 随 す るHYbridService

HybridServiceを2つ に 分 け た の は,FCCの 苦 心 の 傑 作 で,

こSに 到 達 す る の に4年 かSっ た と言 っ て も よ い。 後 か ら 考 え れ ば

何 と い う こ とは な い と 思 わ れ る か も 知 れ な い が,こ れ は コ ロ ン ブ ス

の 卵 に 比 較 さ れ る ぺ き で あ る。

こ の 定 義 の 図 示 を 試 み る と,次 の よ うに な る。



電 気通 信 サ ー ビ ス

イ
ブ

リ

ッ

信

サ
ー

ビ

デ 一 夕 処 理 サ ー ビス

遠
隔
デ
ー
タ
処
理

デ

タ
処
理
サ

第4図

第4図 で 両者 はは っ き り と分 か れ た よ うで あ る。 すな わ ち 「通 信

法」 の 規制 の 対象 と して,FCCが 監 督 す る の は,左 側 の 電 気通 信

サ ー ビスの 範 囲 とす るわけ だ が,問 題 は そ の 規制 の 内容 で ある 。

7.し か し,さ ら に大 きな 問 題 は,右 側 の デー タ処理 サ ー ビスは,あ

くまで も 自 由参 入 の 企 業 で あ って,通 信 会 社 で あ って もそ の権 利 は

あ る とい う こと で あ る。 事 実,多 くの通 信 会社 は,「FCCは 通信

会 社 の行 な うデー タ処 理 サ ー ビス を 云 々す る権 限はない」と主張 した。

これ に対 しFCCは 「通 信 会社 の 行 な うデ ー タ処 理 サ ー ビス を 統 制

す る の が本 来 の意 図 で は な い」 と して,そ の趣 旨を 次 の よ うに述 べ

て い る。

(1)通 信 会社 が デ ー タ 処理 サ ー ビス に進 出す る と,通 信 法 の趣 旨で

あ る 「す べ て の人 に 公平 に,す み やか に,適 切 な 施 設 と合 理 的 な

料 金 で もっ て,効 果 的 な通 信 サ ー ビス を提供 す る」 ξい う通 信 会

社 の義 務 が 守 られ な くな る恐 れ が あ る。

(2)通 信 会 社 が デ 一 夕 処理 サ ー ビス に 進 出 す る と,デ ー タ処理 業 界

の効果 的 か つ,公 平 な 競 争 が 阻 害 され る恐 れ が あ る。
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8.FCCは 上 記2点 に つ い てFCCが 管 轄す る 義 務 が あ る と し,さ

らに,通 信会社がデ ータ処理 に進 出した結果起 り得 る弊害 を具体的

に あ げた。 す な わ ち,

(1)自 己 の デ ー タ処 理 サ ー ビス と,そ の競 争 企業 に対 して,差 別 的

な通 信 サ ー ビス を提 供 す る恐 れ があ る。 すな わ ち,通 信 サ ー ビス

や機械 の種 類,品 質 の 面 で,ま た,料 金 や,回 線 申込 み か ら提 供

までの 期 間,保 守等 の 面 で え こひ い きが 起 り易 い。

事 実,バ ン カ ー ・レモ 一社 は1970年6月,ウ エ ス タ ン ・ユ

ニ オ ン社 の差 別 的通 信 サ ー ビス に つ い てFCCに 訴 え て い る。 ウ

エス タン ・ユ ニオ ンは,バ ン カ ー ・レモ ーの証 券 サ ー ビスTEL

EQUOTEと 同様 なSICOMサ ー ビスを始 め て,競 争 状態 に

な った が,そ の結 果,バ ン カー ・レモ 一社 の主 張 に よれ ば,新 規

に回 線 を 申 し込 ん だ場 合,1968年1月 以 前 は2週 間 程 度 で 開

通 した の に,そ の 後 は1970年1月 まで に,開 通 に1ヵ 月以 上

かXっ た ケ ースが21件 あ り,中 に は7ヵ 月 もかNっ た ことが あ

る。 また,回 線 が故 障 した と き回 復 ま で に,以 前 は数 時 間 で あ っ

た もの が,今 は1ヵ 月 かNる のは 珍 ら し くな い。 中 に は3カ 月 か

か った ことが 数 回,6ヵ 月以 上 かかった ことも1回 ある。 ウエ スタ ン'

ユニオ ン社 自身 のSICOMで は.障 害 回 復は1時 間以 内であ り,半 日

かSる ことは ご くまれで ある。 これ に対してウエス タン ・=一二オ ンは 予

備回線を持つ ことを提案 したがそ の場合,当 然,料 金は2倍 にな る。以上

の よ うに パ ンカ_.レ モ一社 はFOCに 苦 情 を 申 し立 て る と同時 に

3,494,000ド ル の 損 害 賠 償 を要求 した の で あ る。
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② 次 に,通 信 会社 が デ ー タ処理 サ ー ビスに進 出 す る と,そ の コス

トが 直接,間 接 に通 信 サ ー ビス の ユ ーザ ーの 負 担 にな る恐 れ が あ

る。 この 結 果,適 正 で な い通信 サ ー ビス料金 が 行 な われ る こ とに

な る。

(3)ま た,通 信 サ ー ビス か ら入 る収 入 が,デ ータ 処理 サ ー ビス に投

入 され る結 果,デ ー タ処理 サ ー ビス の料 金 に も不 適 正 が 生 じ,デ

ー タ処 理 サ ー ビスの 競 争会 社 よ り安 い料金 で 行 な うことが で きる

の で,デ ー タ処 理 サ ー ビス業 界 の公 正 な 競 争 を阻 害 す る。

FCCは 上 記 の よ うな 弊 害 を指摘 した が,こ の 点 に 関 し,FCC

に 集 った 意見 の 中に は,通 信 会 社 の デ ー タ処理 サ ー ビス を無条 件 に

禁 止 す る よ う求 めた もの が あ った。

9.し か し,FCCは この 「無条 件 禁 止 」 に は 反対 した。 そ の理 由は,

先 ず,通 信 法 の社 会的 経 済 的 目的 に反 しな い限 り,通 信 会社 のNon-

regulatedServiceを 許 す の がFCCの 方 針 で あ り,か つ,デ ー

タ処理 サ ー ビスは 自 由競 争 の産 業 で あ るか ら とい うこと で あ る。 そ

こで,FCCは 最 終 的 に"MAXIMUMSEPARATION"と い う

基 本 方 針 を 打 ち出 したの で あ る。 す な わ ち,通 信会 社 の行 な う本 来

の通 信 サ ー ビス 事 業 とデ ー タ処 理 サ ー ビス 事 業 とを最 大 限 に分 離す

る とい う こと で あ る。 後 に 述べ る よ うに,そ の 具 体 策 の い くつ か に

は,或 る通 信 会社 は 現 在 で も反 対 を表 明 して い る が,FCCは,「 こ

の「MAXIMUMSEPARATION」 と い う大 方 針 は,む しろ通 信 会

社 が合 理 的 な手 段 で,デ ー タ処 理 サ ー ビス に進 出 で きる体制 を 開い

た もの で あ る」 と して い る。
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10.さ て,FCCの 「最 終 決 定 と命 令」 の要 旨は 次 の通 りで ある。

(1)デ ー タ処 理 サ ー ビスは 統制 しない。

(2)通 信会 社 は本 来 の通 信 サ ー ビス を行 な うた めに 設 置 した 電子 計

算 機 シ ステ ムの 機 能 を利 用 して,別 の収 入 を あげ て は な らな い。

(3)年 収100万 ドル以 上 の通 信 会社 が デ ー タ処理 サ ー ビスを 提 供

し よ うとす る場 合,次 の条 件 を守 らな け れば,こ れ を 行 っ ては な

らな い。

(a)デ ー タ処 理 サ ー ビスは,子 会 社 に行 な わせ,そ の子 会社 の経

理,役 員,従 業 員 は 親 会 社 と別 に し,機 械,設 備 も専 用 の もの

を 用 い る。

(b)上 記 の 両 会社 間 で 契約 また は 同意 を行 った 時 は,30日 以 内

にそ の 内容 と同 意書,メ モ ラン ダ ム等 の 写 し をFCCに 提 出す

る。

(c)通 信 会 社 は子 会 社 の た め にデ ー タ処 理 サ ー ビス の 営業 活 動 を

して は な らな い。 子 会 社 は親 会 社 と異 な る社 名,シ ン ボルを 使

わな け れ ば な らな い。 また,子 会 社 は 営業 活 動 に親 会社 の名 前

や シン ボル を使 っ ては な らな い。

(d)親 通 信 会 社 は 子 会社 の デ ー タ処 理 サ ー ビス を受 け ては な ら な

ho

前項 の社 名,シ ン ボルの ことと,こ の 項は 最 終 の命 令 で取 上

げ られ た もの で あ る が,特 に この項 は厳 しい条 件 で あ り,調 査

団 も この 点 に つ い て,つ っ込 ん で質 問 を行 っ た。FCCの あ げ

る 理 由は,CrossSubsidization,つ ま り両 社 間の 資金 融通 を
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防 い で公 平 を 期 す る た めの,や は り,MAXIMUMSEPAR

ATIONの"環 で あ る とい うこ とで あ った。 す な わ ち,

① デ ー タ処 理 サ ー ビス とそ の チ ャ ー ジは変 動 的 な た め,FCC

と して,そ の契 約 の正 当 性 を 判断 す る こ とが 困難 で あ る。

② 水増 し した デ ー タ処理 の チ ャ ー ジを 通 信 カス タマ ー が 負担

す る。

③ 水 増 し した デー タ処理 の チ ャ ー ジに より子 会 社 は他 社 より

有 利 な料 金 を 設 定 す る。

④ 両 社 の排 他 的 取 引は,デ ー タ処 理 の 自由競 争 を阻 害 す る。

と い うの がそ の 理 由で ある。

11.通 信 会 社 が子 会 社 に通 信 サ ー ビス を 提供 す る場 合,料 金,条 件,

慣 行等 の面 で,他 の デ ー タ処 理 サ ー ビス企 業 と差 別 の 無 い通 信 サ ー

ビスを 提 供 し,子 会社 を決 して優 遇 しな い。 子 会社 に 対 す る え こひ

い きは 通 信 法 に 対 す る違 反 で あ り,FCCは これ を厳 重 に監 視 し,

も し,FCCの 信 頼 を裏 切 れ ば,規 則 に よる特 別 な規 制 も考 え る。

12.通 信 会 社 に 関係 の な い一 般 の デ ー タ処 理 サ ー ビス企 業 が,通 信 回

線 を借 りる時 に,回 線 の 使用 目的 や サ ー ビス の 内容 が 通 信会 社 の 子

会社 につ つ 抜 け に な る とい うよ うな 意見 が あ る が,こ れ をFCCも

重 視 し,ベ ル系 電話 会 社 は デ ー タ処理 サ ー ビス に は 進 出で きな い の

で,ベ ル系 に 回線 申請 す れ ば,こ の 心 配 は 無 か ろ うが,FCCと し

て は,そ の よ うな企 業 の 秘 密 を 洩 らす 違反 通 信 会 社 に は厳 重 な 制裁

を 加 え る もの で あ る。

13.現 在,既 に,自 ら,あ る いは,別 会 社 を 通 じて(W.U。GTE.
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UnitedUtilities等)デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス を 提 供 して い る通 信

会 社 は,(たN'し,年 収100万 ド ル 以 上)6ヵ 月 以 内 に 完 全 分 離

を 行 な う こ と。 そ し て,60日 毎 に 進 捗 状 況 報 告 をFCCに 提 出 す

る こ と。 最 初 の 報 告 書 に は,子 会 社 の 組 織,施 設,運 用 に つ い て 詳

細 に 記 述 し た 書 面 お よ び 両 社 間 の 同 意 書,メ モ ラ ン ダ ムの 写 し を

提 出 す る こ と。

14.こ れ か ら デ ー タ 処 理 サ ー ビス に 進 出 す る 通 信 会 社 は,こsに 定 め

ら れ た 規 則 に 従 わ な け れ ば な らな い。 開 始 後60日 以 内 に,子 会 社

の 組 織,施 設,運 用 を 詳 細 に 記 述 した 書 面 と 両 社 間 の 同 意 書,メ モ

ラ ン ダ ム の写 し を 提 出 す る。

上 記FCCの 「最 終 決 定 と命 令 」 に は,通 信 会 社 の 反 対 が あ り,特

に,GTEServiceCorporationとGTEDataService

Incorporated(GTEはGeneralTeiephoneandElectron-

ics)がi親 子 で 共 同 し て,FCCと 国 を 相 手 ど っ て 裁 判 に 訴 え て い る。

さ ら に,こ の 訴 訟 のIntervenor(訴 訟 に 参 加 して 意 見 を 述 べ る 第 三

者)と し てU・S.lndependentTelephoneAssociationがFCC

に 反 対 の 立 場 で,ま た,BEMA(TheBusinessEquipment

ManufacturersAssoeiation)とADAPSO(TheAssocia-

tionofDataProcessingServiceOrganizationsのCompu-

terTime-SharingServicesSectionがFCCに 賛 成 の 立 場 で,

訴 訟 に 参 加 し て い る が こ の 裁 判 は 未 だ に 開 か れ て い な い。 そ れ は 次 の

よ うな 事 情 に よ る。 す な わ ち,GTEグ ル ー プ の 他 に,FCCに 直 接

訴 え て い る10指 に 余 る 通 信 会 社 が あ る 。 例 え ば,WU,ITT,R
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CAな どは 子 会 社 が親 会社 の名 前 を 使 え な い こ と に反 対 して お り,ま

た,W.U.ノUnitedUtilities,Continental等 は 親 通 信 会 社 が子

会 社 の デ ー タ処 理 サ ー ビス を使 え な い こと につ い て 反対 して い る。 こ

れ ら のFCCへ の 直接 の訴 え に つ い て,FCCが 立 場 を 明 ら か にす る

まで(1971年 の12月 頃 には 明 らか に す る との ことで あ る が)裁

判 は延 期 に な っ て い る。 この よ うな 現 状 で,FCCの 最 終決 定 と命 令

は 正 式 には 発 効 して いな い状 態 で あ る。

1・5.さて,通 信 会社 が デ ー タ処 理 サ ー ビス に進 出 す る 問題 に つ い て は,

以 上 の よ うな ことで あ る が,前 に あ げ た第4図 のHybridService

の取 扱 いが,も うひ とつ の大 問題 で あ る。

FCCは 「最 終決 定 と命 令」 でHybridServiceに つ い て以 下の

よ うな取扱 い と命令 を下 した の で あ る。

HybridServiceの 取 扱 い に つ いて

(1)FCCはHybridServiceの 全 部 に つい て 統 制 をす る義 務 が

あ るとい う意見 がFCCに 寄 せ ら れ た。 しか し,FCCは これ に

同 意 して い な い。FCCの 立 場 は,も しHybridDataProce-

ssingServiceに 統 制 的 な拘 束 を加 え る と,公 共 の利 益 に な る

貴 重 な サ ー ビス の,弾 力 的な 開発 と普 及 を 阻 害 す る とい うもの で

あ る。

(2)一 方,HybridServiceは 全 部統 制 を免 除 す べ きだ とい う意

見 もあ る。 この 意見 の 根 拠 は,通 信 会 社 が必 ず し も重 要 なHybrid

CommunicationServiceに 手 を っ け る とは 限 らな い か ら,

この面 の 開発 が 遅 れ る とい うもの で あ る。 しか し,FCCは,明
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らか に通 信 で あ る もの は,FCCが 統制 す る義 務 が あ る と して い

る。

(3)ま た,ど ち らのHybridの 型 に 属 す るか 例 を もって 明 示 せ よ と

い う意見 もFCCに 寄 せ られ た。 しか し,FCCと して は,こ の

よ うに革 新 を続 け る分 野 で は,仮 定 の例 で もって 意味 の あ るガ イ

ドライ ンを作 る こ とは 不 可能 で あ る し,ま た,そ の よ うな もの を

作 る と,む しろ,創 意 工 夫 を おさ え て,ユ ーザ ーの真 の要 求 を

"型
、、で 曲げ る恐 れ が あ る と考 え た。 従 って,少 くと も初 期 に は

FCCが ケース バ イ ケー ス で判 断 して い く ことに した の で あ る。

16.FCCのHybridServieeに 対 す る命 令 は 次 の よ うな もの で あ

る。

(1)通 信会 社 がHybridCo㎜unicationServiceと 思 うサ ー ビ

スを 新 た に始 め よ う とす る 時 は,そ のgo日 前 にFCCに,そ の

サー ビスの詳 細 を記 述 した書 面 と,そ れ がHybridCo㎜uni-

cationServiceで あ る とい う理 由書 を提 出す る。 そ の後,60

日以 内 にFCCの 反対 の表 明 が 無 け れ ば,規 定 に従 って 正式 届 出

を し,開 始 して よい。 も し,FCCがHYbridCommunication

Serviceで な い と判 断 した時 は,60日 以 内 にそ の 旨を通 信 会

社 に通 知 す る。 そ の場 合 は,通 信 会社 はFCCにHearingを 要

求 す るか,あ る いは法 的 な救 済 手 段 に訴 え る こ とが で きる。

(2)前 記 の 方法 は,デ ー タ処理 サ ー ビス企業 のHybridData

ProcessingServiceに は 適 用 しな い。 しか し,Hybrid

DataProcessingServieeを 行 うた め に通 信 回 線 の使 用 を 申

一35一



し込 まれ た 通 信会 社 が,も し,そ のServiceはHybrid

CommunicationServiceで あ る と考 え た ら,(回 線 の再 販 売

は 禁止 さ れ て い る の で)FCCに 通 知 す るか,あ る いは 回 線 の提

供 を断 る こ とが で きる。

(3)し か し,親 通 信会 社 が,デ ー タ処 理 サ ー ビスを 行 な う子 会 社 の

HybridDataProcessingServiceと 称 す る サ ー ビス に 回線

を 提 供 す る場 合,自 ら進 ん でFCCに 通 知 しな い 恐 れ が あ る。 し

た が っ て,こ の よ うな場 合 には,回 線 を 貸 す 前 に そ のHYbrid

Serviceを 詳 細 に 記 述 した 書 面 と,そ れ がHybridData

ProcessingServiceで あ る とい う理 由書 をFCCに 提 出 しな

け れ ばな らな い。 そ の 後,30日 以 内 にFCCの 反対 の表 明 がな

け れ ばそ の 回 線 を貸 して よい。 も し,こ のFCCの 意見 に 同意 で

きな い と きはHearingを 要求 す る か,法 的 な救 済 手 段 に訴 え る

ことが で きる。

ただ し,子 会 社 が行 な うRemoteAccessDataProcessing

Serviceに つ いて は,こ れは,メ ッセー ジ 交換 を含 んで い な いか

ら,上 記 の措 置 の 必 要は な い。

(4)通 信 会 社 が既 に行 な っ て い る通 信 サ ー ビス また は,Hybrid

CommunicationServiceをHybridDataProcessing

Serviceま た は,DataProcessingServiceに 変 更 し,こ

れ を 子 会 社 に 移 す 場 合 が考 え られ るが これ は問 題 で あ る。 した が

って,こ の よ うな場 合 には,FCCは 次 の 措 置 を 要求 す る。 す な

わ ち,通 信 会 社 はFCCの 許 可 な く通 信 サ ー ビス,ま た は,
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HYbridCo㎜unicationServiceを や め て は な ら な い。 こ

の 許 可 を得 る 場 合 に は,そ の 申 請 書 に 次 の こ と を 記 す こ とを 要 す

る。

(a)通 信 サ ー ビ ス 受 益 者 の こ うむ る 影 響

(b)そ れ を 受 け つ ぐ子 会 社 の サ ー ビス の 内容

(c)HybridDataProcessingに 対 す る 公 衆 の デ マ ン ド

(d)譲 渡 施 設foよ び そ れ に 関 す る財 務 的 記 述

17.さ てC前 述 の よ うにHybridServiceに 対 す るFCCの 取 扱 い

は,き わ め て 明 確 に な り,通 信 法 で 規 制 す る 範 囲 が は っ き りと し た

わ け で あ る。 そ し て 個 々 の サ ー ビス に つ い て,そ れ が ど ち ら の

HybridServiceで あ る か は,FCCが ケ ー ス ・バ イ ・ ケ ー ス で

審 査 す る こ と に な っ て い る が,現 在 ま で に,そ の 審 査 を 請 求 し決 定

を 見 た ケ ー ス は 次 の1件 で あ る。

審 査 を請 求 し た の は,BergenBrunswigCorporationで,そ

の サ ー ビス をPARAGONシ ス テ ム と 称 す る。PARAGONと

はPharmacyAccountingRecordsandGeneralOperating

Needsの 略 で あ る。BergenBrunswig社(以 下B-B社 と 略 す)

は 薬 品 卸 売 業 者 で,こ のPARAGONシ ス テ ム にB-B社 が 中 央

コ ン ピ ュ ー タ を 提 供 し,さ ら に サ ー ビス の 加 入 者 で あ る 小 売 薬 屋 に

ミ ニ コ ン と1/0タ イ プ ライ タ を 提 供 す る。 そ し て,こ の シ ス テ ム

の 運 用 は 次 の よ うに 行 な わ れ る。 す な わ ち,昼 間 は 加 入 者 の タ イ プ

ィ ン した 情 報 は ミ ニ コ ン に ス トア さ れ る 。 夜 に な る と 中 央 コ ン ピュ

ー タ は ミ ニ コ ン を ダ イヤ ル し て ボ ー リ ン グ を 行 な い,ミ ニ コ ン に ス
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トァされ て い るデ ー タ を集 め,処 理 し,結 果 を ミニ コン に返 送 す る。

ミニ コ ンに ス トア され て い る情報 は 翌 朝 タ イプ ライ タに ア ウ トプ ッ

トす る。

このPARAGONシ ス テ ムの使 用 目的は,在 庫 管 理,会 員 サ ー

ビス,第3者 に対 す る請 求 書 の 作成,給 与計 算,元 帳 と支 払 勘 定 等

の処 理 の 他 に,B-B社 か ら価格 変 更 等 の 二=・一 ス を 加 入 者 に 送 る

こと で あ る。 さ らに,将 来 計 画 と して,加 入 者 か らの 注 文 をB-B

社 が ア セ ン ブ ル して製 薬 会 社 に送 る ことや,加 入 者 か ら第3者 払 い

の処 方 箋勘 定 をB-B社 が ア セ ンブル してBlueCross等 に 送 る こ

と も考 え られ て い る。 また,加 入 してい る チ ェ ー ン の本 部 か らチ ェ

ー ンの小 売 屋 へ の メ ッ セー ジの 取扱 も考 えて い るが,こ の メ ッセ ー

ジは 全 トラ フ ィック の1%程 度 で,か つ,B-B社 は この メ ッセー

ジ交 換 は 無 料 で 行 う予 定 で ある と して い る。

このB-B社 の 申請 つ レ・てFCCは 慎 重 に検 討 した 結果,「 これ

はHybridDataProcessingServiceで あ る」 と い う判 定 を下

してい る。

1&以 上,遠 隔 情 報 処 理,メ ッセ ー ジ交換.お よびHybridService

につい て,ア メ リカの 通 信政 策 は きわ めて 明快 な 形 とな り,い わ ゆ

る快 刀 乱 麻 を 断 った 感 が す るが,今 回 の調 査 団 がFCC担 当者 と討

論 の際 に,か っ て,FCCも 使 って い た 「デ ー タ処 理 産 業」 「電気

通 信 産業 」 とい う表 現 を使 った と ころ,FCC側 出 席者 は,「 今 で

は産業 とか 企 業 とい う固定 的な 表 現 で{ま.こ のComputer-Commun-

cation問 題 は 処 理 で きな い。 つ ま り,い ろい ろな 会 社 が い ろい ろ
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な こ とをす る わけ で,こ れ は む しろ デ ー タ処 理のFUNCTION,

電 気通 信 のFUNCTIONと い う 表 現 の 方 が 適 切 で あ る」 とい

う話 が あ り,ア メ リカは つ い に ごSま で来 た か と大 いに 感銘 した 次

第 で あ る。

19.か っ て,FCCア ン ケー トが 公 示 さ れた 当 時FCCのComrnon

CarrierBureau(公 衆 通 信 局)のChief,BernardStrusburg

氏 は,「FCCは,い り卵 の黄 味 と 白 味 を え り分 け る大 変 な仕 事 に

取 組 ん で い る」 と感 想 を 述 べ て い た もの で あ る。 今 回 の訪 問 で 彼 に

「あな た の 黄 味 と白味 は 今 どん な 状 態 で す か」 とたX'し た と ころ

「今 や オ ム レツの状 態 です」 と笑 っ た が,こ の オ ム レ ツは.は っ き

り2色 の オ ム レツに見 えた よ うで あ った。
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西独 の第2次 情報処理振 興計画
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1は じめ に

西 独 連邦 教 育 科学 者 は 遠 隔 情 報 処 理 を含 む 情報 処理 全 体 の 振興 政

策 を所 掌 して お り,1967年 か らの第1次 情報 処理 振 興 計 画 に引

き続 き,1971年 か らは 第2次 情 報 処理 振 興 計 画 を 展 開 中で あ る

とい わ れて いた。 第1次 計 画 に つ い ては,以 前 の調 査 団 の報 告 や2,

3の 文 献 等 もあ って そ の輪 郭 骨 子 は把 握 され て い た が ・第2次 計

画 につい ては これ ま で は そ の 内容 につ い て詳 し くは 知 られ て い な か

っ た。 今 回,遠 隔 情 報 処 理 振 興 政 策 の意見 交換 を 目的 に,同 省 を訪

問 した 際,第2次 計 画 に つ い て の か な り詳 しい 資料(訪 問3日 前

に 完成 した もの)を 入 手 し得 た。 内容 は 情 報 処理 技 術 者 の 教 育,情

報 処理 利 用 促 進,電 算 機 産 業 助成 を 中心 に,1971年 か ら1975

年 迄 の5カ 年 に,総 額2,423.5百 万DM(約2,423億5千 万 円)
,

計 画 枠外 を含 め る と約3,350百 万DM(約3,350億 円)に も の

ぼ る第2次 情 報 処 理 振 興 計 画 の全 容 につ い て,そ の 考 え方,必 要 性,

助 成 方 法,積 算 内訳 等 を 記 した もの であ り,今 回 の直接 的 な調 査 目

的 で あ る遠 隔 情 報 処 理 振 興 政 策 の範 囲外 の 部 分が かな りあ るが,雄

大 な計 画 で あ り,ま た,わ が 国 のそ れ と似 てい る点,異 な っ て い る

点(別 の ア プ ロ ーチ の仕 方)も あ っ て,非 常 に興 味 深 い の で,あ え

て,こ こに 紹 介 す る こ と と した。 資 料 は,西 独 に おけ る情報 処理 の

現 状 と これ まで の 振興 政 策 の 評 価,第2次 計 画 の 目的,第2次 計 画

の 内 容(項 目毎)と な って お り,そ の 雁咋 紹 介 す る こ ととす る。第

1表 は第2次 情報処理振 興計画の全容 を示す一覧表であ る。
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∬ 情 報 処 理 の 現状 と これ まで の振 興 政 策 の 評 価

1情 報 処 理 の 現 状

まず,コ ン ピュー タ設 置 状況 に つ い て は 第2表 の よ うに,19

71年 初 頭 で,21,900台,設 置 全 額 で11,600百 万DM

(約1兆1,600億 円)が 稼 動 して い る菩1

注1;こ れ ま で わ が 国 に 紹 介 さ れ た 調 査 で は,台 数,金 額 と も,

西 独 は 日本 と 同 じ位 と さ れ て い た。 た と え ば,IDC

(lnternationalDataCorporation;米 国 の 調 査 会

社)の 発 表(EDPIndustryReport'71年12丹17日

号)で は,71年12月 末 現 在 と し て,7,800台2,890

百 万 ドル(8,900億 円)と して い る。(同 調 査 で 日本 に

つ い て は8,680台,2,860百 万 ドル,約8,800億 円

と な っ て い る)。 一 方,わ が 国 のJECC統 計 で は,71年

3月 末 現 在 の 汎 用 デ ィ ジ タ ル コ ン ピュ ー タ と し て,9,482

台,8,912億 円 で あ り,こ れ に 専 用 機,工 業 用 コ ン ピ ュ

ー タ(プ ロ コ ン 等)ミ ニ コ ン の 夫 々 ,111台,1,084

台,1,673台,設 置 金 額 に し て 夫 々 約100億 円(以 上

通 産 省,電 子 協 等 の調 査 に よ る)を 加 え て も,12,400

台,9,200億 円 程 度 で あ る。 こ の よ うな 調 査 で は,調 査

の 範 囲,方 法,区 分 等 に よ り,誤 差 は 必 ず 伴 うも の で あ る

が,そ れ に して も差 は 太 き過 ぎ る。 こ こ で は 西 独 連 邦 教 育

科 学 省 の デ ー タ を 尊 重 し て,西 独 に は わ が 国 に 比 べ て,平
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均 買取 価 格2,500万 円の 小 型 な い し ミニ コン ピュ ー タが

約1万 台 多 くあ る と して お こ う。

これ を国 際比 較 して み よ う。 第3表 は コン ピュ ー タ年 間 レ ン タ

ル料 とGNPの 比 を と り国 際比 較 した もので あ る。 この表 か ら欧

州 は米 国 に 比 べ て約5年 後 れ て い る といえ よ う。

次 に,コ ン ピュ ー タの 利 用 状 況 に つ い てで ある が,そ の 評 価 の

もの さ し と して,応 用 分野 毎 に,イ ンテ グ レー シ ョンの 段 階 を と

る こ とと し よ う。 即 ち,

① 個 別 課題:個 別 課 題 のみ に コ ン ピュ ー タを適 用 してい る も の。

② 部 分 イ ン テグ レ ー シ ・ン:2,3の 個別 課 題 を統 合 して処 理

す る もの。

③ イ ンテ グ レ ー シ ・ン:そ の応 用 分野 の個別 課 題 を全 て 統合 し

て 処理 す る もの(MIS等)。

の3段 階 で あ る。 さ らに夫 々の イ ンテ グ レ ー シ ョン段階 に は

⑤ 基礎 的 作業 の段 階

⑮ イ ノペ ー シ 。 ンの 段階

⑥ デ ィ フュ ー ジ ョ ンの段 階

がある菩2

注2;こ の よ うな 評 価 の もの さ しを とって 西独 の コン ピュ ー タ利

用 状 況 を,5つ の 応 用 分野(行 政 面,医 療 面,教 育 面,企

業 経 営 面,工 業 技 術 面)毎 に評 価 して いる が,紙 面 の都 合

上,一 例 を掲 げ て 次 に 進 む こ ととす る。

行 政 面 で の 利用 で は,住 民,税 率 設 定,人 事 等,① 個別 課題 の
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も のは,⑥ デ イ フ ユー ジ ・ン段 階 に あ り,財 政,金 融 面 では,

② 部 分 イ ンテ グ レー シ ョンの ⑤ イ ノベ ー シ ョ ン段階 にあ る。 また,

地 方 自治 体 や デ ー タ バ ン ク情 報 シス テ ム で は,③ イ ンテ グ レー シ

ョ ンの ⑧基 礎 的作 業 の 段階 にあ る。

以 上 の よ うな評 価 か ら結論 と して,コ ン ピュ ー タの 利 用 状況 にっ

いて,現 在の コンピュータ利 用 の可 能性 を まだ 十 分 くみ つ くして い な

い。(現 在 の コ ン ピュ ー タ の 能 力 を 十 分 使 え ば,も っ と生 産性 の

向上,合 理 化 に寄 与 で き るは ず だ)と いえ よ う。

そ の原 因(あ るいは 障 壁)と して,技 術 者 の 不 足,利 用 可 能 性 の

知 識不 足,そ れ と汎 用 ソ フ トウエ ア パ ッケ ー ジの 不 足 の3点 が あげ

られ る。

2情 報 処 理 技 術 者 と現 在 の教 育 構 造

現 在,西 独 には 情 報 処 理 技術 者 がtsよ そ10万 太 い る。 そ の 内

訳 は,コ ン ピュ ー タ ユ ー ザ ーに,7万 人,メ ー カ ー に3万 入 で あ

る.そ して 著 し く不 足 して い る菩3

注3;わ が 国 で も,69年 度 末 の 情 報 処理 技 術 者 は,通 商産 業 省

の 情 報 処理 実 態 調 査 に よれば,98,755人 で充 足率79

%と な って お り似 た よ うな状 況 に あ る とい え よ う。

次 に 現 在 の 技 術 者 教 育 構 造 は職 業 上,付 加 的 に 行 な うもの(コ

ン ピュ ー タ ・メー カ ー,大 手 ユ ーザ ー 等 で)が 大 部 分 で あ り,専

門 大 学 で は,情 報 処 理 学 科 を設 け る 努 力 が な され つ つ あ る段階,

ま た,専 門学 校 レベ ル(一 般 の もの,日 本 で い え ば 商業 高校,工

業 高校 か)で は付 加 教 育 が体 系 化 しつ つ あ る状 況 で ある。 そ して
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最 大 の 教 育 機 会 で あ る コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に よる 短 期 コ ー ス

(1～6週 間)に は70年 で コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー の 延75,0

00人 が 参 加 した と 報 告 さ2'て い る が,全 体 か ら 見 て と て も満 足

で き る 状 況 で は な い。

情 報 処 理 技 術 者 の 将 来 需 要 は,78年 で,25～40万 人 と 予

測 さ れ る。 内 訳 は,電 算 機 ユ ー ザ ー に20～33万 人,メ ー カ ー

に5～7万 人 で あ り,ユ ー ザ ー に つ い て は,中 大 型 機1台 あ た り

6.9人 ～9.6人 と す る よ うに,コ ン ピュ ー タ設 置 予 測 か ら 求 め た 。

ま た,メ ー カ ー 要 員 に つ い て は 年 率15%で 成 長 す る も の と し て

算出している転

注4;な お,比 較 の た めわ が 国 の場 合 を つ け加 え る と,さ きに 日

本 情 報 処 理 開 発 セ ン ター が行 な っ た 需要 予 測で は,75年

度 まで 約70万 人 とな って い る。

次 に 情報 処理 技 術 者25～40万 人 を教 育 グル ー プ別 に分 け て

み よ う。 ユ ーザ ー の技 術 者 で は,そ の応 用 分野 の 割合 か ら,経 営

経 済 が ユ ー ザ ー 技 術 者 全 体 の60%,管 理10%で 残 り30%

が科 学,技 術,医 療,教 育等 で あ り,学 歴 レベ ル別 で は,専 門大

学30%,専 門学 校70%で あ る。 また,メ ー カ ーで は,専 門大

学 と専 門 学 校 が50%ず つ,専 門大 学 で は,経 営 経済 と科 学 技 術

が半 分 ず つ,専 門 学 校 で はそ の6割 が ハ ー ドウ エア専 門(保 守,

製 造,開 発 要員 と して),4割 が ソ フ トウエ ア専 門で あ る 必要 が

あ る。

以 上 か ら,78年 の教 育 グル ー プ別総 需 要 は
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66%専 門 学校

60%ソ フ トウ エ ア

6%公 共 行政

12%経 営経 済

12%科 学 ・技 術

30%事 務 員

6%ハ ー ドウエ ア

34%専 門大 学

23%経 営 経 済

11%科 学 技 術

と な る。

3コ ン ピュ ー タteよ び ソ フ トウ エ アの市 場 動 向

西 独 の コ ン ピュ ー タ市 場 は 米 国 系 各社 の覇 権 が 確 立 さ れた 状態

に あ る。 そ れ は 米 国 系 各 社 に は,大 きな 国 内 市場 が あ っ た こと,

巨大 な国 家 プ ロ ジェ ク トの存 在,コ ン ピュ ー タの導 入 を容 易 な ら

しめ る近 代 的経 営 手 法 が 発達 し てい た こ と等 の利 点,さ ら に大 戦

後 の ヨー ロ ッパ の状 況 や,西 独政 府 の 貿 易 自 由化 政 策 が もた ら し

た もの で あ る。67年 か ら始 まっ た第1次 情 報処 理計 画 は,国 内

メー カ ーに 対 す る技 術 的 助成 を通 じ,そ の 地 位 を や 〉高 めは した

もの の,71年 初 頭 で,中 ・大 型機 では,IBMの60%を 含 め,

米 国 系 が80%,西 独 国 内 メ ー カ ーが18%,欧 州 系 が2%と な

っ て いる。 これ に 対 し 国家 的 助 成 計 画を 持 っ て い る 日本,英 国 は

夫 々国 内 メー カ ーが,50%,40%以 上 の シェ ア を もって いる。
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なte小 型 機 につ い ては,西 独 を含 む欧 州 系 が75%を 占め て い る。

(し か も生産 額 の50%を 輸 出 し てい る)。 次 に 西独 ・欧 州 系 メ

ー カー の 発展 可 能 性 を 求 め るた め ,類 似 産業 で あ る電 気 産業 と比

較 して み よ う。 情 報 処 理 装置 の全 世 界市場 で は,西 独 系2.6%,

欧州 系 で&4%し か 占め てな い。 これは 電 気 産 業 の14に 過 ぎ

な い。 また 米 国 と西 独 の最大 企 業(IBMとSiemens)の 情報 処

理 装 置 の 売 上 高 比 は40:1で あ る の に対 し,電 気装 置 では(GE

とSiemens)3:1弱 で あ る。 これ は西 独 ・欧 州 系 メー カーに は

もっ と発 展 す るた め の 余 力 ・能 力 が あ る こと を 示 して い る とい え

よ う。 西 独 ・欧 州 系 メー カー の 市場 占有 率の 低 さ は,政 策 的 観点

か ら も憂 慮 す べ き問題 で あ る。 第1に は,科 学 技術 全 体 や応 用 面

で の工 業,医 療,教 育,行 政 等 に お いて し っ く りい か ない 面 が で

て くる恐 れ が あ る こと。 第2に は 売 上 が 少 な過 ぎる と メー カ ーの

開発 ・生 産 が 困難 とな る ことで あ る。 西 独,欧 州 系 メー カー の 進

出必 要性 と して は,次 の よ うな理 由 が あ る。

① 目的 に 応 じた 市場 供 給(米 国 とは 給 与水 偏 一 レ ンタル 比 の 違

い,企 業規 模 の違 い が あ る こと)

② 生産 財 産業 の 競争 力確 保(プ ラ ン トの販 売,輸 出等 で)

③ 下 部 産 業 育成(材 料:部 品 メ ー カー か ら他 の産業 部 門へ の 影

響 まで)

④ 科 学 者 の便 宜(コ ン ピュ ー タ ・メー カーの 研 究 開発 セ ン タ ー

は 本 拠 地 に 多い。 西独 に あ れ ば,ド イ ツ人 科 学 者 は故 郷 で仕 事

が で きる。)

一49一



西 独 国 内 市場 は 次の よ うに予測 さ れ る。

大 型 機 で は75年 で350百 万DM,7β 年 で420百 万DM

(Diebold社)か ら600百 万DM(Siemens社),中 型 機 で は

75年 で3,000百 万DM,78年 で3,800百 万DM(Siem-

ens社)。

従 っ て,市 場 は 十 分 で あ り,目 標 と して,75年 には25%,80

年 に は最 低30%を 西 独 系 メー カーが 占め る(中 大 型 機 で)と す

る ことは達 成 可能 と見 られ る。

ソ フ トウ エア業 に 眼 を 転 ず る と,こ こで も,米 国 と の差 は非常

に大 きい。 米 国最 大 の ソ フ トウエ ア業 は従 業 員5,000人 売 上1

億 ドル(360百 万DM)以 上 で あ るの に対 し,西 独 最 大 の それ

は,従 業 員200人,売 上10百 万DMに 過 ぎな い。 米 国 の場 合,

国家 プ ロ ジェ ク トが ソ フ トウエ ア業 成 長 に大 き く寄与 して い る。

ソ フ トウ エ ア業 の 業 務 は 次 の3つ に分類 され る。 第1は コ ン ピ

ュー タ ・メー カ ーか ら委 託 さ れ るベ ー シ ック ソ フ トの開 発,第2

は 一 般 ユ ー ザ ー に対 す る コ ンサル ティ ング と個 別 プ ログ ラ ミン グ

サ ー ビス,第3は 汎 用 ソ フ トウエ アの 開発 で あ る。 この 内第3の

汎用 ソ フ トウ エ ア開 発 は,重 複 開発 を 回避 で きること,企 業 内外 の

情報 流 通 を促 進 す る こ と等極 め て重 要 で あ るが,ユ ー ザ ー に提 供

す る以 前 に大 きな 出 費 を要 す る こと,つ ま り リス ク と 高 資本 が 障

壁 とな っ て い る。

米 国系 ソ フ トウエ ア業 は,ソ フ トウ エ ア業 そ の もの が,知 名 度

や大 プ ロジ ェク トの参 加経 歴 が大 き く物 を い う傾 向が あ る上 に,
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財 力 も=豊か で あ り,有 利 であ る。

4コ ン ピュ ー タ ・メ ー カー の企 業 ポ リシ イ

欧州 系 メ ー カー は,年 成 長率20%で 飽 和 状 態 が まだ まだ先 だ

とい う市場 に マ ッチ した ポ リシ イを取 る こ とが 望 まれ る。 だが そ

れ には 多 額 の 資金 が 必 要 で あ る。 コ ン ピュー タ産業 の場 合,研 究

開発 製 造 まで の大 量 出 費 は大 部 分,生 産 開始 前 数年 間に 発 生 す る

の に対 し,レ ン タル収 入 に よって 製 造 ・営 業 の 出費 を補 て んで き

る様 に な る のは 生 産 開始 して か ら数 年 後 とな る か らで あ る。 さ ら

に年 間成 長 率 の 高 さはそ れ に輪 を かけ る ことにな る。

西 独系 メ ー カー の場 合,1企 業 が小 型 機 か ら 大 型 機 ま で 手 が

け る ことは 無 理 で あ ろ う。 西 独 系 メ ー カー の戦 略 は 次 の とお りで

あ る。

①2,3の メ ー カーは,商 用 小 型 機 に 目をつ け た。 これ は.現

在 の 供給 状 況 の穴 場 を見 出 した もの で あ る。 つ ま り,当 初 は 限

定 され た 市場 で あ るが将 来 は大 需要 が見 込 まれ る もの で あ る。

②Siemens社 は売 上増 が期 待 さ れ る 中型 機 を 目標 と し た。

③AEGテ レ フ ン ケ ン社 は,科 学 関 係 の 計算 セ ン タ ー用 の大 型

機 に ね ら い を定 めた。 販 売 コス トが さ く減 で きる と見 た か ら で

あ る。

メ ー カ ーの 戦 略 で は,協 力 もまた 重要 であ る。 た とえ ば,AE

Gテ レフ ンケ ン社 とニ クス ドル フ社 の提 携 交 渉 が行 な われ て お り,

将 来 は大 型 機 か ら 小型 機,タ ー ミナル まで の連 合 販 売 へ 向 うもの
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と期 待 され て い た。 国 際 協 力 も必 要 であ る。 一 歩 一 歩 追 い か け る

ことは 時 間 と資金の 浪 費 だ か らで あ る。 特 に米 国 系 メー カー との

ライ セ ンス 契 約 は重 要で あ る。この 場合,一 方 的 契 約 は短 期 的 手 段

に しか な り得 な い。.長 期 的 には,双 方 向 で行 な うしか ない 。

この た め に も西 独系 メー カー の技 術 的経 済 的 地 位 向上は 肝 要 で

あ る。

また 直接 輸 出 よ り も協力 の方 が よ り よ く外 国 市 場 を開 拓 で き る

もの で あ る。

5こ れ ま で の 振興 政 策 とそ の評 価

1952年 か ら1 .g70年 まで の 間に ・連 邦 政 府 とDFG'(ド

イ ツ学 術 研 究 財団)は 第4表 の よ うに,750百 万DMを 支 出 し

た。1967年 か ら70年 まで で は,569百 万DMで あ り,そ

の60%は 専 門大 学 他 の公 共 機 関 向け とな"っ て お り,40%は 民

間企 業 向 け とな っ て い る。 以下 これ まで の助 成 措 置 の 評価 を して

見 よ う。

まず,専 門大 学 分 野 と情 報 処 理 教育 に つ い ては,DFGの 措置

が,科 学 分 野 の情 報 処 理 装置 利用 や,情 報 処 理 の 研 究 に大 き く貢

献 した が,充 分 と まで は 行 っ て な い。 また 地域 大 型 計 算 セ ンター

は4市 に設 置 され た 。 情 報 工 学 研 究 計画 は,DFGに よって 用 意

され た人 員,物 質 で は 不充 分 で あ る こと か ら,連 邦政 府,州 政 府

共 同 出 資 の 形 で70年 か ら ス ター トした。

次 に 情報 処理 利 用 の 促 進 に つ い てで あ るが,行 政 面 では,第1

次 計 画 の デ モ ンス トレー シ ョ ン プ ロジェ ク トの 実 施 に よ り,政 府
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の 政 治 情報 シス テ ム ・特 許 ・財政 ・金 融 ・ ケル ン,市の情 報 システ ム ・

刑 事 関 係 デ 一 夕バ ジク等 見 るべ き ものが あ った 。 今 後,各 省 庁 の

ものは そ の各 省庁 予 算 に 入 れ,教 育科 学 省 の措置 は,各 省 庁 に ま

たが る もの とか,技 術 的 に重 要 な もの に 限 るも の とす る。 、

医学,教 育 の分 野 で は,自 動 診 断,臨 床,実 験 ・監 視 の 自動 化 ・

CAI,教 育 管理,さ らに 交 通 関 係 の もの が実 施 され た が,こ の

分野 は第2次 計 画セ も大 きな ウエ イ トを 占め る こと とな ろ う。

非 公共 部 門 では,化 学 文 献 デ ー タ バ ンクが促 進 され た。MIS,

開発 一建 設〕青報 シス テ ムは研 究 の 段階 に あ る。

これ ま での 経験 か らい え る こ とは,プ ロジェ ク トの撰 択 が重 要

で あ り,広 い応 用 範 囲 を もつ もの が 望 し い こと,大 型 の プ ロ ジ ェ

ク トで ほ,常 々 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と コ ン トロ ー ル を な お ざ り に 出

来 な い こ とで あ る。

メ ーカ ーの 研 究 開発 助 成 は 著 名 の 科学 者 達の 西 独 独 自 の コン ピ

ュ ー タ,特 に,大 型TSS機 を望 む 声 と.市 場 の バ ラ ンス を図 る

こと を 目的 に 始 め られ た。

第1次 計 画 の 結 果,AEGテ レ フンケ ン社 は,科 学 技術 用 大 型

機TR440を 開 発 し,Siemens社 は,そ の 売 上 高 を65/66

年 の50百 万DMか ら,69/70年 の700百 万DMに 高め た。

又,小 型機の分野では,わ ずかの助成でその名を世界 に とどろかし

め る に 至 っ た 。.

これ まで の助成 の 経 験 か ら,第1に プ ロ ジェ ク トの撰択 で は 市

場 重 要 性 が大 切 で あ る こと,第2に 資金,人 員が 限 られ て い る の
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で,国 際 提携 の 強 化 が 望 まれ る こと,第3に,機 器 交換 のた めの

コ ンパ テ ィ ビ リテ ィを確 保 す べ き こと,そ のた めに 標 準化 の努 力,

調 査 が 望 まれ る こ と(国 際的 に も)で あ る。

皿 第2次 情 報 処 理 振 興 計 画 の 目的

第2次 情 報 処 理 振 興 計 画 の 目的は 次 の4点 に 集 約 され る。 即 ち,

(1)経 営 経 済,科 学技 術 に おけ る合 理 化 と生 産 性 向上

② 公 的 サ ー ビス 部 門 の合 理化,生 産 性 向上

(3)基 幹 技 術 の確 保

(4)コ ン ピュ ー タ市場 を バ ランス の とれ た 競 争状 態 とす る こ と。

(1)の 経 営 経済,科 学 技 術 の合 理化,生 産 性 向上 の た め に は,技 術

者確 保,専 門大 学 の基 礎 研 究 強 化 と計 算 キ ャパ シテ ィ確 保.専 門学

校 レベ ル と情報 処 理 職 業 教 育 セ ン タ ーの拡 充,汎 用 ソ フ トウ エア 開

発促 進,遠 隔情 報 処 理 普及 の た め にデ ー タ伝 送 の拡 張 と広 帯 域 化.

ハ ー ドウ エ ア,ソ フ トウエア の豊 富 な 提 供((4)に よる)コ ンパ テ ィ

ビ リテ ィ強 化 がな され ねば な らな い。

② の公 的 サ ー ビス部 門の 合理 化,生 産 性 向上 は,よ り増 大 す る要

求 を,コ ス トの増 大 な し にや って い くには,必 要 不可 欠 の もの であ

る。 そ の た め には(1)の 諸要 件 の他 に,公 的 サ ー ビス のた めの 特 別教

育,さ ら に教 育,医 療,行 政 の面 で の積 極 的 新 応 用 分 野 開拓 が 必 要

で あ る。

(3)の 基 幹 技 術 の確 保 は,情 報 処理 技 術 が,電 子 工 業 全 体 の ペ ース

メ ー カー とな っ て い る こと.,通 信,制 御,民 生 電 子 工 業,機 械 と
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の 連動 等 そ の 影響 す る所 多大 で あ り,非 常 に重要 で あ る。 そ の た め

に は情 報 処 理 技 術研 究 開 発 促 進,特 に,専 門大 学 の基 礎研 究 で 半 導 体

や 情報 工 学 に重 点 を置 かね ば な らな い。

(4)の コ ン ピュ ー タ市 場 を バ ランス の とれ た競 争状 態 とす る こと の

た めに は,レ ン タ ルに対 す る助 成 の検 討,西 独 系 メー カー の研 究 開

発 促 進 と新 応用 分 野 開拓 へ の 参画,標 準 規 格 の策 定,公 的 部 門 の設

置 強化 とそ の設 置 要 綱 策 定 を しな け れ ば な らな い。

IV専 門大 学領 域 の措 置

ここで は,情 報 工 学 研 究 計 画,計 算 キ ャパシ テ ィの拡 充,経 験 交

流 の促 進 が 中心 で あ る。

1教 育課程

現在,専 門大学 の情報工学課程 には

情報工学士(副 科 目を伴 う)

経営経済学士の情報工学専攻

工学士 の情報工学専攻

情報工学教師課程

の4つ がある。 これ らを拡 充する とともに,他 の課程での情報 工

学教育 も重視し,ゆ くゆ くは義務課 目に もってゆ くべ きである。

2情 報 工 学 研 究 計 画

情 報工 学 とは,プ ロ グ ラ ミン グ,言 語,ア ー キ テク チュ アの科
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ン

学 で あ る。 い い かえ れ ば,マ ン マ シ ンイ ン タフ ェース を含 む情 報

処理 利 用方 法 論 の科 学 で あ る。 これ に は,情 報 処 理 各 種 言語,情

報 処理 シス テ ム,回 路,処 理 方 式,運 転 シス テ ム,情 報 管理 シス

テ ム,プ ロ コン,自 動 設 計 お よび建 設,医 療,教 育,経 営,行 政

の 利用 方 法等13の 分野 が あ る。 情 報 工 学 研究 計 画は 連 邦政 府,

州 政府 の 共 同資金 で70年 か らス ター トした。 現 在8p～100

の研 究 グル ー プが あ る。

第2次 計 画で は,こ れ を20の 専 門大 学 で120～150の 研

究 グル ー プに拡 大 充 実 し,全 体 を 連邦 と州 の合 同委 員会 で 調 整 す

る。 技 術 問題 は 別 途 の 協 議委 員会 を設 け調 整 す る こと とす る。

所 要 資 金 は5カ 年 間 で合 計190百 万DMで あ る。

3専 門 大 学 の計 算 キャ パ シテ ィ拡大 と地域 大 型 計 算 セ ンタ ー

計算 キ ャパ シテ ィ拡 大 計 画 は,各 専 門大 学 が大 型 コ ン ピュ ー タ

を もて る よ うに す る もの で あ る。 米 国 に も類 似 の プ ロ ジェ ク トが

あ るが,そ こで は,既 に ネ ッ トワー ク化 に 努 力 を集 中 して い る状

況 に あ る。 拡 大 計 画 は71年8月 に科 学 委 員会 に諮 問 され て い る。

ここで は所 要 機 能 か ら当 面 の所 要 資金 を求 め てお く。

(1)基 本 機能 として,科 学技 術 関係 の大 規 模 プ ログ ラム が可 能 で

あ る こ と,プ ログ ラ ミング教 育 用 の リモ ー トフ ァ イル を有 す る

こと,会 話 型(学 生 や科 学 技 術 者 の た め の)処 理 が で き.ること,

電 算 機 を使 用 した 講義,図 書 館 自動 化,大 学 諸 管 理 が で きる こ

と。 以 上 の た め には,学 生数5,000人 の 小大 学 で12百 万DM
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の 多重 処理 コン ピュ ー タが,学 生 数3万 人 の 大 学 で は,15

～20百 万DMの 大 型 コン ピュ ー タが2台 必要 で あ る。75年

の 学生 予 測数66万5千 人 か ら して合 計1,000百 万DM必 要

で あ る。

② 開 発,建 設 プ ログ ラム用 とし て の会話 型大 デ ー タベ ー ス,大

プ ログ ラムベ ース に,(1)に 付 加 す る形 で2～4百 万DM.全

部60シ ステ ム と し て計180百 万DM

③ リアル タ イ ム シス テ ム関 係 分 とし て,こ れ は 自然科 学,理 工

学,医 学 のた め の プ ロ コン,サ テ ィ ライ ト,デ ー タ伝 送 関係 の

資金 で あ るが,指 定 利用 者 グ ル ー プ見 合 い分 が1/3増 加 す る

もの とみ な して計180百 万DM。

(4)専 門大 学 病 院 情報 シス テ ム用 とし て.1ヵ 所10百 万DM要

す る ので,6ヵ 所 の 合 計 で60百 万DM。

㈲ 地 域事 情 に よる付 加 額。 分 散 してい る総 合大 学 で は,デ ー タ

伝送 等 の た め に,20%の 付 加 資金 を要 す る。 平 均 で10%と

して,計150百 万DM。

(6)極 大 容 量 計 算 問 題 を処 理 す る た め に,10百 万DMの コン ピ

ュ ー タを5ヵ 所 設 け る 。 そ の ため に計50百 万DM。

以 上 合 計 す る と,50の 多 目的計 算 セ ンタ ー,20の 科 学 技 術 計

算 シス テ ム等 で1975年 には 買 取 価格 で1,650百 万DMの コ

ン ピュ ータ シス テ ム等 を 設置 して いな け れ ば な らな い。71年 現

在,か か る 目的 の コ ン ピュ ー タ設 置 金 額 は800百 万DMで あ る

が,そ の うち,専 門 大 学 分は2/3で あ り,さ らに そ の半 分 は,
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68年 以 前 に設 置 され た もの で あ る。 従 っ て,第2次 計 画 期 間 中

に,新 た に買取 価格 で1,400百 万DMの コ ン ピュ ー タ ・シス テ

ムが,専 門大 学 や地 域 大 型 計 算 セ ン ター に設 置 さ れ ねば な らな い。

この内,地 域大型計 算 セ ン ター に つ い ては 連・邦 政府 か ら165百 万

DM,州 政府 か ら15%,従 っ て,5年 間 で計200百 万DMを

第2次 情 報 処 理 計 画 で見 込 む。一方,専 門大 学 にっ いて は,従 来,

専 門大 学 建設 助 成 法 に基ず く連 邦 政府 資金 とDFGに よる もの の

2本 立 で な され て来 た が,専 門大 学 建設 助成 法 に基 ず く連 邦 政 府

資金 は200～250百 万DM,DFGに よる ものは150百 万

DM程 度 で,と うて い不 足 で あ る。 そ れ を第2次 情 報 処 理 計 画 で

補 な わ ね ば な らな い。 レ ンタ ル 分 もあ るの で,所 要 資金 は,5年

間で,375百 万DMで あ る。

以 上 の 専 門大 学 領 域 に お け る コン ピュ ー タ設 置 の調 整 は,DFG

に よっ てな さ れ る。

4経 験 交 流

専 門大 学教 職 員 は,情 報 工 学,情 報 処理 応 用 の研 究 の た め に,

500～800名 必 要で あ る。 不 足 分 を カバ ー す るた め には,外

国 人 専 門 家 獲得,国 外 ドイ ツ人 専 門家 の 回収,セ ミナ ー等 の講 師 ・

と して 外 国 トッ プ レベ ル の専 門家 を招 く等 の措 置 が 必要 で あ る。

さ ら に専 門大 学教 職 員 の再 教 育(GMDV等 に よる),メ ー カー,

ユ ーザ ー各研 究 所 専 門家 の 定 期 的 教 職 員制 も必要 で あ る。

科 学 的 経験 の 交 流 とし て は,ド イ ツ学 生 交換 会 に よる外 国 留 学,

-58一



情 報 工 学研 究 とGMDVに 客 員 講 師制 度 を 設け る。 以 上 の所 要 資

金 とし て,5年 間 で27.7百 万DMを 見 込 む。

V専 門学 校 レベ ル に お け る情報 処理 教 育

こ こで の主 眼 点 は,メ ー カー に依 存 しな い教 育キャパ シティで ある

情報 処理 職 業 教 育 セ ン タ ーを建 設 す る ことで あ る。

1専 門学 校 レ ベ ルの 情報 処理 教 育 と情報 処 理職 業 教 育 セ ン ター

専 門 学校 レベ ルに おけ る情報 処 理 教 育 は,多 種 の学 校で,プ ロ

グ ラマ_か ら情 報 処 理 専 門 事 務 員,情 報 電 子 技術 工,数 学 。技

術 ア シス タン ト,セ ール ス エ ン ジニ ア まで 多 岐に わた っ て教 育 さ

れ て い る。

この レベル の教 育 で は,新 しい カ リキ ュ ラムが望 ま れ る他,専

門大 学 へ の 門 戸 を 開 くこ と,ま た,他 分 野 の 教 育 課程 で,情 報 処

理 教 育 を義 務 づ け る よ うにす る ことが 必 要 で あ る。

しか しな が ら増大 す る技術 者 養 成のニーズに,よ り合理 的 本格 的

に 対 処 す るには,情 報 処 理 職 業教 育 セ ンタ ー を拡 充 増 設 す る こ と

が最 適 で あ る。 情 報処 理 職 業 教 育 セ ン ターは 情 報 処理 技 術 者教 育

を集 中的 本 格 的 に行 な うもの で,生 徒 数500～600名 収 容 で

き,教 職 員45名 助 手10名 等 が 必 要 で あ る。 現 在 の10の セ ン

タ ーを 全 て600名 収 容 に拡張 し さ ら に20ヵ 所 新 設 す る必要 が

あ る。 これ らの 計画 実施 は連 邦労 働研 究所 が 行 な うが,1セ ン タ

ー設 立 に15～30百 万DM必 要 で あ る。
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2助 成措 置

情報処理職業教 育 センター設立拡充のための助成措置 として,

既存制度 による ものに労働促進法 に基 づ く連邦労働研究所 の措置

があるが資金 が限定 され ている。 そのため第2次 計画 で資金(5

カ年 で162百 万DM)を 用意しなけ ればな らない。

'

3教 職 員 の教 育,再 教 育

情報 処 理 職 業 教 育 セ ン ター には,30セ ンタ ーで,1,000～

1,500名 の教 職員 が 必 要 で あ る。 そ の うち直接,情 報 処 理 に関

係 す る400～700名 につ い ては 専 門大 学卒 業 者 を1～2年 の

コ ース で教 育 す る。

4情 報処理技術者 に対す る影響調査

情報 処理利用に あたってその従業員 に与 える諸 種の影 響につい

ては,こ れまで本格 的に調査 されたことはない 。今後,非 常に重要

な問題になる と見 られるので,調 査の必要が高 い。

5公 共 ・行政 部門従業 員に対する情報処理教 育

公共 ・行政 部門には,情 報処理+管 理行政の専 門能 力者が必要

である。 け だし一般情報処理 技術者 と異 るのは,法 律 に基づ く管

理 行政 である こと,他 省庁 との境 界領 域が複雑で ある ことで あろ

う。 そのための独 自の教育 が必要であ る。 このため共 同教 育機関

が有用であろ う。 そ こでは,統 一 的分析 方法の確立 や.各 種活動
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の集 約 化 も期待 さ れ るの で あ る。 情報 処 理 職業 教 育 セ ンタ ーの よ

うな も の が3～5ヵ 所 必 要 で あ ろ う。

助 成措 置 と して は,公 務員 の 参加 助 成,代 行者 計画 の確 立,さ

らに専 門 学 校 教 員 の教 育,再 教 育,専 門 学 校 費 用 の一 部 負担等 が

考 え られ る。

'Vl情 報 処 理利 用 の 促 進

1情 報 処 理新 分 野 開拓 促 進

新分 野 開拓 促 進 の 目的 は,情 報 処 理導 入 に 際 し生 ず る 諸問 題 を

解決 し,手 法 を 創造 す る こ とに より,情 報 処理 利 用 の 普 及 を図 る

こと,な らび に そ れ に西 独 系 メ ー カーが 加 わ る ことに よっ て そ の

地位 向上 に資 す る こと にあ る。

促 進 す べ き プ ロ ジ ェク トの撰 択 は,他 の シス テ ムに も応用 可 能

な積 分 因子 的 効 果 を も亘 もの で あ り,助 成 後,民 間 独 自で続 行 で

き る プ ロ ジ ェク トとす る。

即 ち,社 会 全 体 に メ リ ッ トある もの,

公 共 サ ー ビス の 向 上 に役 立 つ もの,

潜 在 ユ ーザ ーが大 で あ る もの,

標 準化 が 促 進 され る もの,

更 に進 展 し得 る もの,

一 般 的 に 通 用 す る もの ,

助 成 資金 額 の妥 当 な もの,
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で あ る。 さ らに,モ ジ ュー ル化 し た プ ログ ラム,特 定 ハ ー ドウエ

ア に 拘 束 さ れ な い もの,問 題 向 き言 語 開発,デ ー タ記憶 保 護 開 発

等 を伴 うものが 望 ま しい 。

プ ロ ジ ェ ク ト担 当者 は一 部 を 自らや る こ と,本 質 的 部分 は仕 様

書 を書 いて 下 請 契 約 を 行 な うこ と,パ イ ロ ッ トシス テ ム のテ ス

、 ト,導 入 を 行 うこと,さ らに そ の プ ロ ジ ェク トが実 際 的 要求 に マ

ッチ して い る こと,そ こで 使 われ る手法 が 巾 広 く使 用 可 能 で あ る

こと を証 明す る こ と等 の検 討 責 任 を もた ね ば な らな い。

以 上 の 助成 措 置 を継 続 補 充 す る もの と して,官 公庁 が ユ ーザ ー

とな る公 共 部 門の デ モ ンス トレー シ ョン プ ロジェ ク トも実施 す る。

助 成 の対 象 とな る具 体 的 プ ロジ ェク トは 以 下 の よ うな ものが 考

え られ る。

(1)一 般 情報 処理 関 係

Oデ ー タバ ン ク ソ フ トウエ ア:広 範 囲 に利 用 可能 で,モ ジ ュ ー

ル化 した もの,デ ー タバ ンク ネ ッ トワー クの た め の ソフ トウ

エ ア

Oイ ン テ グ レ ー トさ れ た情 報 シス テ ム

② 教 育 関係

。授 業 と 管理 のた め の情報 処理:電 算機 利用 の 授業 シス テ ム,

教 育 企 画 管 理 の プ ログ ラム開発

(3)医 学 関係

O病 院 管 理,重 症 患者 監 視 シス テ ム

o医 療 診 断:ネ ッ トワー ク化 し た シス テ ム.診 断 一決 定 プ ログ
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ラム。

O医 学 的測 定 値 の 評 価 と治 療 シス テ ム。

(4)開 発 ・建設 関係

O開 発 一生 産 まで の一 貫 シス テ ム。

㈲ プ ロセ ス コ ン トロー ル 関係

。プ ロコ ンに よる 自動 化 シ ス テ ム:一 般 の もの か ら.運 輸,エ

ネ ル ギ イ配分,実 験 室 自動 化 まで。
注5

所要 資金 と して,5カ 年 間 で479百 万DMが 必要 で あ る。

注5;本 資 料 に は 資金 的 な 助成 方法(補 助金 か.融 資 か,並 び

に そ れ らの 条 件)が 記 され てい な いが,教 育 科学 省 の 措

置 な の で 補 助 金 と 見 られ る。

2汎 用 ソ フ トウ エ アの 開発 促 進'

汎 用 ソ フ トウエ ア 開発 促 進 の 目的 は,情 報処 理 ユ ー ザ ーの合 理

化,西 独 系 ソ フ トウエ ア業 者 の競 争 力改 善.ユ ーザ ーへ の ソ フ ト

ウ エ ア供 給確 保,情 報 処 理 の 普 及 促 進に あ る。

汎 用 ソフ トウエ ア に は,デ ー タ管 理 システ ム,コ ン ピュ ー タ グ

ラフ ィ ック ソ フ ト等 ユ ニ バ ー サ ル に汎 用 な も の と・植 字 機 械 の

自動制 御,賃 金 協 約 に基 づ く総 額 賃 金 算 出 等部 分 的に 汎 用 な も

の が ある。

助 成 措置 は,開 発 コス トを 助成 金 で援 助 す る ことに よ り.リ ス

ク と事前 資金 を連 邦 政 府 が 負担 して ソフ トウエ ア業 強化 を 図 ろ う

とす る もの で あ り,ユ 」 ザ ー団 体,ソ フ トウエ ア業 団体 が,経 済
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財 務省 へ 申請 し,中 立 専 門家 に よる選 別 が行 な われ,開 発 した プ

ログ ラムは 適 当 な 費用 負 担(他 の 調査 資料 では60%)で プ ロ ジ

ェク ト担 当者 へ 渡 す方 式 を と る。

所 要 資 金 は,5年 間で,79百 万DMで あ る。

～

㌔t

3そ の他 の措置(第2次 情報処理振興計画枠外)

第2次 情報処理振興 計画の枠外 では あるが。その 目的 に合 致 し,

ノ情報処理 利用の促進 に資す るものに デ ー タ伝 送 網拡 充 計 画,各

省 庁の行政情報 システ ム計画,中 小企業対策等があ る。 ここでは

その 内主要な ものについて記そ う。

(1)デ ータ伝送網拡充計画

コン ピュータ ・システムと通 信回線 の結合 に よる遠 隔情報処

ら エ

理 は,多 数 利 用者 に大 型 機 の 能 力 を 提供 す る もの として 重要 で

あ る。 西 独 は この 面 で は,欧 州 第 一 位 では ない。(リ モ ー トタ

ー ミチ ル数 で は 英 国 ,仏 国 に劣 る)

現 在 の デー タ伝 送 サ ー ビス(別 章 参 照)に 加 えて 西独 連 邦 郵

政 省 が 計 画 して い る デ ー タ伝 送計 画 に は,公 衆 電 話 網 を利 用 す

る2,400bits/sデ ー タ伝 送 とEDS網(ANewElectr(】r'

icDataSwitchingSystemforDataComサmnication)

計 画 が あ る。EDS網 は,9,600bits/sか ら48kbits/s

ま で 新 に伝送 し,ま た,既 存 の テ レ ック ス,ダ テ ックス.専 用

線 サ ー ビス を統 合 し て合理 化 を 図 り.各 加入 者 に ク ラス別 サ ー

ビス や特 殊 サ ー ビス を行 な うもの で 本格 的 デ ー タ伝 送 交換 網 で
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あ る。 サ ー ビス は,72年 か ら開 始 予定 で,5年 間 に400百

万DM投 入 の予 定 で あ る。 この他,郵 政 省は,将 来 の デ ー タ伝 送

へ の 要求 を 直接 認 識 し,ま た遠 隔 情 報 処 理 利用 を促 進 す る た め

に,遠 隔 情報 処 理 サ ー ビス業DDG(DeutschenDatel

GmbHf血rDaterverhverarbeitung)社 に 資本 参 加 した 。

また,将 来 の デ ー タ伝 送 の研 究 と して,デ ィ ジタ ル統 合 網,

48kbits/sベ ー スバ ン ド伝 送 実験,ミ リ波,レ ーザ ー等 の

研 究 が な さ れ てい る。

② 各省庁 の行 政 情 報 シス テ ム計 画

各 省 庁 が 計 画 し,ま た は 着 手 しつ つ あ る デ ー タバ ンク'あ

る いは 情報 シス テ ムには`次 の よ うな もの があ る。 即 ち,議 会

関係 資料 デ ー タバ ン ク,政 治情 報 デー タ バ ン ク,社 会 デ ー タ バ

ン ク,バ イ オ メデ ィカル デ ー タバ ンク,交 通 デ ー タバ ンク,特

許 情報 シス テ ム,法 律 関係 情報 システ ム.統 計 デ ー タバ ン ク,

農 業経 済情 報 シス テ ム等。 こ の他 に防 衛 関係 の情 報 処 理 が あ る

が,そ こで は,非 軍 事 利 用 の シス テ ム 開発 も行 な われ て い る。

この他,行 政 関係 情 報 処 理 にお いては コ ンサル テ ィ ング機 関 や

調 整 委 員会 の設 立,プ ログ ラム 開発 や計 算 キ ャパ シテ ィ利 用 の

協 力 方 法,買 取 リー レン タル の決 定 原 則,各 省 庁 デ ー タバ ンク

と情報 シス テ ム の ネ ッ トワー ク化,情 報 処 理導 入 のた め の 前 提

諸 条 件 の 整備 等 の調 査,研 究 が 行 な われ つつ あ る。
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Wバ ランス の と れ た競 争 状 況 へ

一 西 独 系 コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ーへ の 助成 一

西 独 の コ ン ピュー タ市 場 の米 系 メ ー カ ー 占有 率80%と い う著 し

い 不均 衡 を是 正 す るた め に,第2次 情 報 処 理 振 興 計 画 では西 独 系 メ

ー カ ーに 対 し,レ ン タル 資金 援 助 の 検討,コ ンパ テ ィ ビ リテ ィ推 進.

、・公 共部 門 調 達 綱領 作 成,電 算 機 研 究 開 発 の助 成 と い った 国家 的助 成

を行 な う。

1レ ン タル 資金 融 資 の 検討

西 独 系 コ ン ピュ ー タ ・メ ー カー は,71年 か ら75年 まで の5

年 間の 売 上 高 が5,500百 万DMか ら10・OoO百 万DMに な る

と予測 され る ので レ ン タル の た め の融 資 資 金 需 要 は2,500百 万

DMか ら4,500百 万DMと な ろ う。 さ らに レン タル バ ック に よ

る 負担 も あ る。 この た め西 独 系 メー カー は ク レ ジ ッ ト機 関 と共 同

で レン タル会社 設 立 の 意図 を もっ て い る。 レ ン タル会 社 は 当 初 に

資金 的 な危 機 が あ る。 連 邦政 府 は これ に対 し,保 証 す る必 要 が あ

るか ど うか検 討 中 で あ る。

2コ ン パ テ ィ ビ リテ ィの推 進

コ ンパ テ ィ ビ リテ ィ の確保 は,コ ン ピュ ー タ利 用 者 に とって は

最 適 の 機 器 お よび ソ フ トの構成 の シス テ ムを 獲得 で きる こ と,一

部 変 更 も 容 易 な こ と か ら 大 きな メ リッ トが あ る し,ま た後 発 の

市場 占有 率 の低 い メーカ ーに も道 を与 え る もの で あ る。 しか し な
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が ら,大 きな 市 場 占有 率 を 占 め る メー カ ーは 規 格 化 に 消極 的 で あ

り,ISOの 活 動 も範 囲 が 限 られ て い る状 況 に あ る。 このた め さ

し あた っ て は,公 共 分 野 に おけ る コンパ テ イ ビ リテ イの 綱 領 を 作

るべ く漣 邦,州,地 方 自 治 体 な .らびに外 国 官 庁 との 相互 理 解

研 究 促 進 を図 る こと とす る。

3貿 易 政 策 と公共 部 門の 調 達

コ ン ピュ ー タ の貿 易 に つ いて は,自 ・由貿 易 政 策,貿 易制 限 排 除

を 正 当 と考 え る。 この点 は 特 に制 限 国 との交 渉 に適 用 す る も の と

す る。 公 共 部 門 の調 達 につ い て は,内 務 省 の 調 整 コ ン サル タ ン

ト部 署が調 達網 領 を作 る予 定 で あ る。 そ の 骨 子 は.入 札 にお い て

は必 ず 欧 州 系 メ ー カ ー を入 れ る こと,コ ス ト ー パー フ ォー マ ン

ス が 同程 度 な ら,欧 州 系 に適 切 に機 会 を与 え る こと,汎 用 ソ フ ト

ウエ アの利 用 を 図 る こ との3点 で あ る。

4産 業 レベル の 研 究

専 門 大 学 やGMDV等 の 研 究 と並 ん で 産 業 レ ベ ル の 研 究

も重要 で ある。 そ れ には,回 路,メ モ リ技術,製 造 自動 化,計 算

機 ア ー キ テ クチ ュ ア,マ ンマ シ ン イ ンタ ラク シ ョン,各 種 言 語 の

研 究 等 が あ る。 助 成 対 象 プ ロジ ェ ク トの選 択,実 施 コ ン トロール

方法 は 次項(5)に あ る未 来 指 向機 種 開発助 成 と同様 で あ り,50%

の補 助金 で あ る。 資金 もそ の 中 に入 って い る。
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官

5コ ン ピュ ー タ研 究 開発 の助 成

コ ン ピュ ー タの 開発,製 造 は,そ の 売 上 高 に対 す る研 究 開 発 コス

ス トが 著 し く高 い の が 特 徴 で あ り,助 成 の 必要 性 もそ こに あ る。

助 成 基 準 は2章 の 目的 に合 致 してい る こと,即 ち,

情 報 処 理 普 及 に寄 与 す る こ と

国 際的 技 術 水 準 を 越 え て い る こと

著 しい コ ス ト ー パ ー フォー マ ンス の改 善

遠 隔i共 同利 用,高 度 シス テ ムに 適 した もの

広 い利 用範 囲,容 易 な 利用 を可 とす る もの

基 幹 技術 と して 技術 的新 レさが あ り,他 分野 へ の応 用 性 も大 で

あ る ごと

市場 占有 率 の拡 大 が 予測 され る こと

で あ る。 プ ロ ジェ ク トの コ ン トロー ルは 予 め,市 場 予測,時 間 コ

ス ト計 画 を提 出 させ,ま た 定 期 的 に報 告 させ る こと に よ って 行 な

う。 失 敗 した ら助 成 を 中止 す る。

未 来 指 向機 種 開発 助 成 は,50%補 助金 方式 で,長i期 契 約 の 形

で行 な う。

対 象 プ ロジ ェ ク トと し て は,大 型 コ ン ピュ ー タ開 発 で は,AEG

テ レ フ ン ケン社 の,

TR440(科 学,公 共 デ ー タバ ンク用)の 拡充 強化

TR550(,70年 代後 半 の大 型機)の 研 究 開発

が あ る。 な お,国 家 ベ ース の超大 型 機 開発 は,市 場 が 小 さい の で

行 な わな い。
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中 小 型 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ,プ ロ セ ス ・コ ン ピュ ー タ 開 発 で は,

Siemens社 の 助 成 継 続 分 と し て

NSF1(㌔1㌶ 篇 遮
装置の拡撰 充

NSF2(プ ロセ ス用)の 拡充 強 化

蕊;;憩 ∵ 欝 ㍍ll頴 の開発
ニ クス ドル フ社 の

中小 型機 ファ ミリー シ リーズ の 開 発

(N-900の 継続 開 発 が 主 眼)

が あ る。 この補 助金 は,5カ 年 間 の 総額 で517.4百 万DM必 要

で あ る。

この他 に連 邦経 済 財 務 省 が 行'な う市 場 近 接 型 機 種 開 発 助 成 が

あ る。 これ は,メ ー カー(ソ フ トを 含 む)の 競 争 力 向上 を 目的 に,

所要 資金 の25%(場 合 に よっ ては35%ま で)を 融資 す る もの

で,一 年 契 約 。 開発 に成 功 した ら返 却 す る ことにな っ て い る。 対

.象プ ロ ジ ェク トと し ては,短 期 の研 究 開発 資金 で あ り,CPU,

周辺 装 置 の ハ ー ドウエ アやOSの み な らず アプ リケ ー シ ョ・ン プ ロ

グ ラム も含 まれ て い る。 この た めの 資金 と して5カ 年 間合 計188

百 万DMが 見 込 まれ て い る。

皿 特 別 計 画

特 別 計 画 には,DRZ(ド イ ツ計 算 セ ン ター)を 含 め てGMDV

－69一



(数 理 ・デ ー タ研 究所),原 子 力 関 係情 報 処理 助 成等 第2次 情 報処

理振 興計 画 に含 まれ る も の と,DFG(ド イソ学術 研 究 財 団)の 措

置,カ ルル ス ル ー 工 原子 力研 究所 の情 報 処 理 部 門 研 究所 の よ うに 目

的は 同 じだ が,第2次 計 画 の枠 外 の もの が あ る。 以 下GMDVを 中

心 に 計 画 の概 要 を 記 す。

1GMDV(数 理 デ ー タ研 究 所)

GMDVは,公 共 分野 の情 報 処 理 利 用 の 開拓 と改 善,生 産 性 向

上 を もた らす抜 本 的調 査 を実 施 し メ ー カ ー等 ヘ イ ンパ ク トを与 え

る こ と,お よびDFGへ の協 力 を 目的 に,68年 設 立 され た 有 限

会 社 で,連 邦政 府90%,州 政 府10%の 出 資 とな って い る。 定

か ん に定 め る業 務 は,教 育,研 究,科 学 的情報 処 理装 置 の 運 転.

助 言 とな っ て む り,実 際 の業 務 は,基 礎 ・応 用 研 究,実 プ ロ ジ ェ

ク ト作 業,教 育 を密 接 に連 結 しな が ら実 施 して い る。 いわ ば.産

業 レベ ルの 研 究 開 発 と,専 門大 学 領 域 で の 研 究 の 中 間 地 帯 を 集

中 的継 続 的 に実 施 して い る と い え る。

基礎 ・応 用 研 究 で は,た とえ ば,デ ー タ構 造 と アク セス 方法,

ソ フ トウエア作 成 の 自動 化 方 式,数 学 モ デ ル の作 成 等 を行 な っ て

い る。

実 プ ロジ ェク ト作 業 で は,公 共 分野 情 報 処 理 の 目標 設 定 の協 力

や 装置 調 達 での 助 言,政 府 助成 プ ロ ジ ェク トの検 討,規 格 化 の協

力 や,シ ステ ム評 価 の た めの 技 術 的 尺 度 開 発,新 ハ ー ドウエ ア,

ソ フ トウエ アの 開発 検 討,プ ログ ラム言 語 開発 協 力等 が あ る。
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教 育 で は,公 共 関係 情 報 処 理 専 門員 の 教 育,講 師 と して 国 際 的

トッ プ レベ ルの人 を招 く場 合 を含 め て,専 門大 学 教 員 や卒 業者 の

教 育,あ る いは,カ リキ ュ ラム作成 の協 力等 が あ る。

この 他 に,国 際 的な 交 流 や広 報 活 動(結 果 の 一 般 公 表)も 行 な

って い る。

GMDVの 予 算 と して,5年 間合 計226.7百 万DM計 上 し て

い る。

2DRZ(ド イ ツ計 算 セ ン ター)

DRZは 中央 の大 型 計 算 セ ン ターと して,研 究,教 育 を 目的 に.

61年 設 立 さ れ た もの で あ る。 し か しな が ら,情 報 処理 の普 及 に

より存 在 の意 味 が な くな っ た。 このた め,72年 か らは,遠 隔 情

報 処理 利 用 セ ンタ ー として,GMDVの 外 部 部署 とし て組 み入 れ

る こと とす る。 そ こで は,コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワーク の シス テ

ム問 題 研究,科 学 用遠 隔情 報 処 理 シス テ ムの試 運 転 等 が行 な われ

る。

3原 子 力関 係 情 報 処 理 助 成

これ は,原 子 力装 置 の制 御 用 情 報 処理 シ ス テ ムを対 象 に.67

年 か ら助成 し て い る もので あ る。5年 間で9.7百 万DM計 上 され

て い る。
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4DFG(ド イ ツ学 術 研 究 財 団)の 助成 措 置

DFGの 情 報 処理 関係 助 成 措置 と して は,3-(3)に 記 した専 門

大 学 計 算 キ ャパ シテ ィ拡 大 助成 措置(5年 間で150百 万DM)

の 他 に,情 報 処 理 重 点 計 画 と し て

デ ィ ジタル ・デ ー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョ ン シス テ ム の研 究(5

年 間7百 万DM)

半 導 体技 術 の研 究(5年 間10百 万DM)

また,特 別研 究 領 域 と して ミュ ンヘ ン グル ー プ に対 す る

コ ン ピュ ー タ言 語 の研 究(5年 間10百 万DM)
◆

が 計上 さ れ て い る。

5カ ルル ス ル ー 工原 子 力 研究 所 の情報 処 理 技 術 研 究所 の 計画

こ こ で は,技 術 プ ロセ スに おけ る計測,操 作,制 御 の コ ン ピュ

ー タ 利用 に つ い て の研 究 を行 な っ て い る。5年 間 の 予算 は,23

百 万DMで あ る。

区 国 際 協 力

こ こで はEC(ヨ ー ロ ッパ共 同体)内 の協 力 の可 能 性 と,そ の他

の諸 機 関 の 活 動 状 況 を 記す。

1EC(ヨ ー ロ ッパ共 同体)

EC内 の 協 力 に つ い て は,西 独 政府 が 過 去 再 三 に わた って,協

力 強化 を 呼 び かけ て い る に もかか わ らず,調 整 不 足 で,実 効 的効
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果 を あ げ て い な い。 西 独 政 府 は 今 後 も,西 独 調 整 方式 を提案 す る

予 定 で あ る。

協 力 の 可 能 性 あ る もの と しては,EC6カ 国 以 外 の 国 も参 加 す

る もの とし て は,

パ イ ロ ッ トデ ー タ伝 送 ネ ッ トワー クの建設(研 究所 相 互 の ネ ッ

トワー ク化)

ソ フ トウ エ ア に関 す る ヨー ロッパ情報 セ ンタ ーの 設 立

ヨー ロ ッパ系 メー カ ーで の コ ンパテ イ ビ リテ ィ確 立

が あ る。 ま たEC6カ 国 内 で の活動 としては,可 能性 あ る も の と

して,

情報工学分野 の教 育:専 門大学教 員の再教 育等。

重症患者 の監視 システ ムでの研究 開発調整,研 究者交換。

がある。

2そ の他 の 機 関'

欧 州 会 議 で は 見法 律 デ ー タバ ンクの 調整 と コ ンパ テ ィ ビ リテ イ

確保 の委 員会 を設 立 した。

OECDで は,情 報 処理 利 用 専 門 家 グル ー プ が 設立 され て い る。

また,国 際 ソ フ トウ エ ア技 術 研 究所 の設立 が期 待 され て い る。

これ は 欧 州 に米 国,カ ナ ダが 参 加 す る もので,主 と して ソ フ トウ

エ ア の モ ジュ ー ル化 方 式,変 換 適応 方 式 を 開発 す る こ と を 目的 と

して い る。

この他 行政,管 理 に お け る情 報 処 理利 用 の 調 整 部 門 の会 議 で あ
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るICA(IntergovernmentalCouncilforantomatic

Dataprocessing),や 非 国 家 的 国 際 機 構 と し て のISO

(TC/97tジ ュ ネ ー ブ),IFIP(ロ ン ド ン)へ の 協 力 も

あ る。

2国 間 協 力 で は,米 国 一 西 独 間 で の 情 報 工 学 老 留 学 制 度 と 客 員

講 師 制 度,マ サ チ ユ ウ セ ッ ツ技 術 研 究 所 と ベ ル リ ン工 科 大 学 の 協

力,ま たGMDVの 自動 情 報 研 究 協 会(パ リ)やNPL(National

PhysicalLaboratory,ロ ン ドン)と の 経 験 交 流 も期 待 さ れ る。

X第2次 情報 処理振興 計画 の所要資金 と管轄

第5表 は第2次 情報 処理振興 計画資金 と所管部署 を示す一覧表で

ある。 第6表 はその枠外 の諸計画である。
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第1表 西独第2次 情報処理振興計画(71～75) 百万DM(÷ 億 円)

項 目
参 考
(第1次)
67～70年

第2次

(71～
75年)

備 考

第

二

次

情

報

処

理

振

興

計

画

専門大 学領域 のぞ ち(by教 育科学者)

情報工学研究計 画

※地域大型計算 センター

専門大学計算 キャパ シテ ィの拡張

経 験 交 流

小 計

5.4

37

0.6

43

190

165.2

375

27.7

757.9

1970か ら 連 邦 政府 と州 政府 共 同

1968か ら 〃 〃

1972か ら レ ン タ ル 含 む

1967か ら

※情報処理職業教 育センター(by教 育科 学省)

(計30セ ン ター)

情報 処 理 利用 促 進

※情報 処 理新 分 野 開拓(by教 育科 学 省)

※汎 用 ソ フウエ ァ開発(by経 済 財 務省)

小 計

4

54

3

57

162

479

79

558

1967か ら 連邦労働研究所の計画

F

1967か ら(補 助金 か)

政府 資金 で開発 し,結
1970か ら 果 を適当 な負担で買 い

取 らせる

電算機 メーカーの研究開発 助成

未来指向機種研究 開発(by教 育科学省)

※市場進接機種開発(by経 済財 務省)

小 計

128

87

215

517.4

188

705.4

1967か ら50%補 助 金

1967か ら25～35%融 資

特別計画(by教 育科学省)

※GMDV(DRZを 含 む)

※原子力関係情報処理

小 計

37

5

24

230.5

9.7

240.2

1967か ら

1960か ら

合 計 361 2,423.5

計

画

外

専門大学建設助成法による貯 『大学情報処理装置

DFGの 措置

専門大学領域の情報処理装置

その他特別研究

原子 力研究所 の情報処理部門研究所

中小企業 対策等

超防衛情報処理の意味 を もつ研究開発

デー タ伝送(by郵 政省)

経済 ・財務省 内の情報処理 システム

小 計

24

100

85

15

19

-

57

n.a

8

208

200～250

177

150

27

23

10

85

400

(別 湯 上)

905～955

1968か ら 教 育 ●科 学省

1952か ら 一

1960か ら 教 育 ・科 学者

経 済 ・財 務省

1963か ら 防 衛 省

EDS網 は72年 か らサービス

1961か ら 経済 ・財 務省

総 合 計 569
3,328.5

～3β78 .5

'

※ 印 第1次 の と きは 計 画 外 で あ った。





第2表-西 独 におけ る電子計算機 一 現状 と将来 予測

台 数
設置

型 金額

別

1971年 初 の実績 碧輪 ・2:2il㌫鴎 剛) 型 別 区 分

買 取 金 額

(百万DM)
台 数

設 置 金 額
(百万DM) 台 数

設置金額
(百万DM)

大 型 機 60 700
150(助 ～

280{S)

2,0000～

3,500(S)
8以 上

中 、型 機

(プ ロコン含む)
8β00 9,?00

21,800(S)～

24,450(動

18,000⑪ ～

24500({∋
0.2～8

小 型 機 13,500 L2GO
70,000～

100,000働

?000～

10,000(助
0041～0.2

合 計 21,900 11,600
92,000～

125,000

27.000～

38,000

一

第3表 主要国に おける電子計 算機普及状況 と将来予測

(年 間 レンタル料/GNP)

普及状況と 電子計算機年間レンタル料/GNP(1/1000)
予測

国 別 1968年 末 19?0年 末 19W5年 末 1980年 末

西 独 2.4 3.6 ?.3 9.8

フ ラ ン ス 2.0 3.2 ?.2 10.0

イ タ リ ア L8 2.5 5.2 8.0

ベ ネ ル ック ス 2.4 3.8 8.1 10.4

EC平 均 2.2 3.3 6.9 9.6

英 国 2.5 3.9 8.1 10.3

米 国 5.9 7.7 10.3 1LO

注1.上 表 はSORIS.Turm社 の 調 査 に よ 為

注2.日 本 に つ い て19?0年 で2.7と し て い る 。
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第4表 これ ま で の助 成 そ ち(連 邦政 府, DFG・)

(100万DM)
'

1966 1967

ま で ～70

1952～0

1966

01957

DFG重 点計画(計 算装置関係)
.'

DFgG,情 報処理装置調達計画(専 門大学領域)

21

115 85

01960

ダ

DRZ(ド イツ計算センター) 6 4

01960 、 原子力関係情報処理装置(研 究所) 16 19

oユ961 経 済 ・財務省の税率設定 ・調査 方式 の自動 化,イ ンテグ
シー ト化 の開発

10 8φ

01963 超防衛の意味をもつ連邦防衛省の情報処理研究開発 11 5?

01966 DFG重 点計画(情 報処理) 0.5 7

01967 連邦教育 ・科学者による原子力関係の情報処理の助成 5

01967 ρ 〃 第1次 情報の処理振興計画 '

162

(内 訳)a)メ ーカー系研究開発促進(未 来指向機種) (128)
〆

'b)情 報処理利用助成
(28)

c、 科学的情報交換,情 報工学研究計画(19?0か ら) (6)

01967 連邦教育 〔科学者にょるメーカー系市場髄 機種開発城 113

(内 訳)a)機 器 ・システムプ ログ ラム (87)
〆

A

b)利 用 者プログ ラム㌧ (26)

01967 連邦労働研究所による中 情報処理教育助成
(情 報処理 ・職業教育センター)

4

s

01967' GMDV・ 33

01968 地域大型計算センター 37

ol968 馴博識㌣ター=㊥ 鍋 墨欝 促) 24

01969 DFG半 導体技術重点計画 3

01969 DFG特 別 研究領域(,情 報 処理,オ ートメ→!ヨン) 5

0197'0 連邦経済 ・財務省による汎用ソフトウエア開発助成 3

1967～1970合 計 180 569

1952～1966〃 749

これ まで の総 計
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第5表 第2次 情報 処 理 .Et画 資金

資 金
計 画 所管部署

71 72 73 749 75 計

専門大学領域における措置 連邦教育
科 学 者

情報工学研究計画 13 27 40 5q 60 190

地域大型計算センター 30.2 30 35 35 35 165.2

専門大学計算キャパシテ
ィの拡張

一 15 60 115 185 3?5

経験交流 3 43 6 6.6 7.8 277

小 計 46.2 ?6.3 141 20旦6 282.8 757.9

情報処理職業教育センター 同 上 一 7 20 60 75 162
'

情報処理利用助成

新利用の開拓 同 上 49 87 105 116 122 ・479

汎用ソフ トウエア開 発
連邦経済
財 務 省

14
⇒

噛15
15 15 20 79

小 計 63 102 120 131 142 558

メ ー カー研 究及び 開発

未来指向機種研究開発 連邦教育
科 学 省

116 113 117.9 93 7?.5 512.4

市場近接機種開発
連邦経済
財 務 省

47 28 33 35 45 188

小 計 163 141 1509 128 122.5 705.4

特別計画
連邦教育
科 学 者'

GMDV 21.1 32.7 523 5『76 63 226.7

独 計 算 セ ン タ ー , 0.6 3.2 一 一 _' 3.8

原子力関係情報処理 4.2 3.8 1.7 一 一
9.7

小 計 25.9 39.7 54 57.6 63 240.2

総 計 298.1 366.0 485.9 583.2 690.3 2423.5
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第6表 第2次 情報処理振興計画枠外 の資金予測

(第2次DVの 目標 に必要 な)

。専門大学建設助成法 による専 門大学情報処理装置

O原 子 力研究所情報処理研 究所

(以 上教育科学者)

O中 小企業対策 。工 作関係

(以 上経 済財 務省)

蛤 鍋 衛儲 処理の鰍 をもつR&D
(以 上 防 衛 省)

oデ ー タ伝 送(TelexDataxの 改装)

('以 上 郵 政 省)

,o鯛 大学分野の儲 処聾 置(こ れまでの継続)

。DigitalDataTransmission重 点 計 画

。半 導 体 技 術

'Oミ ュ ンヘ ン特 別研 究(電 子 計 算装 置)

(以 上DFG)

200～250

23
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新 デ ー タ ー 網 の 形 成

.
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1各 国 の新 デ ー タ網

遠隔 情 報 処 理 に必 要 な デ ー タ伝 送 は,わ が国 では これ まで専 ら専

'用 回線 で な さ れ て きた
。 よ うや く昨 年5月 に成 立 した 公 衆 電気 通 信

法 の一 部改 正 に よ り,加 入 電話 網,加 入 電信 網 と いっ た 公 衆通 信 網

も近 くデ ー タ伝送 に使 え る ことと な った と ころ で あ る。 しか しな が

ら,こ の よ うな 網 は,基 本 的には,音 声 とい うアナ ログ量 を伝送 す る

た めに設 計 され た もの で あ り,従 っ て,デ ータ伝 送 に使 う場 合は,

誤 り率,伝 送速 設,接 続 復 旧時 間 といっ た 点 で制 約 が大 で あ り,ま

た 専用 回線 の場 合 は,長 時 間使 用 す るの で な け れ ば料 金 が高 す ぎる,

あ るいは,不 特 定 多数 の人 々とデ ー タ伝 送 が で きな い ことか ら,デ

ー タ伝送 の た め の新 デ ー タ網 の 必要 性が 主 と して ユ ーザ ーの 立場 か

らさけ ば れ て い た。 以上 に対 し通 信 回線 を提 供 す る側,す なわ ち諸

外 国の通 信 会 社 や各 国 郵政 省 当局 に は大 別 して二 つの 考 え方 が あ る

とい われ て い た。 ひ とつ は,ユ ー ザ ーの要 望 に こた え て早 期 に 新 デ

ー タ網 を作 成 し よ うと い うもの ,他 の ひ とつ は主 と して コ ス トの 面

か ら,当 分 高 速 デ ー タ伝 送 は専 用 回 線 で,低 速 の もの は公 衆 網 の 改

良 でサ ー ビス し,将 来,蓄 積交 換 機 能 を もっ た コ ン ピュ ータを 中心

に,デ ー タ網 の み な らず,ビ デ オ網 や 電話 網 も含 め た 総合 網 を建 設

し よ うとい うも ので あ る。 今 回の 調 査 の主 要 な項 目のひ とつ は,こ

の よ うな 新 デ ー タ網 に対 す る各 国郵 政 当局 の動 向如 何 を調 べ る こと

に あ った6こ の面 で の最 先 進 国 で あ る米 国 は わ が 国 と異 り,通 信 を
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提供 す る も の は,FCCの 規 制 下 に あ る とは い え,民 営 制度 を とっ

てお り,ATTを 始 め ウエス タ ンユニ オ ン,.デ ー トラ ン,MCI等

各社 は,そ れ ぞ れ 独 自の新 デ ー タ網 構想 を発 表 し,競 争 して,サ ー

ビス を 開始 しつ つ あ る ことは周 知 の事 実 で あ る。 で は,わ が 国 と同

じよ うな 通 信制 度 を もつ ヨー ロ ッパ各 国 は ど うで あ ろ うか。 結 論 か

ら言 えば,今 回訪 問 した3国(英 国,仏 国,西 独)と もそ の方 法 は

別 々で あ るが,非 常 に 真剣 に 積極 的 に,新 デ ー タ網 に取 り組 ん で お

り,新 デ ー タ網 の 建 設 は 世 界 の潮 流 で あ る との 印 象 を深 くす る もの

で あっ た。 以 下,各 国別 に そ の動 向 の あ らま し を述 べ る。

1英 国 の 動 向

英 国 で 最 初 に新 デ ー タ網 の提 唱 を した のは,英 国 国立 物 理 研 究

所 で あ る。 そ れ は パ ケ ッ ト交換 網 とい われ るも の で,会 話 型TS

Sと か,情 報 案 内 システ ムの よ うに,1通 信 の デ ー タ量 は小 さ い

が,そ れ が 多 数 の端 末 か ら回数 多 く発 生 す る よ うな 場合,そ れ ら

を蓄 積 機 能 を 有 す る 交換 機 で まとめ て 「パ ケ ッ ト」 と し,2MB

/S程 度 の 高速 伝 送 路 で効 率 良 く伝 送 し よ うとい うユ ニ ークな も

ので あ った。 英 国 郵 政 公 社 では,68年,コ ンサ ル タ ン ト兼 情 報

処 理 サ ー ビス業 で あ る 「SCICON」 社 にデ ー タ伝 送 の83年

まで の15年 間の 需 要 予 測 を調査 委 託 す る と と もに,コ ン ピュ ー

タ ・メ ー カーICL社 等3社 とデ ー タ伝 送 の 需 要 を満 たす新 デ ー

タ搬 して の パ わ ト型 網 ・回 線交 換 融 よび カ ス タ マ ーに とっ

て望 し い イ ンタ フェ ー ス や手 続 きにつ い て共 同研 究 を開 始 した 。
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φ

ScLCoN社 の 需要 予 測 結果 は,200bits/s以 下 の 低 速

回線 の 需要 が15年 後vak・ いて も優 勢 で あ る としな が ら も,20

0bits/sか ら10kbits/sの 需 要 は予想 以 上 に大 き く,10

kbits/sま で か,あ る いは,そ の少 し上 まで を 対象 と した 新 デ

ー タ網 の 必要 性 は 高 い として い る。 この 結 果 に基 き,郵 政公 社 は,

当面,現 在 の デ ー テ ルサ ー ビスの 改 善 を図 りつ つ,新 デ ー タ網 の

プ ロポ ー ザ ル を発 表 した。 詳 細 は 各論 に譲 る と して,こ こで 強 調

しなけ れ ば な らな い こ とは,新 デ ー タ網 が カス タ マ ー 自身の 遠 隔

情 報 処 理 計 画 に与 え る影 響 や,ひ い ては そ れ が一 国の 産 業 構 造 全

体 に与 え る影 響 の大 きさ を考 慮 し,新 デ ー タ網 そ の ものの み な ら

ず 網 建 設 まで のス ケ ジュ ー リン グ ・プ ラ ンや料 金 方式 まで公 表 し

て い る ことで あ る。 さ らに,英 国 郵政 公 社 ぽ機 会 あ る毎 に 関 心 あ

る カス タ マ ー に対 し,新 デ ー タ網 の あ り方 につ いて積 極 的に 対話

を 求 め,カ ス タ マ ーの要 望 に そ う網 を建 設 し よ うと の姿 勢 を取 っ

てい る'。な お,パ ケ ッ ト交換 網 に つ い て郵 政 公社 で は新 デ ー タ網

(回 線 交 換 網 が 主)に 付加 す る型 で考 え てお り,近 く関心 あ る カ

マ タ マ ー と共 同 実験 を 行 な う計 画 を立 てて い る。

2仏 国 の 動 向

仏 国 では,新 デ ー タ網 に つ い て2段 階 で考 え て い る。 第1段 階

は カデ ュ セ計 画 と呼 ば れ て い る もので,既 存 の 公 衆 通 信網 で は 提

供 で きな い2,400bits乃 か ら9t600bits/s(30㎞ 以

内 の近 距 離 で は ベ ー ス バ ン ド伝送 と・して,72kbits/sま で 可
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能)を 電 話 型 の 回 線 交 換 網 で提供 し よ うとす る もの で あ る。71

年 度 中 に一 部 サ ー ビス 開 始 の予 定 であ る。 第2段 階 は ヘ ル メス計

画 と呼 ば れ る もの で,こ れ は本 格 的 な デ ー タ網,PCM統 合 網 で

あ る。 蓄 積 プ ロ グ ラ ム制 御 方式 の,時 分 割 交換 機,時 分 割伝 送 路

を使 用 す る とい う。 この 相 互 の 関 係 は,第2段 階 の ヘ ル メス計 画

が本 格 的 デ ー タ統 合 網 で,78年 な い し81年 頃 サ ー ビス 開始 を

予定 し て いる の に 対 し,第1段 階 は,第2段 階 サ ー ビス まで の埋

め合 わせ と して 暫 定 的 に作 成 す る もの で あ り,ま た,第2段 階 の

網設 計 のた め の実 験 デ ー タ(ト ラフ ィ ック特 性,料 金 と需要,カ

ス タ マー の諸 要 求)を 得 よ うとす る もの で あ る。 以 上 の よ うに,

仏 国で は,大 々 的 な 実験 に よ り,諸 デー タを取 り,そ の 上 で 来 る

べ き統 合網 を作 成 し よ うと して い る。

3西 独 の動 向

西 独 で はEDSと 呼 ぶ 新 デ ー タ網 を い ち早 く完 成 さ せ よ うと し

て い る。72年 に は 一 部 サ ー ビス を 開始 す る とい う。 こ の新 デ ー

タ網 は,現 在 め テ レ ック ス.ダ テ ック ス,専 用 回 線 で 提供 してい

るデ ー タ伝 送 や,加 入 電 信 等 デ ィ ジ タル伝 送 サ ー ビス を 統 合 して,

多様 化 と経 済 化 を図 り,増 大 す る トラ フィ ックに 対 処 し よ うとい

うもの で あ り,ス トア ドプ ログ ラムに よる共 通 交 換 局 に よる数個

の網 の 集 中制 御,(異 な るサ ー ビスク ラス の相互 接 続 や他 の 交 換

.シス テ ム との相 互 接続 可 能)伝 送速 度 が48kbits/sま で あっ

て,か つ,選 択 可 能 で あ る こと,回 線 交 換,蓄 積 交 換,そ の併 用
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一
もで き る こ と等,他 の諸 国 が 数年 後 と考 え て い る網 の性 能 を あ る

程 度 備 え て い る点,そ の成 果 は 注 目され よ う。

●

4そ の 他

以上3カ 国 の新 デ ー タ網 の動 向 につ いて あ ら ま しふ れtgが,そ

の他 に 注 目すべ き こ とが二 つ あ る。 そ の第1は,主 要 な ヨ ー ロ ッ

パ 郵 政 当 局 の 集 りで あ るOEPTの 動 きで あ る。 新 デ ー タ網 建 設 で

郵 政 当局 側 の最大 の 問題 点は,デ ー タ伝 送 の 需 要 構 造 の把 握 に あ

る。 も し,需 要構 造 が 既 知 で あ るな らば,そ れ に最 も適 した 新 デ

ー タ網 の設 計 は 比 較 的容 易 とな り,最 も望 ま し い料金 体 系 も打 ち

立 て られ よ う。 また,需 要構 造 に対 す る見 解 如何 が,主 に.各 国

の新 デ ー タ網 建設 の方 法 を異 っ た 方式 に して いる と もい え る。

CEPTで は,こ の よ うな 状 況 をふ まえ て デ ー タ伝 送 の 市場 調 査 を

大 々的 に 開 始 した とい う。

第2は,IBMのZurichに あ るDCCの 活 動 で あ る。DCC

は,新 デ ー タ網建 設 に 貢献 し,そ こに,コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー.

ユ ー ザ ーの 意見 を反 映 させ,ま た,ア セス メン トを共 に行 な うこ

とを 目的 に設 立 され た 非 営 業機 関で あ る。 こ こで は各 国 の 新 デ ー

タ網 計 画 の情 報収 集,需 要 調 査等 を行 っ てお り,ま た,各 国郵 政

当局 や,CCITT等 国際 機 関 との行 き来 も多 い とい う。 い わ ば

新 デ ー タ網 に 対 す る ユー ザー 側 か らの ア プ ロー チの場 と いえ る。

注 目す べ き存 在 で あ る とと もに,わ が国 で も.新 デ ー タ網 に 対 す

る ユ ーザ ー 側 か らの アプ ロー チの場 が必 要 な の では なか ろ うか。
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∬ 英国 の 新 デ ー タ伝 送 網 計 画

1.新 デ ー タ伝 送網 の 基 本 性 能

(1)伝 送 速度

ユー ザ ーが 使 用 で きる デ ー タ伝 送 速度 は,50bits/sか ら

48Kbits/sの 範 囲 です べ て が 可 能 で あ る。 伝 送 網 では600

bits/s,2,400bits/s,9,600bits/s.48kbits/sの4つ を

基 本 速 度 と して,そ の 他 の ものは そ の4つ に 乗 せ る形 を取 る。

また,1端 末 で伝 送 速度 を そ の都 度 選択 す る こ と も可 能 で あ

る。

{2}伝 送 モ ー ド

伝 送 網 は 同期 伝 送 方式 で あ る。 この た め,2,400bits/も,

9,600bits/s,48kbits/sの 同期 伝 送 の=一 ザ ー に最

も適 し た伝送 網 とい え る。 同期 信 号 は,伝 送 網 か ら二 重 パ ル ス

伝 送 技 術(DipulseTransmissionTechnique)で 供 給 さ

れ る。

ス ター ト・ス トップ ・モー ドの ユ ーザ ー の場 合NTU(Network

TerminalUnit)で モ ー ド変換 し て伝 送す る。この場 合,次 位

の 高 速 伝 送 速度(大 部 分 は600bits/s)を 使用 し,ダ ミー

コー ドを入 れ る方式 を取 る。 また,非 同期 モ ー ドの ユ ーザ ーで

は,や は りNTUで 付 号 の極 性 変換 点 を コ ー ド化 して 伝 送 す る

方 式 を取 る。

従って,多 少 効 率 は 落 ち るが.ど ん な 伝 送 モ ー ドの ユ ー ザ ー も

伝 送 可 能 と いえ る。
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(3}交 換 方 式

回線 交 換 方式 を ベ ー ス とす る。 後 記の よ うに,交 換 機 は コ ン

ピュ ー タ制御 に よる キ ャ ラク タ毎 の 時 分割 交 換 方式 で あ る。 さ

ら に,パ ケ ッ ト交換 方 式 も将 来 付 加 す る予定 であ る。 パ ケ ッ ト

交 換 につ い ては1974年 か ら2～3年 間実地 試験 を 関心 あ る

ユ ーザ ー と協 同 で実 施 し.そ の 結 果 を見 て組 み入 れ た い と して

い る。(パ ケ ッ トの構成 は第a図 の と お り)

(4)符 号形 式 お よび イ ン タ フ ェー ス等

符 号 形 式(Envelopeformat)は(8+2)bitsと して

い る。 これ は,国 際 アル フ ァベ ッ トyfTa5(7bits+パ リテ ィ

1bit)が 広 く使 用 され る もの とし て,イ ン タフェ ー スを簡 単

にす るた め デ ー タ用 と して8bitsと し,ま た 伝送 網 の 制 御 符

号 等 で ユー ザ ーの ビッ トシ ー ケン ス に制 約 を 課 す,こ とのな い よ

うに状 況 指 示(astatusbit)の1bit,(そ の1bitの 極 性

で ユ ーザ ー の デ ー タ か,伝 送制 御 符号 か を見 分 け る もの),そ

れ に同 期 用 の1bitを 使 用 して い る。(第b図 参 照)こ の た め,

線 路 伝 送 速 度は(1)で 記 した もの の 夫 々2'5%増 とな っ て い る。

(た とえ ば,48kbits/sな らば線 路 速 度 は60kbits/s

で あ る)

通 信 方式 は全 二 重 伝 送 方 式 で あ り,ま た,伝 送制 御 手 順 や 電

気 的 イ ン タ フェ ー ス は,国 際 勧告 に 準拠 す る もの と してい る。

な お,各 端 末 に は必 ず郵 政 公 社 で 提供 す るNTUが 接 続 さ れ る

が,端 末 装置 とNTUの 機 能 分担 は,画 一 で は な く,様 々な 方
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式 が と られ る こ とに な っ て い る。

㈲ 接 続 時 間 お よび 誤 り率等

接 続 お よび解 放 時 間 を 極 め て短 くす る こ とを伝 送 網作 成 の理

由の ひ とつに あげ て お り,2,400bits/sの 場 合 で100ms

が 目標 とい う。tsそ い もの で も数 百ms程 度 で あ る。 誤 り率 に

つ い て は 回線 交 換 の場 合 で,現 在の 専 用 線 並 み,ま た.パ ケ ッ

ト交 換 て は あ らゆ る過 程 で チ ェ ック が可 能 な の で.起 る こ とは

考え られ な い と し て い る。 また,伝 送 網 の信 頼 度 につ い て は,

バ ック ア ップの 伝 送 路 や交 換 設備 を用 意 し,高 い信 頼 度 を 確 保

す る こ とと し て い る。

(6)他 の 伝 送網 と の相 互 接 続

英 国 で現 在 デ ー タ伝 送 に サー ビス さ れ て い る もの の すべ て,

すな わ ち,テ レッ、久 ス網,デ ー テル サ ー ビス(専 用 線 と 加 入

電話 網 の利 用)と の相 互 接 続 並 びに,海 外 の テ レ ック スや デ ー

タ伝 送網 との相 互 接 続 は 可 能 で あ る。

(7)付 加 サ ー ビス

まず,回 線 交換 サ ー ビス で は,公 衆 交換(加 入 電 話 の よ うな

不 特 定 多数 者 との 交換)に 加 え て専 用 線 的 な使 い方(特 定 の老

相 互 の 交換 に制 限 す る こと)も 可 能 で あ る。(Closednetwork

facility))こ れ に は 着信 呼 だ け を制 限す る もの ・発 信 呼 だけ

を制 限 す る もの お よびそ の 両 方 を制 限 す る ものの3種 が あ る。

また,端 末 が 大 型 コ ン ピュ ー タの場 合 の よ うに.多 数 の呼 が集

中 し て 入 る所 では,高 速 伝 送 路(た とえば48kbits/s)に ・
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■

夫 々 の 呼 を 時 分 割 多 重 化 し て い れ る こ と もで き る(Multipl-

exedstreams)。 こ れ に よっ て 線 路 は 少 く て す む こ と に な る。

そ の 他,"お 話 し 中"の 端 末 へ の 呼 を一 時 ま た せ るs℃ampon

busy"サ ー ビス,多 数 の 相 手 へ,同 時.ま た は,順 次 に デ ー

タ を送 る サ ー ビス,"る す 中"の 端 末 へ の 呼 を 指 定 の 端 末 へ 転

送 す る サ ー ビス,あ る い は テ ス トの 便 宜,各 種 の 伝 送 網 状 況 情

報 提 供 等 が 計 画 さ れ て い る。

次 に,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス で は,1パ ケ ッ ト最 大1000

bits程 度 で あ る が,こ れ を ユ ー ザ ー の 端 末 で 作 る こ と も,ま

た,ユ ー ザ ー の 端 末 か ら キ ャ ラ ク タ 単 位 で 送 っ た デ ー タ を交 換

機 側 で パ ケ ッ トと す る こ と も 可 能 で あ る。 着 信 側 も 同 様 で あ る。

ま た,回 線 交 換 の 場 合 のmultiplexedstreamsと 同 様 の 考

え で,呼 の集 中 す る コ ン ピュ ー タ等 へ は 多 重 化 パ ケ ッ ト(inter'-

leavedpacket)を 送 る こ と も で き る。 そ の 他.伝 送 速 度.

コ ー ドの 変 換 サ ー ビス,定 時 配 送(DelayedDelivery)サ ー

ビ ス も で き る。

2.新 デ ー タ伝 送 網 の 構 成

(1)全 体 構 成

全 部 で 約20(1980年 代 早期 で)の デ ー タ専 用交 換 機D

SE(DataSwitchingExchange)を 中心 とす る網 で あ り,

1DSE以 下 の構 成 は 第c図 の とお りで あ る。 ユ ーザ ー端 末 に

は伝 送 網 と イ ンタ フェ ース を取 るた め のNTU(Network
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TerminatingUnit)が 設置 さ れ る。 そ こか らは 同期 の ベー

ス バ ン ト◆伝 送 で デ ー タ を送 受す る。NTU-DSE間 は 平均

15マ イ ル,最 大50マ イ ル程度 で あ る。 この伝 送路 が網 全 体

の コ ス トの大 きな 部 分 を 占め るの で,経 済 化 を 図 るた め,図 の

よ うに,第1次 マ ル チ プ レク サ,第2次 マ ル チ プ レ ク サ,あ る

い は コ ンセ ン トレー タ ー を多 く使 用 し よ うと して い る点 は大 き

な 特 色 の ひ とつ で あ ろ う。 これ らの マル チ プ レ クサ等 は,DS

Eの 遠 隔 制御 に よ り動 作 す る。DSE以 上 の伝 送 路 は 第d図 の

通 りで あ り,DSEの 主 要 局 をMDSEと し,網 構 成 の 上 で総

括 局 の よ うに扱 っ て い る。 全 体 を通 じて 伝送 路 は す べ てデ ィジ

タル 型 とな っ て い る。 ダ
(2)DSE(DataSwitchingExchange)

DSEは,デ ー タ専 用 の交 換 機で あ り(将 来PCM音 声 の 交

換 を 行 な う計画はない),コ ン ピュ ー タ制 御 に よる時 分割 型 交 換

機 で あ る。 時 分 割 は キ ャ ラク タ単 位 で行 な うが.コ ン ピュ ー タ

は 接 続 ・解 放 の 時 だ け関与 し,時 分割 そ の ものは ハ ー ドウエ ア

的 に行 な うとい う。DSEの 規 模 は,加 入 端 子数 で2,000～

3,000程 度 で あ り,従 って,1980年 早 期 の5万 端末 を収

容 す る には,DSEは20必 要 に なる。 究極 的 にはDSEは80

必 要 と い う。

第e図 はDSEの 機能 構 成 図 で あ る。 ス ウ ィ ッチ の 部 分 の入

出 力は60kbits/sで 行 な わ れ る。DSEで は.⑧ 回線 交換,

⑤ パ ケ ッ ト交 換,⑤ キ ャ ラク ターパ ケ ッ ト変 換 と交 換 、⑧ パ ケ
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亀

ッ トの 多重 化 と交 換 等 が行 な わ れ る。

㈲ 伝 送路

第c図 の よ うに,NTUか ら第2次 マル チ プ レク サ まで は,

750bits/sか ら60kbits/sま で のベ ー スバ ン ド伝 送

(通 常 の ペ ア ケ ー ブル に よる),第2次 マ ル チ プ レク サか ら

DSEま で と,DSE相 互 間 は,2,048Mbitsの デ ィ ジタ ル

伝 送 で あ る。 この うち第2次 マル チ プ レク サ か らDSEま で の

市 内区 間は,PCM30音 声 チャ ンネル 方式 も ち よ うど2,048

Mbits/sな ので,そ の 回線 を充 当す る こ とが経 済 的 で あ る。

また,DSE相 互 の 市 外 区 間に つ い ては,120Mbits/s同

軸 方式 が汎 用 目的 で,1976年 に最 初 の ル ー トが ひ かれ る こ

と や,6Mbits/sマ イク ロ方式 が,1976年 に20以 上 の

都 市 を結 ぶ4ル ー トが で きるので,そ れ に 乗 せ る予 定 で あ る。

なお,市 内 区 間,市 外 区 間 と もそれ らが普 及 す る まで は,従 来

の ア ナ ログ伝 送 路 にMODEMを つけ た形 で 伝送 す る。

(4)NTU(NetworkTerminatingUnits)

NTUは ユ ー ザ ー の端 末 装 置 とデ ー タ伝 送 網 と の イ ンタ フ ェ

ース の役 目を もつ もの で ある。NTUは ユ ーザ ーの端 末 装 置 に

応 じて,各 種 の もの が用 意 さ れ る。 そ の第1は,伝 送制 御 を端

末 装 置側 に全 部 もた し,NTUは 単 に 線路 保 護,簡 単 な モ ー ド

変換,同 期 抽 出だ け を うけ もつ もの で ある。 この 場 合,端 末 装

置 －NTU間 は5線 で 接続 され,同 期 ビッ トや状 況 ビッ トは端

末 装 置 で 作 成 され る。 第2は 伝 送制御 を端 末 装置 とNTUで 半
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分 ず つ受 け もつ も の で あ る。 この場 合,端 末 装 置 －NTU間 は

8線 で接 続 され,端 末 装 置 は バ ース ト同 期 信 号 を 受 け て デ ー タ

コ ー ドを作 りNTUで 同期 ビッ トや状 況 ビ ッ トを 挿入 して送 り

出 す ことに な る。 第3は 線 路 送 出信 号 をす べ てNTUで 作 る も

の で あ り,こ の 場 合,端 末 装 置 は,実 間隔 同期 信号 を受 け て デ

ー タ コー ドを作 る こ とにな る。 この他,既 存 のModemを 使 う

端 末装 置 のた め に,CCITT勧 告 のv21(200bits/s

まで)v23〈600bits/sま で と1,200bits/sま で)

V26(2,400bits/s)V35(48kbits/s)に 準拠

した端 末 装 置 に適 したNTUも 用 意 され る。

㈲ 他 の サ ー ビス

デ ー タの 回 線 交換,パ ケ ッ ト交換 の他 には,テ レ ック ス サ ー

ビス が 可能 で あ る。 この場 合.従 来 か らの50bits/sの み な

らず,も っ と高速 の もの,た とえば,200bits/s方 式 もで

き よ う。

3.サ ー ビス実 施 時 期,料 金 体 系等

(1)サ ー ビス実 施 時 期

サ ー ビス開 始 時 期 は デ ー タ専 用 交換 機DSEの 設 置 時 期 で 決

る と して い るが,目 標 を1977年 に お い て い る。 これ まで の

間,郵 政 公社は,ユ ーザ ーお よび各 種 メ ー カ ーの 便 宜 を考 慮 し ・

次の予定で計画 を遂行する ことを明言 して いる。

1971年:DSEとMUX(マ ル チ プ レ クサ)等 の仕 様 書
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、

作 成 の 委 託 契 約 を結 ぶ

1972年:DSEとMUX等 の 開 発 と プ ・ トタ イ プ作成 の

契 約 を結 ぶ

1973年:端 末装 置 の設 計 ガ イ ドと料 金 体 系 の公 表

1974年:パ ケ ッ ト交換 の実 験 開始

1975年:最 初 の 市 外 デ ィ ジタ ル リンク完 成

1977年:7台 のDSEとMUX等 の設置

また,こ の後,サ ー ビス エ リアを 順 次,拡 大 し てい き.1980

年 に はDSE20台,5万 端 末 を収 容 す る計 画 で あ る。

(2)料 金 体 系

料金 体系 に つ いて は(1)の とお り,1973年 に公 表 す る こ と

にな っ てい る が,公 衆 交 換 の場 合 は,時 間 と距離,ま た,専 用

型 態 の 時 は 距離 に よっ て決 め られ る模 様 で あ る。 この場合,新

デ ー タ伝送 網 の コス ト構 成 が,市 外伝 送 路5%,DSE25%,

MUXを 含 む 市 内 伝送 路 が75%と 見 られ る こと,並 び に,現

行 の 長 距離 料金 の高 さ を是 正 す る こ と を網 計画 の1目 的 に して

い る こ とか ら,長 距 離 料 金 の大 巾 な低 下 を もた らす もの と見 ら

れ る。 郵 政 公社 と しては,現 在,様 々な観 点 か ら(ト ラフ ィ ッ

クの 流 れ の 変化 まで を考 え て)料 金 体 系 を検討 して い る とい う。
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皿 仏 国 の新 デ ー タ伝 送 網 計 画

仏 国 の場 合,1項 で述 べ た よ うに,第1段 階 の カデュ セ計 画 と第

2段 階 の ヘ ル メス計 画 が あ るが,今 回 の調 査 で は ヘ ル メス 計画 につ

い て十 分 な 資料 が得 られ なか った の で,カ デュ セ計 画 を 中 心 に記 し,

ヘ ル メス計 画 につ いて は,最 後 に簡 単 に ふ れ る こ ととす る。

1新 デ ータ伝 送 網 の基 本性 能

(1)伝 送 速 度

カデ ュセ伝送 網 は2,400bits/s以 上 の デ ー タ伝 送 の公 衆

交換(加 入電 話 の よ うな 不 特定 多 数 者 との交換)サ ー ビスを 目

的 と した もので あ るが,時 間 的 制 約 か ら既存 の技術 を 主 体ξ す

る とい うことで,基 本 的 には ア ナ ログ伝送 路 で あ る。 従 って,

提 供 サ ー ビス と して は,ユ ーザ ーが モ デ ムを 自 ら設 置 す る"ア

ナ ログサ ー ビス"と 郵 政 省 が モ デム も設 置す る"デ ィジ タル サ

ー ビス、、と があ る
。 アナ ログ サ ー ビス で は,300～3,000

Hzの 電話 と等 価 な 帯域 の サー ビス(伝 送規 格 はCCITT勧

告 のMlo2に 準拠)と,2.8～50KHzの 帯域 サ ー ビス(電

話12チ ャ ンネル の 帯域 巾 と等 価)の2種 類 が あ る。 前 者 は 適

当 な モデ ムをつ け る こ とに よ り2,400bits/s,4800bits/s

(将 来 は9,600bits/s)ま で 可 能 で あ る。 後 者 は 同様 に し

て19.2kbits./s,48kbits/s(将 来 は64kbits/s ,

72kbits/s)ま で 可能 で あ るが,交 換局 所 か ら30Kn以

内相 互 の"市 内"地 域 に限 られ て い る。デ ィジタル サ ー ビスで
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は,モ デ ムの 供給,設 置,保 守 を郵 政 省 が行 な い,従 っ て郵政

省 が エ ラー レイ トの 型 で 伝 送 品 質 を保 証 す る。 な お,デ ィ ジタ

ルサ ー ビスは,当 初 は.2,400bits/sと19.2kbits/s

に限 っ て行 ない,後 に,よ り高速 の サー ビス を行 な う計 画 で あ

る。

(2)伝 送 モ ー ド

カデ ュセ伝 送網 は,デ ー タ端 末 相 互 間 を加 入 電 話型 の 回線 交

換 に よ り接 続 し専 用 線 並 み 以 上 の サ ー ビス を提 供 す る よ う計 画

され た もので ある。 従 って,一 度,端 末相 互 が接 続 され る と完

全 に トラ ンスペ ア レン トで あ り,そ の 間如 何 な る伝 送 モ ー ドも

伝 送 可能 で あ る。 す な わ ち,同 期方 式 も,ス タ ー トス トッ プ方

式 も,い ず れ で も ユ ーザ ーの 主 動 に よ り可 能 とな る。

㈲ 交 換 方式

加 入 電話 の交 換 と全 く同 じ型 の 回線 交換 方 式 であ る。 しい て

違 いを あげ れば,デ ー タ伝 送 の トラ フ ィ ック を検 討 し,コ ン ピ

ュ ー タ に接 続 す る 強 トラフィ ック 回線 と,端 末 に接 続 す る弱 ト

ラ フ ィ ック回線 を 分 け て 交 換 機 に 収 容 してい る こ と,程 度 で あ

る。

(4)符 号 形式 お よび イ ン タ フェ ー ス等

符 号 形式 は ユ ー ザ ー の 自由 で あ る。 異 な るユ ー ザ ー 間の デ ー

タ伝 送 の時 は,ユ ーザ ー相 互 で 調整 し なけ れ ば な らな い。

通 信 方式 は すべ て,4線 式 の全二 重 方式 とな っ て い る。 また 、

電 気 的 イ ン タフ ェ ー ス等 は,国 際勧 告 に基 くもの とし てい る。
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な お,伝 送 網 と端 末 装置 の イ ン タフェ ー ス と して"操 作 箱"な

る装 置が 郵政 省 に より設 置 さ れ る。

信号 方式 は,接 続 時 の相 手端 末 番 号 だけ は,プ ッシュ ホ ン 電

話 機 の よ うに,音 声 帯域 の 多 重 周波 数 を用 い るが,そ の 他 は 直

流 を使 用 す る。 直 流 信 号 は,デ ー タ伝送 中 も,ユ ーザ ーが 自由

な 型式 で使 用 で き る。

(5)接 続 時 間 お よ び誤 り率 等

接 続 時 間 は,平 均5秒 で あ る。 この 中に は,相 手端 末 番 号 の

ダ イヤ ル時 間500ms(1数 字100msで5ケ タ)を 含 ん

で い る。 そ の 他,誤 り率,信 頼 度 等 を示 す 資料 は得 られ なか っ

た が,カ デ ュセ伝 送 網 計 画 の 主 旨か らみ て,現 在 の専 用 線 サ ー

ビス と同等 程 度 と 見 て差 し つ か えな い と見 られ る。

⑥ 他 の 伝 送 網 との相 互 接 続

郵 政 省 で は 他 の伝 送 網 と の相 互 接続,た とえ ば,西 独 のED

S網 との 相 互接 続 を十 分考 慮 し て い る と云 っ て い る。 け れ ど も,

カ デュ セ伝 送網 本 来 の 性 質 か ら他 の伝 送網 との 相互 接 続 の 場 合,

信 号変 換 等,変 換 装 置 を付 加 し な けれ ば な らな い と見 られ る。

(7)付 加 サ ー ビス

付加 サ ー ビスで は 第1に"ホ ッ トライ ン"が 可能 で あ る。 特

定2者 間 を即 時 に 接続 す る サー ビス であ る。 第2に 相 手 端 末 局

呼 出 しは 手動 で も 自動 で も可 能 で あ る。 第3に,専 用線 との接

続 もで きる ことで あ る。 これ は,交 換 機 側の 番 号 変 換機 能 を も

っ装 置 に より可 能 とな っ て い る。 第4に 電話 のPBX回 線 の よ
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うな グ ル ー ピング も可 能 で あ る。

2新 デ ー タ網 の構成

(1)全 体 構 成

カデ ュ セ伝 送網 の全 体構 成 は 図 一1に 示 す よ うに.'自 動 交 換

局,集 信装 置,端 末 装置 とそれ らを結 ぶ 伝 送 路 か ら成 って いる。

自動 交 換局 は 当初,パ リに の み お か れ,将 来,ト ラフィ ック の

増 加 に応 じて 地方 に も設 置 す る計 画 で ある。 集 信装 置 は.マ ル

セ ー ユ,リ ヨン等 地 方14都 市 に 設 置 さ れ る。 また,集 信装 置

以 上 を結 ぶ 伝 送路 は,電 話 用 とは 別枠 の もの を 用意 して い る。

(2}交 換 機

交 換 機 は基 本 的 に は 電話 用 のXB交 換 機 と皓 々同 じ タイ プの

もの で ある。 しか しな が ら.,デ ー タ 伝 送 用 に 適 す る よ うに 改

良 され てい る。 す な わ ち,高 トラ フ ィ ック に耐 え る よ う制 御 部

を強 化 した り,高 品 質 を保 つ た め,7線 式交 換(4線 は デ ー タ

用3線 は 信 号 用)を 採 用 し た り,漏 話 対策 の た め,配 線 上 の 配

慮 が 加 え られ た り して い る こ とで あ る。 また 、前 記 の よ うに.

収 容 回 線 を トラフィ ック の大 きさ で 分 け て い る。Ol2ア ー ラン

以 下 の 通常 回線(弱 トラ フィ ック の もの)igO.7ア ー ラ ン以 上

の特 別 回線(強 トラ フィ ッ クの もの)と にで あ る。 前 者 は端 末

装 置 に接続 され る こ とを想 定 してislD交 換 機1台 あた り1,600

回 線 収 容 され る。 後 者 は コ シ ピユ」 タ にi接続 され る こ とを想 定

し,交 換 機1台 で は,発 信 用,着 信 用 それ ぞれ,240回 線収
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容 で きる。 この 他,磁 気 テー プ装 置 が設 け られ デ ー タを記 録 す

る こと に な っ て い る。 これ は将 来 の ヘ ル メス 計画 の基礎 資料 と

す る'ため と い う。

また,・集信 装 置 は,40回 線 ま で収 容可 能 で,そ れ を20回

線 に集 約 し,交 換 機 に 接続 す る こ とにな っ て い る。

(3)伝 送 路

伝 送路 は 全 体 を 通 じて アナ ログ伝 送 路 で あ るが,電 話 用 とは

別枠 と し,ど の二 つ の 端末 装 置 間 を取 って も,国 際規 格M102

を満 足 す る よ う等 化 し てい る。1交 換 機 また は,1集 信 装 置 の

収 容 区 域 は 半 径30km以 内 と し,1交 換 機 内 の もの 相 互 間は

50KHzま で の ベ ース バ ン ド伝 送 が 可能 で ある が,`そ の た め 『,

に等 化 と増 巾 を加 入 者 線 の 中間 点 で も,端 末 側,交 換 機 側 と同

様 に行 な っ て いる。.'

(4)端 末 機 との イ ン タ フ ェ ース機 器

カデ ュ セ伝 送網 との イ ン タ フェ ー ス機器 として"操 作 箱"と

い う機 器 が 使 用 され る。 図 一2は 加 入 者 宅 内 の ブ ロ ッ クダ イヤ

で あ る。 操 作 箱 は,主 と して,オ ペ レ ー タ用 の操 作 の た め の も

ので,標 示 ラン プ,操 作 ボ タ ン,ナ ンバ リン グ キー ボ ー ドが つ

い てい る。 操 作 箱 と端 末 装 置,モ デ ム との イ ン タフェ ース はC

CITT勧 告 の ものに 準 拠 して い る。

3新 デ ー タ 網 の 実 施 ス ケ ジ=・ 一一ル,料 金 体 系 等

(1)実 施 ス ケ ジ ュ ー ル
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サ ー ビス 開 始 は,72年1月 か ら行 な われ る予定 で あ る。

(2)料 金 体 系

料 金 は,設 置 料,月 間加入 料,使 用 時 間料 の3本 立 て であ る。

この うち設 置 料 は一 律 に1回 線1,200フ ラ ンで あ る。

月 間 加入 料 は,最 も近 い集 信装 置,又 は交 換 機 ま での 距離 で

決 め られ る。 た とえ ば通 常 回線 で,距 離 が5kmか ら10km

ま での 間 の場 合,500フ ラ ンで あ る。(特 別 回線 の場 合,発

信 線 は 通 常 回線 と等 し く,着 信 線 の 場 合 はそ れ よ り若干 割 安 と

な っ て い る)。(表 一1参 照)

使 用 時 間料 は,6秒 を最 小計 算 単 位 とし,通 信 者 間 の 直 線距

離 と 時 間 帯 と で 決 め られ る。 な お,1分 以下 の もの はす べて

1分 と して計 算 さ れ る。 た とえば,距 離 が50kmか ら100

kmの 場 合,日 中 の1分 間 で24サ ン チ ー ムで あ る。 休 日や夜

間,早 朝 は,4割 か ら8割,割 り引 か れ る。(表 一2,表 一3

参 照)

(3}カ デ ュ セ伝 送網 の 有利 な ゾ ー ン

カデ ュ セ伝 送 網 サ ー ビス と既存 の デ ー タ伝 送 サ ー ビス を比べ

る と図 一3の よ うに,広 い領 域 に わた っ て カデ ュ セ伝送 網 が有

利 とな っ て い る。

4ヘ ル メス 計 画 の概 要

ヘ ル メ ス計 画 に つ い ては,そ の研 究 が始 まっ て 間 もない との こ

とで基 本 性 能 や網 構 成 等 の諸 項 目に つ いて具 体 的 な デ ー タは 得 ら
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れ な か った。 こ こで は 伝 送 網 と し ての 考 え方 を記 す こと とす る。

ヘ ル メ ス伝 送 網 は,近 年,電 話 用 に 使 わ れ てい るPCMに 着 目

し,そ れを 伝 送路 の 骨格 とし て,デ ー タ,フ ァク シ ミ リ音 声,さ

らに 画像 を も一 緒 に送 ろ うとし てい る ことが第 一 の特 徴 で あ る。

す な わち,全 体 を通 してデ ィジタル伝 送 であり,ま た,網 全 体 が 同

期 さ れ て い る。 そ こで使 用 され る交換 機 は,時 分割 電子 交 換 機 で

あ り.デ ー タの他.音 声PCMも 同時 に 交換 す る計 画 とい う。 交

換 方 式 は 回線 交 換 を主 体 に,パ ケ ッ ト交 換 も付 加 す る計 画 で あ る。

もち ろん 部 分 同期 の端 末 装 置 も接 続 で き る。符 号形 式 は(8+1)

とし,サ ー ビス 開始 は1978年 か ら80年 頃 まで の予 定 で あ

る。 フ ランス全 体 で20程 度 の 交 換 局,そ れ に コ ンセ ン トレ一 夕

か らな る伝 送 網 を想 定 して い る。
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⑯
Lignesordinaires 400 500 700 900 1000

Lig竺 ・§ ・p6・i・1i・6es3。 。

arr■vee
400 600 800 900

表 一2

Prixde laminutedeconversa七ionauxheurespleinesenfonctiondela《1istance
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W西 独 の 新 デ ー タ 伝 送 網 計 画

西 独 で は,新 デ ー タ 伝 送 網 と し て,EDS伝 送 網(ANew

ElectronicDataSwitchingSystemforDataCo㎜uni-

cation)計 画 を も ち,72年 か73年 に サ ー ビス 開 始 し よ う と し て

い る。EDSは デ ー タ 伝 送 の 新 し い ニ ー ズ に こた え る 他,既 存 の テ

レ ック ス,ダ テ ック ス,デ ー タ専 用 線 等 も統 合 し た い わ ゆ る デ ィジ

タ ル 統 合 網 で あ る。 以 下,EDSの 大 略 に つ い て 述 べ る 。

新 デー タ伝 送 網 の基 本性 能

(1)伝 送 速度

ユ ー ザ ーが使 用 で き る伝 送速 度 は テ レック スの50bits/S,

ダ テ ック スの200bits/sと い っ た低 速度 の もの か ら高 速 度

の48kbits/sま で とな って い るが,当 初 は,9,600bits/s

まで で あ る。

伝送 速 度 は そ の都 度,自 由 に選 べ る よ うに な って い る。 ま た,

加 入者 ク ラス分 け が何 段 階 かな され て い る。 ク ラス の違 い は 伝

送速 度 の他,選 択 モ ー ド,信 号 方 式,符 号,メ ッ セー ジ ・フ ォ

ー マ ッ トとい った 面 で も違 いがあるカ㍉異な る ク ラスの 加 入 者 相

互 の 接続 も容 易 に で き る よ うに な って いる。

(2)伝 送 モ ー ド

伝 送 モ ー ドは 部 分 同期 方式 で あ る。 す な わち,EDS伝 送 網

か らは デ ー タ送 信 につ い て何 ら時 間 的 に制約 す る ことな く,ユ

ー ザ ー側 に 同期 を ま かせ た 形 で ある。 従 って,同 期 方式 の端 末
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の場 合,個 別 に ク ロック を 送 る必要 が あ る。

(3)交 換 方式

交 換 方 式は 多様 性 に 富ん で い る。 す な わ ち,回 線交 換,蓄 積

交 換,さ らに そ れ らの混 合 方 式 も可 能 で ある。 交 換 機が 通 常 の

コン ピュ ー タに酷 似 し た もの で あ るた め,そ れ らが 可能 とな っ

て い る。 また 同時 に,様 々な 付 加 サ ー ビスが で きる こ とは.②

項 と並 ん で,EDS伝 送網 の大 きな 特 色 とい え よ う。

(4)符 号 形 式 お よび イ ン タ フ ェ ース等

符号 は 自由使 用 が た て まえ とな って い る。 同期 が ユ ー ザ ー側

に 任 か され て い る か ら当 然 と も いえ る。 通 信 方式 は全 二 重 方 式

であ ,り,伝 送 制 御 手 順 や電 気 的 イ ン タ フェ ー スは 国 際勧 告 に準

拠 した もの で あ る。 信 号 授 受 は 直 流で あ る。

㈲ 接 続 時 間お よび誤 り率 等

接 続 お よび 復 旧 時 間 は,デ ー タ伝 送 サ ー ビスの 質 に大 きな ウ

エ イ トを もつ もの と して重 視 し,0.1妙 な い し0.2秒 の範 囲 に

おさ め てい る。 信 頼 性に つ い て も重 視 し,特 に交換 機 にお い て.

並 列 運 用,二 重 化 方 式,ソ フ トウ エア冗 長 性 を もた せ る等 の 方

策 が と られ て い る。 ま た,誤 り率 や,秘 密 保 護 につい て も十 分

留 意 し て設 計 され て い る と い う。

(6)他 の 伝 送網 との相 互 接 続

EDS伝 送網 は西 独 内 で,新 た なデ ー タ伝 送 の需 要 に こた え

ると と も に既 存の テ レ ック ス,ダ テ ックス,デ ー タ専 用 線 等 の

デ ィ ジ タル伝 送網 を統 合 し て,経 済 化 を図 ろ うとす る も ので あ
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る。 従 って,EDS内 部 に 多数 の サ ー ビスク ラスが あ る形 で あ

り,こ れ ら相互 の接 続 は 容 易で あ る。 また,他 の交 換 シス テ ム

との相 互接 続 も,交 換 機 の 性能 上 可能 であ る。 たX'、 同 期方 式

の 伝 送 網(英 国 の 新 デ ー タ網,仏 国 の ヘル メス等)と の相 互接

続 の場合 は,相 当 の研 究 を要 す る もの と見 ら れ,西 独 郵 政 省で

は,72年 か ら研 究 に 取 り組 み たい と して い る。

(7)付 加 サ ー ビス

前 記の よ うに,EDS伝 送網 の性 格(回 線 交 換 と蓄 積 交 換 を

ス トア ドプロ グ ラ ム方式 で制 御 して い る こと)上,付 加 サ ー ビ

スは,様 々な もの が可 能 で あ り,種 々の もの を計 画 して い る。

そ れ らを列 挙 して み る と,ホ ッ トライ ン,同 報 サ ー ビス,短 縮

ダ イヤル,発 呼 者 へ の課金 情 報,テ レ ックス 自動 情 報案 内,符

号 と フォ ー マ ッ トの変 換 等 が あ る。 さらに ス トア ドプ ログ ラ ム

方式 で ある か ら,必 要な サ ー ビスは 容 易 に付 加 さ れ よ うし,ま

た 既存 の テ レ ック ス 加 入者 等 もそ れ らの サ ー ビスが うけ られ る

点 もEDSの 特 長 といえ よ う。

2新 デ ー タ網 の構 成

(1)全 体構 成

EDSデ ー タ伝 送 網 の 全 体 構成 は 図 －aの とお りで あ る。 網

の 中 心は ス トァ ドプ ログ ラ ム に よる共 通 交換 機EDSで あ り.

地 方 の初 期加 入 者 数 の 少 な い所 には集 信 装置 が お かれ る。 後 者

は 前者 に よっ て リモ ー ト・コ ン トロール され る。 加 入 者 －ED
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S(又 は集 信 装置)間 は,直 流 また は パ ル ス 変調 で 伝 送 され,

EDS相 互 間は,現 存 のす べ て の伝 送路(ア ナ ログ伝 送 路 とP

CM伝 送 路)が 使 用 され る。EDSは 終 局 的 には30局 と な る

予 定 で あ り,各 レベ ル の サ ブネ ッ トワー クの共 通 交 換 機 とし て

動 作 す る。

(2)交 換 機

EDSの 構成 を 図 －bに 示 す。 この うち,基 本 とな る ものは.

回線 接 続 ユ ニ ッ ト,記 憶 ユ ニ ッ ト,そ れ に プ ログ ラム制 御 ユ ニ

ッ ト,命 令 お よび制 御 ユニ ッ トで あ る。 回線 接続 ユ ニ ッ トは,

図 一cの よ うな構 成 で あ り,特 殊 非 同 期 多重 方 式 に よ り・.記 憶

ユ ニ ッ トと連動 し て,回 線 交換,蓄 積 交換 動 作 を 行 な っ て い る。

図 で入 出力符 号変 換 器 以 下 は,極 性 転 移 符号 の や りと り とな っ

て お り,非 同 期で 多重 化 が な され て い る。 標 準 ユ ニ ッ トは,1

6.384回 線(加 入 者 線 と 中継 回線)が 収容 され る が,そ れ ら

は 細 分 モ ジュ ール化 され,ニ ー ズに 応 じて プ ラグ イ ン増 設 で き

る形 式 で あ る。 増 設 は量 的(回 線 数 増 加)だ け で な く質 的 ニー

ズ,た とえ ば,PCM伝 送 チ ャ ンネ ルを 接 続 可 能 とす る もの,

高 速 伝 送 路(将 来 の48kbits/s等)を 可能 とす る もの.特

殊 メ ッセ ー ジ交換 を可 能 とす る もの の増 設 もで きる よ うに な っ

て い る。

記憶Lニ ッ トは,EDSを 制 御 す る プ ロ グ ラ ム と デ ー タ

(回 線 交換 の とき の ア ドレス情 報 とか.蓄 積 交 換 の と きの メ ッ

セ ー ジ)を 記 憶す るほ か,他 の ユ ニ ッ トの 相 互動 作 を統 括 して
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c

い る。 記 憶 容 量 は65KB(バ イ ト)の メモ リバ ンク を最 大1

6組 もつ こと が で きる よ うに な っ てお り,こ の他 に プ ログ ラ ム

要 求 制 御 部 と入 出 力 制 御 部 が 記憶 ユ ニ ッ トを構 成 して い る。

プ ログ ラム制 御 ユ ニ ッ トは,優 先 順位 制 御 や,接 続 状 況 の 監

視 とい っ た デ ー タ交 換 に 必 要な プ ログ ラムを 処理 し てお り ・ま

た命令k・ よび制 御 ユ ニ ッ トは,オ ペ レー タや 保 安 員 とEDS

交換 機 の 間 の 情報 交換 のた め の ユ ニ ッ トで あ る。

集 信 装 置 は 図 －dに 示 す構 成 で あ り親EDSの リモー ト ●コン

トロー ル によ り空 間分 割 多重 型 マ トリク ス が動 作 す る。 加入 者

回線 は40か ら1,000回 線収 容 で き,そ の 集信 装 置 収 容加 入

者 間の トラフィ ックが大 の ときは,レ ピー タ も付 加 で きる構成

とな っ て い る。

(3)伝 送路

加 入 者 －EDS(又 は 集 信 装 置)間,即 ち市 内 伝 送は.低 電圧

の直 流 伝 送 で 行 な う。48kbits/s等 高 速 で は ベ ー ス ベ ン ド

伝 送 の一 種 で あ る パ ル ス変調 を使 用 す る。EDS相 互 間.す な

わち,市 外 伝送 路 は,ア ナ ログ伝 送路 が 主 と して用 い られ る。

PCM伝 送 路 も使 用 可 能 とい う。 ここでは 加入 者 ク ラス の伝 送

速 度,即 ち,50bits/s,200bits/sか ら48kbits/s

まで の伝 送路 が トラフ ィ ックに応 じて設 定 され る。

(4)他 の サ ー ビス

前 記 の よ うに,EDSは デ ィ ジタル 統合 網 で あ り.テ レ ック

ス,ダ テ ック ス デ 一 夕専 用線,新 デ ー タ伝送 サ ー ビス を 内抱 .し
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て い る。この他,公 衆 電 報 も この網 で サ ー ビス す る予 定 とい う。

㈲ サ ー ビス実 施 ス ケ ジュ ール

1972年 また は73年 か ら一 部 サ ー ビス 開始 し,1977

年 まで には 西 独全 部 に ゆ きわ た る予定 で あ る。
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訪 問 先 別 報 告

StateofCalifornia

DepartmentofPublicWorks

DivisionofHighwaysDistrict#4

訪 問 日 昭 和46年11月11日

所 在 地1500akStreetSanFrancisco,

California.

面 接 者

Mr.W.E.WeeksManagerofDataProcessingServices

Mr.FrankT.Wh
.iteCity&OountyProjectsEnginee「

Mr.KanjiKuramotoAssistantprojectEngineer

Mh.W.PrestonSmithAssistantDistrictEngineer

当 方 全 員

IDIVISIONOFHIG]E[WAYSに つ い て

DIVISIONOFHIGHWAYSは,11のDISTRICTに

わ か れ てk・ り,各DISTRICTに 属 す る 主 要 都 市 は,次 の とk・ り

で あ る。

DISTRICT

DISTRICT

DISTRICT

1

2

3

EUREKA

REDDING

MARYSVILLE
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DISTRICT

DISTRICT

DrSTRICT

DISTRICT

DISTRICT

DISTRICT

DISTRICT

DISTRICT

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

SANFRANCISCO

SANLOUISOBISPO

FRESNO

LOSANGELES

SANBERNADINO

BISHOP

STOKTON

SANDIEGO

皿 機 器 構 成

サ ク ラ メ ン トに は,IBM360/65とTENETの2機 種 の コン

ピュ ー タが 設置 され,2,400～4,800BPSの 中速 回線 で 各D

ISTRICTの タ ー ミナル と結 んで い る。

われ わ れ の訪 問 したDISTRICT4に は,3種 の タ ー ミナル ・

が,そ れぞ れ の ア プ リ ケー シ ョンに あ わせ て設 置 され て い た。

(1)IBM2780(1/2DUPLEX)… … バ ッチ処 理 用

(2)CDC711情 報 検 索 用

主 と して 人事 ・計 画 ・予 算 な どの 管理 情 報 が 対 象 だ が,若 干 の

ENGINEERINGPROGRAMも 検 索 可 能 に な って い る。(30

台)
2000

(3)HAZELTINE/UNIVAC… … タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 用

主 と し て 小 規 模 な 技 術 計 算 に 用 い ら1'iて い る。(16台)

最 初 の ター ン ア ラ ウ ン ド・ タ イ ム は,2分,あ と は20秒 な の で
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nearrealtimeと い わ れ る 。

皿 将 来 計 画

(1)サ ク ラメ ン トの2機 種 を リンクさせ て,利 用 効 率 を 向上 させ

② 用 途 に応 じた 回線 速 度,タ ー ミナル と結ぶ こ とを 考 えた い。

とい う話 であ った。 主 な ア プ リケー ショ ン と組 織 構 成は 図1の と

お りで あ る。

APPLICATIONS

ENGINEERING

ROADWAYDESIGN-

EARTHVVORKQUAN.CALC.

TRAVERSES

VERTICALALIGNMENTCAL,C.

(THESE3PROGRAMSALONERESULTINYEARLY

SAVINGSOFOVER$1,200.ooqOR270MAN-YEARS.)

HYDRAULICDESIGN-

HYDRAULICDESIGNOFCULVERTS

NATURALCHANNELBACKWATER
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BRIDGEDESIGN-

FRAMEANALYSIS

CIRCULARCOL㎜ANALYSIS

STRUDL(STRESSANALYSIS)

SUPERSTRUCTUREANALYSIS

SETTLEMENTESTIMATES

ENGINEERINGGRAPHICS-

CROSSSECTIONPLOTS

MASSDIAGRAM

LAYOUTPLOTS

MOMENTDIAGRAM

PHOTOGRAMMETRY&SURVEY-

GEODETICINVERSE

GEODIMETERCALC.

STATEPLANECOORD.COMP.

3-WIRELEVELS

NETWORKADJUSTMENTS

MATERIALSTESTING-

STRESS-STRAINSOILSRESEARCH

R-VALUETESTS
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CONSOLIDATIONTEST

SLOPESTABILITYANALYSIS

URBANPLANNINGSUPPORT

MISC.FEDERALANDLEGISLATIVEREPORTSAND

REQUESTSFORINFORMATION.

TRANSPORTATIONSURVEYS-

THEABIL,ITYTORECORDANDORGANIZEDATA

ABOUTTRANSPORTATION且ABITSANDSOCIO-

ECONOMICFACTORSOFLARGEURBANIZEDAREAS.

TRIPDEVEL()PMENTANDNETWORKANALYSIS-

SIMULATIONOFTRAVELINAMATHEMATICAL

COMPUTERMODEL.USEDTOSUPPORTTHE

PLANNINGFUNCTIONTHROUGHAREAANDROUTE

LOCATIONSTUDIES.

TRAFFIC

ACCIDENTSURVEILLANCESYSTEM-

ROUTINGANDSPECIALREPORTSGIVETRAFFIC

ENGINEERSINFORMATIONONACCIDENTLOCATIONS,

CONCENTRATIONS,TYPES.RATESOFSEVERITY.

PROVIDESINPUTFORPI.ANNINGPROGRAMANDIS
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BASEOFTRAFFICSAFETYPROGRAM

TRAFFICCOUNTPROGRAM-

PROVIDESTRAVELINFORMATIONFORPLANNING

ANDTRAFFICOPERATIONS.

THEPRESENTAUTOMATEDCOUNTPROGRAMIS

ESTIMATEDTOBE$1,000.ooo/YR.CHEAPERTHAN

THEOLDMANUALMETHODWOULDNOWBE.

RIGHT
.OEWAY

VARIOUSMANAGEMENTREPORTSONR/WSCHEDULE

CONTROL,ACQUISITION,RENTALS.

BRIDGE

VARIOUSBRIDGEMANAGEMENTSYSTEMS,SUCHAS

DEFENSENETWORKINVENTORY,MAINTENANCEAND

ACCOUNTING.

PERSONNELINFORMATION

ROSTEROFALLDPWEMPLOYEESBYCLASSIFICA-

CAT]DN,ANDDATAONSTAFFING,VACANCIES&POSITIONS・
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CityandCountyofSanFrancisco

Controller

CentralE・D・P.Complex

訪 問 日 昭和46年11月12日

所 在 地Room2ACityHall

SanFrancisco,Californiag4102

面 撰 者

Mr.HenryRNanjoDirector

Systems&DataProcessing

当 方 全 員

IDATAPROCESSINGCENTERの 性 格

サ ン フ ラ ン シ ス コ市 役 所 の コ ン ピ ュ ー タ ・ス タ ッ フは,サ ー ビ ス

セ ン タ ー と し て 市 組 織 か ら独 立 し て い るDATAPROCESSING

CENTERに 所 属 し て い る。 し た が っ て,公 務 員 と して で は な く.

セ ン タ ー の コ ン ピュ ー タ要 員(シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト,プ ロ グ ラ マ

ー
,コ ミゴ ニ ケ ー シ ・ ン ・ス ペ シ ャ リス ト)と し て 独 自 に 採 用 さ れ

た ケ ー ス が 多 い 。 そ の た め,採 用 や 賃 金 決 定 に あ た って は.セ ン タ

ー と し て の 自 由 裁 量 が き き ,公 務 員 個 有 の 制 約 を 受 け て い な い。

皿DATABASEMANAGEMENTの ニ ー ズ

1大 都 市 の 問 題
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住 民移 動 が環 境 を変 え,従 来 とは 異 った 新 た な サ ー ビス が求 め

られ る よ うに な っ て来 た。

2連 邦 政府 の姿 勢 と 技術 的背 景

州 ・市 を とわず,官 庁 の コ ン ピュ ー タ化 に対 して 連 邦 政 府 の側

で も強 力 な援 助策(年 間270ミ リォ ンダ ラ_)が とら れ た。 同時

に 宇 宙 開発 の技 術 ス タ ッフの 流 動化 現 象 が,は か らず も時 期的 に

合 致 した た め,技 術 面 の 整 備 に役 立 っ た。

3犯 罪 に 対 す る コン ピュ ー タ利 用 の 必要 性

パ トカ ー1台 約4万 ドル の コ ス トが か か る こ と
,反 面,現 実 的

に犯 罪 の 多発化 ・広 域 化 な どに 対処 す る 必 要 が あ る こ とな ど の理

由か ら,犯 罪 の 予測 ・予 防 ・捜 査 のた めの コ ン ピ ュータ 利 用 が促

進 された 。

以 上 の よ うな い ろい ろ な背 景 が,そ れ ぞ れ に影 響 しあ い つ つ,従

来 独 自の か た ちで 開発 さ れ て きた諸 シス テ ム が,こ の5年 間で 集 中

管 理 可 能 な姿 に統 合 さ れ る こ と とな っ た。

皿 機 器 構 成

IBM370/155… … …1,000KB

IBM360/65… … …1,500KB

2314… …DIRECTACCESSDEVICE… …40DISKS

2420… …MAGNETTAPEDRIVE… …10台

2914… …SWITCHINGDEVICE

－134一



COMCET40… …COMMUNICATIONCONTROL… …2台

YSELEOTOR

2260CRTTERMINAL

(内30台 は 市役 所 内 そ の他 は警 察 に多 い)

そ の他 に

IBM360/50… …(学 校 ・水道 局)… …

IBM360/20… …OUTPUT用

200台

台2

台3

UNIVAC1005… … 波 止 場 の積 荷 管 理

1::ll}… …血液検査など医療関係

ハ ネ ウェ ル1230… … 空 気 中 の 汚染 状 況 な ど大 気 関係

IVテ イス ク プ アイル の 内容(オ ン ライ ン用32台)

ASSESSOR

SOCIALSERVICE

HOSPITAL

BUDGET-APPROPRIATION-VOTERS

EMULATION

TESTANDWORKSPACE

OSSYSTEM

SORTING

READINGANDPRINTING

TELEPROCESSINGPAGE
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CIVILSERVICE

PROGRAMLIBRARY

POLICE

RETIREMENT

1

1

1

1

Vテ レ プ ロセ ッ シ ング ・ソ フ トウエ ア

1FASTER… …INDEXSEQUENTIALFILE用

(FII.EANDSOURCEDATAENTRY工EcHNIQUE

FOREASYRETRIEVAL)フ ァイル の 作 成 や 希望 ど

お りの フ ォ ー マ ッ トで そ の 内容 を ター ミナ ル に取 り出す ごとの で

きる汎 用 型 の テ レ プ ロセ ッシン グ ・モ ニ ター シス テ ムで あ る。

MULTI-FASTERと い う呼 び方 で,4FASTERを 使 用 中。

2CABLE… …DIRECTACCESSFILE用

(COMPUTERASSISTEDBAYAREALAWEN-

FORCEMENT)

警 察,裁 判 所 関 係 の デ ー タ ・ フ ァイ ル を オ ン ラ イ ンで ア ク セ ス

す る た め の テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ ・ア プ リケ ー シ 旨 ン ・ プ ロ グ ラ ム

で あ る 。

こ れ に よ り

FBIIBM360/65

州 警 察RCA70/45

ハ イ ウ ェ イ パ トロ ー ルUNIVAC
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自動 車 登録RCA70/45

市役 所IBM370/155

の相 互 間 で 情報 の 授 受 を お こな っ て い る。

W住 民 プ ア イル と プ ラ イバ シー保 護

市全 体 の マ ソ ビン グに あた って,CODEENFRCE、MENT

OMMITTEEが 組 織 され,現 在 では,家 屋 の評 価 額 や学 校 の成

績 まで も情 報 と して格 納 され て い る。 法 律上 で は,プ ライバ シ ー保

護 の立場 か ら生 活 扶助 の適 用 状 況 と犯 罪歴 の み規 制 して いる が ∴

DATAPROCESSINGCENTERと して の 独 自の 判 断 に も と

づ き,情 報 の性 格 に よっ て検 索 可 能 な タ ー ミナル を 限定 した り,パ

ス ワー ドを毎 日変 更 した り,各 ター ミナル ごとに 検 索 内容 別 の カ ウ

ン ター を もた せ,異 常 な 場合 には警 告 を発 す るな ど こまや か な配 慮

を 行 って い る。
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サ ン フ ラ ン シス コ市 役 所 コ ン ピュー タ機器 配 置 図

巨)口

360/65
(1500KB)

COMSET40

(128KB)

㊥ ○ 頑 ○

2914型

SWITCHINGI)EVICE

端末機200台

370/155
(1000KB)

COMSIil]40

(128KB)

〈コ
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CONCA.P(ConversationalComputing

APPlications)

、

訪 問 日 昭 和46年11月12日

所 在 地HegenbergerRoad

Oakland,California94621

面 接 者

Mr.StewartP.Larson

Mr.DavidE、Kalman

Mr.LewisASimolls

President

MarketingDirector

NorthefnCaliforniaDistrict-

Manager

DistrictManager

(InformationSystemsDesign)

◎

1大 要

土 木 技 術(OivilEngiee「tng)部 門vak・ い て 独 自 の ソ フ ト ウ

エ ア を 開 発 し,さ ら に,Com-Sharec,Tym-Sharec各 社 と て い け い

し,両 者 の大 型 コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ を 実

施 し,ま た,隣 接 のInformationSystemsDesing社 の 大 型

コ ン ピュ ー タ を 利 用 し て バ ッチ 処 理 を 行 な い.着 々 と販 路 を 拡 大 し

て,業 績 を あ げ て い る 。

現 在,.約130の 顧 客 を もってい る とN・ う。 社 員 数は28人 程 度
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`

で 規模 は小 さ いが,社 長 は じめ全 員 す べ て若 手 で あ り,会 社 の事 業

に非 常 な熱 意 と興 味 を もっ て い る ものば か りの集 団 で あ る。

社 長 自身 土 木技 術 の 専 田家 で あ り,創 立 後,数 年 しか経 過 して い

な い が,旺 盛 な活 気 が み な ぎって い る。

ア メ リカ とい う歴 史 的背 景,風 土 は 考慮 に いれ な けれ ば な らな い

と して も,独 得 の ソフ トウエア と運 営 上 の 創 意 を もつ な らば,小 規

模 な企 業 体 で あ って も大 規模 企 業 に伍 し て十 分 に存 立 で き,か つ.

年 々成 長 し うる もの で あ る こ とを示 す実 例 と して 興 味深 い企 業 で あ

る とい え よ う。

9詳 一説

1.タ イ ム シ ェ ア リン グお よび リモ ー ト・バ ッチ 処 理 に よっ て専 門

家 に コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムを供 給 して お り、特 殊 また は 個別 の

適 用 の た めの コ ン ピュ ー タ ・プ ログ ラム ・ライ ブ ラ リーの 開 発 お

よびサ ー ビス を 行 な うこと を主 眼 と して い る。

また,当 社 は 端 末 装置 の 指定 と保持,顧 客 の規 格 に応 じた 特 殊

目的の た めの プ ログ ラムの 開発,こ れ ら に 関連 す る 訓練,技 術 援

助 等専 門 的な サ ポ ー トを行 な っ て い る。

これ ら の活 動 のほ か に,CDCと 共 同 してCDCCybernet

Systemに アク セ ス して い る。

現 在,当 社 内 には,PDP11が 設 置 され て い る。
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主な事 業内容 として次の ものがあげ られる。

(1)CivilandStructualEngineeringSystem

もっ ぱ ら,土 木 ・構 造 技術 者 お よび土 地測 量 事 業 所 向 け に設

計 され た総 合 的 な コ ン ピュー タ ・サ ー ビス を タ イ ム シ ェ ア リン

グ とバ ッチ 処理 に よ って 提供 す る。

先 ず,申 込 を す れ ば,音 響 結 合 で接 続 で き る テ レ タ イ プ型端

末機ASR33が 設 置 され る。 顧 客 は 電 話 の ダ イヤ ル を ま わせ

ぱ ・ ン ピユ 一 夕の 中の 希望 す る シス テ ムに 接 続 され る の で.

デ ー タ を 入 力 す れ ば,結 果 が 直 ち に 得 ら れ る。

料 金 は.タ ー ミ ナ ル ・ コ ネ ク シ ョン ・タ イ ム.,CPUタ イ ム,

ス トレ ー ヂ の キ ャ パ シ テ ィ等 に よ っ て き め ら れ る。 ,

(2}Electroni・csDesign'System

当社 は,電 子 工 業 向 の設 計業 務 を行 っ て い るが 配線 盤 設 計作

業 に つ いて は,ICや そ の他 の パ ー ツの パ ネ ル上 で の配 置 や,

信 号 回 路 の 設計 を 隣 接 のISD社 の コン ピユ]タ(Univac

1108)を 使 用 し て 行 な っ て い る。

(3)1・Su・a・ ・9B・ ・ker・g・Sy・t・m

こ れ は 保 険 ナ ロ ー カ ー に 必 要 な あ ら ゆ る 機 能.す な わ ち,被

保険者興 る青紫 ・支払会社?リ ス㌧ 満期リス・・聴

,その他 プ .ログ ラ ム化 され た 諸 情報 をふ ぐむ とい う。
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(4)MedicalBillingSystem

これ は 診 療所 に対 し,支 払 請 求 書 や保 険支 払 請 求書 作 成 を行

な うシス テ ムで あ る。

(5)JobCostingSystem

これ は,も っぱ ら技 術 関係事 務所 向 につ くられ た システ ムで

あ って.作 業 番 号 と作 業 内容 毎 に タ イム ・カ ー ドを 分析 し.料

金表 を作業時 間に適用 して作業 時間 と経費 の明細書を作成す る

ものである。

3利 用 の状況

(1)顧 客 の種 類 は,公 共 事業,市 や 郡 の ハ イ ウ エ イ部 門,水 道 関

係,港 湾 局,土 地 測 量 関係 等 で あ り,利 用 度 は.1日 に平 均6

回で あ り,1回 の 利 用 時 間平 均 は5な い し7分(たN'し,最 長

は3時 間)で あ る。な お,利 用方 法はwats(広 帯域 交換 シス テ

ム)が50%で,ロ ー カル ・ラインが50%と な って いる。

な お,顧 客 は 最 初 に イ ニ シ アル ・フ ィ ーと し て10σ ドル 支

払 うが,端 末 機 使 用 料 は 月65ド ル で あ る。

(2)な お,イ ニ シ アル ・ブ イーは,利 用 に 必要 な教 育 の費 用 に あ

て られ る との こ とで あ る。

顧客 は,利 用 に 際 し,当 社,Com-Share,Tym-Shareの う

ちの い ず れ か を選 択 で きる。 後 者 の 両社 の いず れ か を利 用 した

一143一



と きは,当 社は そ れ に よる収 入 の40%を 当 該社 に支 払 うこと

とな っ てい る。

(附)InformationSystemsDesign社

当社 は 今 回調 査 団 の往 訪 先 として 当初 予 定 され てい'なか った もの で

あ るが,米 国 カ リフォ ル ニ ア 州 に お い て,科 学 技 術 計 算 関 係 を主 とし

た遠 隔情 報 処 理 サ ー ビス を 行 な っ て い るCONCAP社 を訪 問 した 際,

同社 に対 して コン ピュ ー タ ・タ イム を販 売 して い る 特 異 な 企 業 と し

てISD社 が 同社 に隣 接 所 在 して い るのでCONCAP社 々長 の案 内

で往 訪 した もの で あ る。
θ

1会 社 概 要

(1)本 社 が カ ナ ダに あ る コ ン ピュ ー タ ・タ イ ム を販 売 す る サ ー ビス

会 社 で あ りCONCAP社 を は じめ科 学 技 術 計 算 関 係 のL－ ザ ー

を主 要 カ ス タマ ーに 持 っ て い る。

(2)ユ ー ザ ーは 当社 の 提 供 す る タ ー ミナル を経 由 して,当 社 所 有 の

中央 大 型 コ ン ピュー タを使 用 す るが,そ の場 合,利 用 さ れ る ソフ

トウエ アの 殆 ん どは 官 公 庁 関係 で 開 発 さ れ た ソ フ トウ エ アの うち,

一般 ユ ーザ ー も利 用 し うる もの が 主体 を な し てい る とい う。 また,

ユ ーザ ー がComputingを 介在 し て ター ミナ ル 間で 情 報 授 受 をお

こな う場 合 は,こ れ を メ ッセ ー ジ'ス イ ッチ ング と して取 扱 って

い る と い うこ とで あ っ た。
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3利 用され てい る ソフ トウエアとしては建築 ・土木関係の技術計

算 を主体に電子 回路設計計算等電子 機器関連 の技術計算用 のもの

が殆ん どである。

ll機 器 構 成 及 び 使 用 状 況

'
1カ ナ ダ の 本 社 に はCDCの 大 型 コ ン ピュ ー タ を 設 置 し て い る が.

当 支 社 で は 当 初UNIVAC1107を 設 置 し,タ ー ミナ ル 数10

台 程 度 で ス タ ー トし た 模 様 で あ る。

2現 在 は,UNIVAC1108を メ イ ン に.32台 の タ ー ミナ

ル を 接 続 利 用 し て お り,回 線 は24回 線 を リー7し て い る ほ か,

4回 線 が ダ イ ア ル ・ア ッ プ 用 と し て 使 用 さ れ て い る。

使用 タ ー ミ ナ ル はUNIVACloO4,32台 、中 うち5台 は

当 社 が 買 取 り使 用,27台 は 当 社 の カ ス タ マ ー に サ ブ ・ リ ー ス し

て い る。 な お,デ ー タ 伝 送 速 度 は.2,400,4,800,9,600

bpsの3種 を 使 用 で き る 。

3ま た,CONCAP社 はCALCOMPの プ ロ ッ タ ー に よ る 電

気 回 路 設 計 図 作 成 を お こな っ て い る が,こ の 場 合,当 社 の コ ン ピ

ュ ー タ が オ ン ラ イ ン ・ リモ ー ト ・ コ ン トロ ー ル で 使 用 さ れ て い る

模 様 で あ る。
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CityofLosAngetes・DataServiceBureau

訪 問 日 昭 和46年11月15日

所 在 地Room211A,CityHal1,LosAngeles

California.90012

面 接 者:

Mh.T.TamaruGeneralManagerofDataServiceBurea

Mr.(1BakerChiefofADPOperations

Mr.RStokesShiftSupervisor

当 刀 全 員

1ロ ス ア ン ゼ ル ス市 の機 械化 の歴 史 は古 く,1958年 に す で に コ

ン ピュ ー タが 導 入 され てい るが,現 在,12カ 年 計 画 の高度 機 械 化

の進 行 過 程 に あ る。 シ ス テ ムは,各 部 門の 担 当者,DataService

Bureauお よび外 部 の コ ンサル タ ン トが グル ー プ にな って くん で い

る。

∬ この機 械 化12カ 年 計 画は,そ れ ぞ れ6カ 年 の第1期 と第2期 に

分 れ て い る が,現 在,第1期 がほ ぼ 終 了 し第2期 に か か ろ うとして

い る。 なiS,第2期 計 画 は,第1期 計 画 を 改 善 し,か つ,統 合 化 す

る 目的 を も って い る。(第1図,第2図 参 照)
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●

皿 第3図 は,機 械 化 の 現 状 を 示す もの で あ るが,財 政,人 事,警 察,

消防 な どの サブ シス テ ムで作 られ る デ ータ ベ ース を多角 的 に 利用 し

たINTEGRATEDMUNICIPALINFORMATION

SYSTEMが 作 られ てい る。

W第4図 は,機 械 化 第2期 の シ ス テ ム の 一 部 で あ る が,オ ン ラ イ ン

リア ル タ イ ム に 他 市 と の デ ー タ の 交 換 も行 な うこ とに な っ て い る 。
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RemoteComputingCorporation

訪 問 日 昭 和46年11月15日

所 在 地1WilshireBuilding-14thFIoor

LosAngeles.California90014

面 撰 者

Mr.DonaldCravitzVicePresident

当 方 金 貝
＼

1大 要

この 企業 は,す で に,わ が 国 に も紹 介 さ れ て い るが,特 色 あ る ソ

フ トウエ アを 開 発 し,若 い社 長 の"サ ー ビス を売 る"と い う新 鮮 な

感 覚 と旺 盛 な バ イ タ リテ ィに支 え られ,タ イ ム シェ・ア リング ・サ ー

ビス を強 力 にお しすXめ て い る小 規 模 な が ら異 色 あ る存 在 で あ る。

ll詳 説

1.(1)当 社 は,設 立 後3年 で,人 員 は 約50名 程 度 で あ る が.ひ ろ

い 範 囲 に わ た る コ ン ピュ ー タ 共 同 利 用 の サ ー ビス を タ イ ム シェ

ア リ ン グ,リ モ ー ト ・パ ッ チ 処 理 等 に よ っ て 提 供 し て い る。 サ

ー ビ ス の 種 類 は400に 達 す る と い う
。

(2}人 員 の う ち 約20名 は 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ と 直 接 顧 客 に 関 す

る 分 野,5な い し6名 は 管 理 部 門,5名 は 極 め て 優 秀 な シ ス テ

ム ズ ・ プ ロ グ ラ マ ー,あ と の も の は,オ ペ レ ー シ ・ン と生 産 部
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門 であ る。

㈲ 会 社 の構成 は極 め て 簡 潔 で あ り,ユ ーテ イ リイテ イズ 部(特

殊 な プ ロ ジェ ク トを も扱 う),セ ール ス ・ア ン ド ・マ ー ケ ッテ

ィン グ部,テ クニ カ ル ・ア ン ド ・オペ レー シ ョン部 の ほ か,ロ

ス ・ア ンジ ェル ス 支 社,ナ シ ョナル ・ア カ ウン ト支社 お よび湾

域 一 サ ン ・フ ラン シ ス コ支 社 等 か らな って い る。

(4)興 味 を ひい た のは,今 の ところ社 員 の待 遇 は さ ほ ど よい とは

いえ な い が,全 員,仕 事 に ひか れ て熱 心 に うち こん で いる とい

うことで あ る。 つ ま り,猛 烈 に 仕事 す る入 間は金 で 買 うこ とは

で きな い,要 は仕 事 の お も し ろ さで あ る とい うこと で あ る。 こ

の説 明 には,深 い 示 唆 が ふ くま れ て い る と感 じた。

㈲ な お,当 社 は,は じめ,一 般 的 な タ イム シェ ア リン グ ・シス

テ ムを くん で バ ロス社 を援 助 して いた グル ー プに よって つ くら

れ た との ことで あ っ た。

2.(1)当 社 は,ロ ス ・ア ン ジ ェ ル ス と サ ン ・フ ラ ン シ ス コ に コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ン タ ー が あ り,さ ら に,サ ク ラ メ ン ト,サ ン ・デ ィ

エ ゴ,シ ャ トル,ワ シ ン ト ン,フ ェ ニ ッ ク ス,チ ユ ク ソ ン等 で

サ ー ビス を 提 供 し て い る が,当 社 は こ れ ら とは 長 距 離 通 信 回 線

で 結 ん で い る。

② 当 社 の 方 針 と し て は,大 型 コ ン ピ ュ ー タ 設 備 を 経 済 的 に 最 も

有 利 な 地 点 に 設 置 し,し か も,全 部 の コ ン ピ ュ ー タ を1箇 所 の

施 設 に お さ め,そ こか ら の 全 国 的 な サ ー ビス を 国 中 の セ ー ル ス
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・オ フ ィ ス に 供 給 す る こ と で あ る 。

(3)端 末 機 は300台 あ り,ア ク セ ス ・ ラ イ ン は40な い し50

回 線 で あ る 。

(4)利 用 者 の 加 入 料 は イ ニ シ ア ル ・チ ャ ー ジ と し て250ド ル で

あ り,回 線 使 用 料 は,月10ド ル と の こ とで あ る。 そ の 他 の 料

金 は 別 表 の と お りで あ る。 ま た,主 と し て タ イ ム シ ェ ア リ ン グ

技 術 に 間連 の あ る技 術 ・相 談 サ ー ビス を も行 な い,さ ら に.プ

ロ グ ラ ム 作 成 者 が,自 己 の 開 発 し た ア プ リケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ

ラ ム を 発 表 し,こ れ を 当 社 の ロ イ ヤ ル テ ィ ・ プ ログ ラ ム ・ラ イ

ブ ラ リ ーに 入 れ,そ れ を 利 用 す る 顧 客 か ら ロ イヤ ル テ ィを 取 得

す る 仕 組 を 設 け た 。 な お,当 社 の サ ー ビス は,対 外 的 に は,タ

イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス と 呼 ん で い る が,内 部 で は,コ ン

ピュ ー タ ・ シェ ア リン グ と言 っ て い る。

3.タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス

コ ン ピュ ー タ と端 末 機 の 間 は,標 準 の 電 話 回 線 に よ っ て 結 ば

れ て お り,高 度 の 会 話 型 の ユ ー ザ ー ・.シ ス テ ム ・ イ ン タ ー プ レ

イ が 備 え られ て い る。

(1)ユ ー ザ ー は,RALPH(RemoteAccessLogical

ProcessHandler)内 の コ マ ン ドに よ り,テ キ ス トを 編 しゅ

う し た り,デ ー タ ・フ ァ イ ル を 操 作,検 索 し た り す る こ と が で

き る。

② ま た,専 門 家 で な くて も,短 期 間 の 教 育 に よっ て プ ロ グ ラ ム
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用 言 語 を 習得 で きる よ うな施 設 が本 社 内 に あ る。

4リ モ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビス

タ イ ム シェ ア リン グ ・サ ー ビスの場 合 と同 じ く電 話 回線 が 使

わ れ る。(も っ と も,こ の場 合,端 末 機 の 型は 異 な る。)

利 用 者 は,入 力 バ ッチ処 理 の 時 間を 指 定 す る こ とが で き る。

5現 場 処理(on-siteProcessin9)

この場 合 は,い うまで もな く,ユ ー ザ ー ・プ ログ ラ ムや デ ー

タは,コ ン ピュ ー タ本 体 の あ る と ころ に お か れ てい る周 辺 装 置

を経 て 入 力 され る。

6技 術 ・相談 サ ー ビ ス

これ は,顧 客 の た め に,当 社 の 中央 処 理 装 置 を使 用 す る タ イ

ム シ ェア リング の ソ フ トウエ アの 設計,完 成 を 当社 の 専 門 技 師

ス タ フが 行 な うもの で あ る。

7ま た,顧 客 の た め イ ンハ ウス の タ イ ム シェ ア リング施 設 を 開

発 す るが,こ れ に は タ イ ム シェ ア リング ・プ ロセ ッサ ーや タ イ

ム シェ ア リン グ ・オ ペ レ ー シ ョン ・シス テ ムの 選 択,開 発,特

殊 な適 用 目的 の た め の タ イ ム シェ ア リング ・ソ フ トウエ アの 変

更 ・修 正,完 全 な リア ル タ イ ムのた め の ソ フ トウエ ア,タ イ ム

シェ ア リン グ また は リア ル タ イム ・コ ン ピュ ー タの設 備 を設 置

し,こ れ を操 作 す る な どの サ ー ビスが あ る。

さ らに,コ ン ピュ ー タ ・メ ー カーが 機 器 と一 しょ に供 給 す る

オペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムのた め の タイ ム シェ ア リング ●シ

ステ ム の ソフ トウ エ ア 開 発 に つ き メー カーを 援助 す るサ ー ビス
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も あ る。

8プ ロ グ ラ ム作 成 者 の ロ イ ヤ ル テ ィ(PAR)プ ラ ン

これ に つ い て は,前 出2(4)に お い て ふ れ た 。

亀

g当 社 に は.専 門 サ ー ビス ・グ ル ー プ が あ り.オ ペ レ ー テ ィ ン グ

・ シス テ ム の 設 計 か ら マ ル テ ィ ・プ ロ セ ッサ ー と タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ 用 コ ン ピュ ー タ の 完 成 ま で,言 語 設 計 と コ ン パ イ ラ ー の 完 成,

シ ス テ ム ・イ ン タ ニ ・ フ ェ イ ス の 設 計 か ら 人 間 工 学 ま で.コ ム ニ

ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 分 析 と設 計,ア プ リ ケ ー シ ・ ン の プ ロ グ

ラ ミ ン グ等 の 技 術 的 な サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 。

か っ て,当 社 は,バ ロ ー ス 社(BurroughsCorporation)と

契 約 し て,云 ロ ー スB5500の タ イ ム シ ェ ア リン グ の オ ペ レ ー

シ ョン ・シ ス テ ム の 原 型 を 開 発 し た。

10使 用 電 話 回 線 の状 況 は一 般 に 極 め て良 好 で あ る との ことで あっ

た。 な お,当 社 は1972年 初頭 に ワ シン トン(マ ル ティ ・プ ロ

セ ッサ ー1台 設 置)と 結 ぶ 計 画 で あ るが,さ らに,ニ ュ ー ・ヨー

ク(マ ルテ ィ ・プロセ ッサ ー1台 設 置),イ ギ リス と も結ぶ 計画 を

もって い る との こ とで あ っ た。

また,利 用 者 の種 類別 割合 は おNむ ね 次 の とbり で あ り.個 人

利 用 は す くな い との こ とで あ った。

金 融部 門40%建 設 部 門15%

公 益 〃20〃 そ の 他10〃

製 造 〃15〃
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IBMWorldTradeCorporation

訪 問 日:昭 和46年11月18日

「

.

亀

所 在 地:821UnitedNationsPlaza,NewYork

N.Y.10017U.S.A

㊤

面接者:

・ Mr.J.N.GosselinDirectorofC・o㎜ercialRelations

Mr.A.J.SanchiricoAdvancedSystemDevelopment

Di・i・i・ ・S・ni・ ・E・p
.1・・ato・y

'

PlanningReprentative・

㎜.A.碗is・ybnager,Co㎜ 皿icationsProgramming
卜

■

andStorageManagement"

Mr.D.L.MordyManager,DataCenterService

AdvancedSystems

Mr.J.MarkovStaffEngineer,Co㎜unication

SystemArchitectureSSD,Raleigh.

N.C.

駈.G.J.LissandrelloManager,DataCommunieations

Relations,WTHQ

当 方:全 員

1こ こで は一 日を かけ て,

る セ ミナ ーが 行 な わ れ た。

次 の ス ケ ジ ュ ール で各 部 門 の専 門家 に よ
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・1

コ2

1・t・

.・ductionandWelrome

Mr.J.N.Gosselin

CATVandDataCo㎜unications,

AdvancedSystems

Mr.A.J.Sanehirico

●

　3 ComputerNettingSystems

MrA.Weis

4. 1。f6tm。ti。 。 。。dTim・sh・ ・i・g・s・i・ices

intheU.S.A

Mr.D.L.Mbrdy

5. N。tw。,kUtili、ati。n.R。li。bility。 。dA・ ・ii・bility

Mr.J.Markov
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6.FutareProjectionsinDataCommunicatrion

byNon-IBMSources

Mr.G.J.Lissandrello

皿 各 説 明 の 要 旨 お よび 質 疑 応 答 は 以 下 の 通 りで あ る。

1.IntroductionandWelcome(Mr.J.N.Gosselin)

ア イ ・ ピ ー ・エ ム は 通 信 事 業 やCATVの 事 業 を 行 な う考 え は

一 切 無 い が
,電 子 計 算 機 の ユ ー ザ ー が 遠 隔 情 報 処 理 を 行 な うに 当

っ て,通 信 施 設 を よ り有 効 に 使 う方 法 を 研 究 し て い る 。

2.CATVandDataCo㎜unications,AdvancedSystems

(Mr.A.J.Sanchirico)

最 近,マ イ ク ロ ウ エ ー ブ専 門 の 通 信 会 社 や,衛 星 通 信 も 活 発 に

な っ た が,な か で もCATVは 遠 隔 情 報 処 理 に と っ て 将 来 有 望 な

通 信 施 設 で あ る。

3.ComputerNettingSystem(Mr.A.Weis)

数 ケ 所 に 散 在 す る い くつ か の コ ン ピ ュ ー タが,そ れ ぞ れ 異 っ た

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を 持 ち,ま た,異 っ たTSSの ソ フ ト

ウ エ ア を 持 っ て い る 時,ユ ー ザ ー の 立 場 か ら,こ れ ら を ひ とつ の

ComputingResourceと し て 統 合 す る 問 題 が と り上 げ られ た。

このComputerNettingに 加 わ っ て い る の は 次 の6ケ 所 で あ る 。

1)ベ ル ・テ レ フ ォ ン研 究 所(Naperville,111inois)'
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2)カ ー ネ ギ ー ・ メ ロ ン 大 学(PittsburghPennsylvania) ,
3)NASAAmes(MbffettField,Ca1・ifornia)

4)NASALewis(Cleveland,Ohio)

5)プ リ ン ス ト ン大 学(Princefon,NewJersey)

6)IBMト マ ス ・J.ワ ト ソ ン 研 究 所(YorktownHeights,

N.Y)

こ れ ら の コ ン ピュ ー タ 施 設 に は 少 く と も1台 のIBM360/

67が あ りTSS/360で 運 用 し て い る。 ベ ル 研 究 所 は3台 のC

PUのASPシ ス テ ム が360/67に つ な が っ て お り,カ ー ネ

ギ ー ・メ ロ ン大 学 で は ・・イ ブ リ ッ ド コ ン ピユ 一 夕(PDP9/EAI

680,)とUnivaello8が360/67に つ な が っ て い る。NASA

で は 多 く の 実 験 的 装 置 が360/67に つ な が っ てbり,.多 く の セ

ン サ ー ベ ー ス の 業 務 もPDPやXDSを 通 し て つ な が っ て い る 。

プ リ ン ス トン大 学 の360/91は 高 速 回 線 で26マ イ ル 離 れ た

Rutgers大 学 に 伸 び て い る 。IBM研 究 所 で は 多 くの 衛 星 コ ン

ピ ュ ー タ と360/91がTSS360/67に つ な が っ てhる 。

通 信 回 線 と し て,ヘ ビー ・ ト ラ フ ィ ッ ク の 地 点 間 は50キ ロ ビ

ッ ト/秒 の 回 線 が 用 い ら れ る。 問 題 は コ ン ピ ュ ー タ 間 で そ れ ら の

0/Sが 如 何 に や り と りす る か,そ れ を 統 合 し て ひ と つ のBig

O/Sに で き る か と い う こ と で あ る 。

ま た,多 くの 人 に 何 故Nettingす る か を 理 解 さ せ る こ と で あ

る。

ComputerNettingの 利 点 は 次 の 通 り で あ る。
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1)BetterCommunication

CPU-CPUのNettingに よ っ て 人 々 のCommunication

が 得 ら れ る こ と。 これ に よっ てProject開 発 が 促 進 さ れ る 。

2)DataSharing

集 中 的 なNetworkDataBankが つ く ら れ る。

3)ProgramSharing

LanguageProcessor.ApplicationProgramをk・ 互 に

利 用 し 合 え る。

4)SpecializedFaeility

67の 速 度 は 遅 い が マ ル チ ア ク セ ス の 能 力 や,91の バ ッ チ

タ イ プ な が ら速 い とい う よ うな,そ れ ぞ れ 特 長 の あ る シ ス テ ム

を 適 宜 に 利 用 で き る 。

5)LゆadSharing

コ ン ピ ュ ー タ の 負 荷 を 分 担 し 合 う。

4.InformationandTime,SharingServicesintheU・S

(Mr.D.L.Mordy)

米 国 に お け る 初 期 のTSSは,MITのProjectMACお よ び

IBMの7040を 用 い たQUIKTRANが あ っ た 。 そ の 後 コ ン ピ

ュ ー タ ・ メ ー カ や,独 立 のTSSサ ー ビ ス 会 社,通 信 会 社 等 が 科

学 技 術 計 算,商 業 計 算 の サ ー ビス を 始 め て い る。 し か し.そ の い く

つ か は,開 発 費 や 初 期 投 資 の 不 足,過 小 見 積 の た め に,ま た,70

～71年 の 不 況 も 災 し て,合 併,廃 業 を 迫 ら れ て い る と こ ろ も あ る。
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TSSの カ ス タ マ ー に と っ て 重 要 な こ とは,リ ス ポ ン ス ・タ イ ム が

速 く(通 常1秒 以 下)Turnaroundtimeが 速 く.Price/

Performanceが 良 い と い うこ とで あ ろ う。

IBMのCALL/360サ ー ビ ス は,オ ー ス ト ラ リヤ,ベ ル ギ

ー
,カ ナ ダ,フ ラ ン ス,ド イ ツ,イ タ リー,オ ラ ンダ.イ ギ リス の

各 国 で 行 な わ れ,BASIC,FORTRAN.PL/1の3つ のLan-

guageの 使 用 が 可 能 で あ る。

TSSVa:ls・ け る 集 線 装 置 と 他 局 加 入(ForeignExchangeLine)

の 使 用 は,ま す ま す 重 要 に な ろ う。

へ

5.NetworkUtilization,ReliabilityandAvailability

(Mr.J.IVIarkov)

米 国 の20の 主 要 都 市 で6313LINEDAYSの35ボ ー

2,400ボ ー 回 線 を 対 象 に,そ の 障 害 の 調 査 を 行 っ た 統 計 結 果 が 発

表 さ れ た 。 平 均 のAvailabilityは9&85%と い う こ と で.通

信 会 社 も 一 応 満 足 し て い る 数 字 と の こ と で あ る。

6.FutureProjectionsinDataCommunicationsbyNon-

IBMSources(Mr.G.J・Lissandrello)

業 界 専 門 家 達 の 意 見 に よ れ ば,デ ー タ通 信 の 伸 び は 急 速 で あ る。

例 え ば,DATRAN社 は,1970年 米 国vaSi"け る 端 末 機 の 台

数 は185,000台,1974年 に は800.000,1980年 に

は2,500、000台 を 予 想 し,ア ー サ ー ・D・ リ ッ トル 社 は.1970
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6

年 に13万 台 のCRT端 末 機 が年20%の 割 りで増 加 す る とし,

HIGHTECHNOLOGYFOCUSは1970年 に通 信

会 社 の収入200億 ドル の うち10%は デ ー タ伝 送 の収 入 だ が,1

980年 には50%に な る と予 想 す る等,デ ー タ通 信 の伸 びは き わ

め て急 速 で あ る とさ れ て い る。
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FederalCommunicationsCommis'sion

(連 邦 通 信 委 員 会)

訪 問 日:昭 和46年11月19日

所 在 地:1919Mst,N.Y.WashingtonD.C.U.S.A

面 接 者:

Mr・B・rna・d・St・a・bp・gChi・f・C・ ㎜ ⑪CarrierBu「eau・

瞼.Asher.H.EndeDeputyChief.CommonCarrier

Bureau

Mr.BoydL.NelsonChief.EconomicStudies

.,'Division
ミコパ

並.K。ii。yE.G.iffithD。m。 、ti・R・t…Di・i・i・ ・

当 方:全 員

C

F.C.C.の 概 要

(F.C.C.組 織 図 参 照)
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1概 要

1.連 邦 通 信委 員 会 は,国 内の 各州 間 また は,国 際 間 の 無線,有 線.

テ レ ビ等 に よる通 信 機 関 を 統制 す る責任 を持 つ ひ とつ の独 立 し た

政 府 機 関 で あ る。1934年 の コ ミュ ニ ケー シ ョン ・アク ト(通

信法)に よって 設 立 され,直 接,議 会 へ 報告 して いる。F.C.C

の 機 能 は放 送 サ ー ビス の規 則 正 し い発展 とそ の運 営 を準 備 し,敏

速.か つ,有 効 な全 国家 的,全 世 界 的 電信 ・電話 サ ー ビス を適 切

な 料金 で供 給 す る こ と にあ る。F.C.Cは 無 線 ・有 線 機 関 の使 用

を通 して生 命 と財 産 の安 全 を 促 進 させ 国家 防 衛 強化 のた め に 通 信

の 諸設 備 を充 当す る。F.C.Cは,ア メ リカ合衆 国50州 の他 に

グア ム,ベ エル トリコ,バ ー ジ ン諸 島 に あ る通信 機 関 を法 的 に 管 轄

してい る。

2.F.C.C.は 上 院 の 承認 を得 て大 統 領 に よ り任命 され た7人 の 委

員 に よっ て運 営 さ れ て い る。 そ し て そ の 中の1人 が 更 に大 統 領 に

よ り委 員 長 に 任 命 され る。1人 の委 員 の任 期は7年 で あ る。 委 員

長 の 在 任 期 間 は大 統 領 の意 に まか され て い る。

委 員 はF.C.C.の 全 て の 活動 を各 局 や,委 員会 や ス タ ッ フに 責

任 を委 ね る ことに よ り実施 し て い る。 委 員 長はF.C.C.の 内部 事

項 の 全 般 的 な 統制 に つ き責任 を もっ て い る。

F.C.C.は 国家 的 ま たは 国 際 的 な事 項 に関 して有 線 ・無線 通 信

と関 係 の あ る様 々な政 府 機 関 と協 力 して い る。 また,各 州 の電 信

電 話 を統 制 す る委 員 会 と も協 力 し て い る。
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そ の 放 送 関係 の取 締 の 中 に は,商 業 面 と教 育 面 の 両 面に お け る

AMとFMラ ジ オ,UHFとVHFテ レ ビジ ョン,ケ ー ブル ・テ

レ ビジ ョン(CATV)等 がFCCの 管 轄 下 に入 っ て い る。 また,

空 ・海 両 面 の通 信,ア マ チ ュ ア無 線.様 々な 営業 用.市 民 無 線 等

も統制 して い る し,建 設 許 可 の 申請 や,全 ての 種 類 の 民 間無 線 局

に与 え る 免 許 を 考慮 した りす る。F.C.C.は また.周 波 数 の 割 当

を行 った り,ア ンテ ナ の 出 力 を 指定 し た り.コ ール ・サ イ ンを 指

定 した り送 信 機器 を 点検 し,そ の使 用 を規 定 し た りす る。 委 員 会

は 免 許 更 新 の 判 定 を 下 した ,りラジオ ・テ レ ビ局 の所 有 権 の変 更 を

行 った りす る。 通 信 法 の 条 項 に 従 い,放 送局 は 大 衆 の利 益.便 宜,

必要 性 に応 じサ ー ビス を提 供 す る よ う認 可 され て い る。F.C.C.

は 通 常,免 許更 新 の 時 に 局 が果 して免 許 を与 え られ た 時 にな さ れ

た 義 務 や 約束 事 項 に従 っ て運 営 され て い るか ど うか を決 す るた め

に全 般 にわ た っ て再 調 査 す る。

共 同 ア ンテ ナ ・テ レ ビ ジ ョンは,こ れ もまた.F.C.C.に よ り

規 制 さ れ て い る。 そ れ ら の全 ては 業 務 開始 の計 画 が た て られ た時

点 で そ れ をF.C.C.に 報 告 す る ことが 義 務 づけ られ て い る。

一 地方 の 放送 局 電 波 の全 て を伝 えな くては いけ な い し,ま た そ

れ らを 複 製 す る こ と も禁 じら れ て い る。 そ して 彼 等 の運 営 が地 方

放 送 局 に 対 して ひ とつ の悪 影 響 も与 え な い こ とが 要 求 され る。

3,500人 以 上 の 加 入 者 を持 つ 局は1971年4月1日 以 降.自

主 放 送 を 加 えな けれ ばな らな い。 テ レ ビ放 送 網 はCATVを 運 営

し て は い け な い。 地 方 の テ レ ビ局 は そ の 市 場 の 中 にCATVを 所
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有 し ては いけ な い し.電 話 会 社 また は,そ の子 会 社 は,そ の 地 方

の サ ー ビス地 区 にCATVを 所 有 して は い け な い。

も
3.通 信 会 社 の仕 事 一 そ れ は電 信,電 話,有 線,マ イ ク ロ ウエ ー

ブ,衛 星 通 信 等 を含 む 一 の 中 でF.C.C.は 規 定 を設 け 料 金,慣

行,サ ー ビス の 種 類 を監督 す る。 無 線 電 話 ・電 信 回線 を認 可 し.

周波 数 を割 合 て る。F.C.C.は また,経 理 状況 を も監 督 し,合 併

の 申し入 れ に対 して は そ れ を処 理 し調 査 し,新 規 サ ー ビスや 新 設

備 の建 設 に関 す る 申請 等 を考 慮 す る。

F.C.C.は ア マ チ ュ ア無 線 と市 民 無 線 サ ー ビス.広 範 囲 に お け

る民 衆 の安 全 性 と営業 の 必要 性,ま た,海 ・空 両面 に わ た る通 信

機 関,そ れ らを 含 む双 方 向 無線 の 全 て の 形態 を 認可 し,規 制 す る。

4.国 際 的 にF.C.C.は 条 約 の通 信 規 定 と国 際協 定 の国 内va;ls・け る

統 制 に対 す る責 任 を持 って い る。 また,委 員会 は 国務 省 賛助 の も

とに通 信関 係 の国 際 会 議 に 出席 して い る。 ア メ リカか ら外 国 の あ

る地 点 へ の無 線 ・有 線 回 線 に対 して 認 可 を 与え,そ れ を運 営 す る

会 社 を 規 制 した り,ま た.国 際 的 サ ー ビス を 実 施 し てい る ア メ リ

カ の航 空 機 や 船 舶 に あ る無線 放送 局 に 免 許 を与 え た りす る の も

F.C.C.の 業 務で あ る。

5.国 家 防 衛 の 面 にtsい て,F.C.C.は 緊 急 放 送 局(Emergency

BroadcastSystem)を 取 締 る 。 こ の 緊 急 放 送 局 は,も し,敵
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国が攻 撃 して きた場合 に民衆 に対 して警告を発 し,適 切 な指示 を

与え る為 に設立 され た ものであ る。 また.各 州の機関は異 常気象

注意報発令の際や,地 方 の緊急事態 に際 して も利用 され る。

■

丑 討 論

1.Computer/CommunicationIssue(FCCDocket16979)

に 関 す る1971年 のFinalDeeisionandOrderの 内 容,

特 に.1970年 のTentativeDecisionに 更 に 加 え ら れ た 通

信 会 社 の シ ン ボ ル と 名 前 を 子 会 社 が 使 用 す る問 題 溢 よ び 通 信 会 社

が 子 会 社 のDPサ ー ビス を 使 う場 合 の 問 題 点 に つ い て 討 論 し た。

FCCの 方 針 は,あ く ま で もMdaximumSeparationを 徹 底 す る

こ と,ま た 両 者 のCrossSubsidizationを 完 全 に 防 止 す る こ

と が そ の ね ら い で あ る と の こ と で あ っ た 。

一一 こ の]MlaximumSeparationの 適 用 を 受 け る の は 年 収100万

t'-tド ル 以 上 のCarrierで あ る が
,そ れ は 約2,000のindepend-

entcommoncarrierの う ち 半 数 に満 た な い 程 度 と の こ と で

あ る。

2,HybridDPServiceとHybridCo㎜unication

Serviceの 定 義 は 簡 単 で あ る が,実 際 の サ ー ビ ス の 判 定 は,な

か な か 困 難 な 仕 事 で は な い か と 質 し た が,F.C.C担 当 者 は 自 信

を も っ て こ の 判 定 に 当 っ て い る よ うで あ る。

こ の 場 合 も,Hybridの 分 野 の サ ー ビ ス を 抑 制 す る こ と な く,
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さ ら に,ダ イ ナ ミックに 発展 させ るこ とが ユ ー ザ ー の利 益 で あ る

との 確 信 に 基 づ い てい る。

本 調 査 団 の質 問 の 中 で,例 え ば 一 台 の 電子 計 算 機 に複 数 の予 約

業 者 と複 数 の ホ テル 業 者 をオ ン ライ ンで 収容 し た 予約 サ ー ビス に

お い て,予 約 に 関連 した メ ッセ ー ジ交 換 が含 まれ て も,そ れ は 明

らか に そ の サ ー ビス の 範 囲 内で あ り,HybridDPServiceで

あ る こ とに は変 りは な い。 しか し,も し,予 約業 者 が ある ホテ ル

に対 して"Howisyourson?"(お 宅 の息 子 さん は元 気 かい

?)と い うよ うな サ ー ビス に 関係 の な い メッセ ー ジを 送 った な ら,

これ は,HybridServiceを 超 えた メ ッセー ジ交換 サ ー ビス と

い え る とい うFCCの 見 解 は,ま こ とに 明快 で あ った。 す な わ ち.

HybridServiceで は(DPで もCommunicationで も)

RemoteAccessDPとMessageSwitchingが"ひ とつ の
●

Packagcと して"提 供 され る とい うこ とがそ の 大 前 提 だ か らで

あ る。

3.本 調 査 団 は 「デ ー タ通 信」 「デ ー タ伝 送」 「メ ッセ ー ジ交換 」

の 用 語 の 定 義 を 技 術 的 に 明 確 に す る た め の 資 料 を 提 出 して説

明 を 行 な い,F.C.C.側 の 意 見を た ず ねた 。F.C.C.の み な

らず,ア メ リカで は,DataCommunieationはDataTrans-

missionと 同義 語 と して用 い られ,区 別 して い な い よ うで あ る

が,本 調 査 団 の提 案 は大 変興 味 を もっ て"有 益 な 意見"と し て迎

え られ た。
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TheNationalComputingCenterLimited.

訪 問 日:昭 和46年11月22日

所 在 地:QuayHouse,QuayStreet・Manchester

M33HU,England

面 接 者:

Mr.E.J.HoweHeadofDevelopmentGroup

Dr.F.E.TaylorTechnicalSupportManager

Mr.T.MurphyInformationDivision

Mr.C.W.BlaxterMhnager,Methods&Educat,i,on'Division

Mr.GodfreyE.HallManager.ProductDistribution

Division

当 方:全 員

ρ

INationalComputingCenterLimited(略 称N・C・C)は,英 国 にお

け るコ ン ピ ュータ の有 効 利 用の促 進 を は か る た め に設 立 され た 非営

利 の機 関 で あ るが,現 在 の と ころ,も っ ぱ ら,遠 隔 情報 処 理 に重 点

を 置い て シス テ ムの 開 発 ない し諸 活 動 を 行 な っ て い る わけ では ない 。

しか し,N.C.C.は 上 述 の よ うな 目的 の 線 に沿 って.英 国が コン ビ 、

ユ ー タの有 効 利 用 上,解 決 せ ねば な らな い 多 くの問 題 、特 に コマ ー

シャル ・ペ ー ス に 乗 りに くい事 項,例 え ば,標 準化,教 育 訓 練.情

報 提 供 サ ー ビス な ど多 くの 分 野 の仕 事 を担 当 して い る 点 に ・そ の独
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■

自の 存 在 理 由を もって い る。

また,同 セン ター の情報 提供 サ ー ビス 業 務 の一 部 は,現 在 す で に

タ ー ミナ ル を使 用 した,オ ン ライ ン ・サ ー ビスの 実施 段 階 に入 っ て,

着 実 な前 進 を示 しつNあ る。

この よ うなN.C.C.の 諸活 動 は,単 に遠 隔 情 報処 理 の 観 点 か らだ け

に止 ま らず,今 後 の わ が 国 に おけ る望 ましい 情報 化 をは か っ て ゆ く

上 で も極 め て 多 くの参 考 に し うる点 が あ る よ うに思 われ るの で,同

セ ン タ ー事業 の概 要,英 国 に お け る遠 隔 情報 処 理 につ いて の 同 セ ン

タ ーの見 解 お・よび同 セ ンター の オ ン ラ イ ン ・イ ン フォ メー シ ョン ・

サ ー ビス 等 につ いて 紹介 す る こ とと した。

皿NCCの 事業 概 要

1.セ ンタ ー設 立 の背 景

当 セ ン タ ーは1966年 の 後 期 に,イ ギ リス 議 会 で審 議 され た

の ち設 置 され た。 この審 議 は ナ シ ョ ナル ・プ ログ ラ ミング ・セ ン

タ ー(仮 称)を 設 立 す る可 能 性 につ いて 開始 され た もの で あ っ た。

す な わ ち,当 初 は,プ ログ ラ ミン グ セ ン タ ー設 置 の た め に 審 議 が

おこな わ れ てい た もの が,審 議 の過 程 でそ の対 象 範 囲 が拡 大 さ れ

て,「 イギ リス に お け る効率 的な コン ピュ ー タ利用 」 とい う大 き

な テ ー マ を与 え られ て 同年 当 セ ン ター が発 足 す る こ とSな った 。

な お,当 セ ン タ ーが マ ンチ ェス タ ーに設 け られ た理 由は,ご く

初 期 の コ ン ピュ ー タが 当地 の大 学 で 開発 され た こと,当 地 が ふ る

くか らの 工業 地 帯 で あ って大 学 や企 業 が コ ン ピュ ー タ につ い て つ
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よい 関心 を もっ て い る とい う背景 が あ る こと,お よび工 業 の地 方

分散 と い う政 府 の 方 針 と も合 致 す る とレ・うこ とな どが あ げ られ て

い る 。

2.セ ン ター の性 格

当 セ ンタ ーは特 異 な性 格 を 有 して い る。 すな わ ち,「 非 営 利 の

特殊 有 限 会社」 とい うべ きもの で,法 律 上 は民 間会 社 で あ る が利

益 配 当 は お こな わ な い。 した が って,ま た,政 府 の機 関 で もな く,

収 益 のす べて は 開 発 投 資 にま わ され,会 員 には 配 当 され ない し く

み に な って い る。

しか し,当 セ ンタ ーは 経 費 の55%を 政府 か らの補 助 金 とし て

援 助 を受 け てお り,会 費 や事 業 活 動 に よっ て残 りの 経 費 を まかな

って いる が,年 をteっ てself-supportingに な りっ つ あ る。

正 規 職 員 の数 は 約190名 で,年 間約8億 円程 度 を支 出 して い

る。

3.政 策 決 定 機 関

政 策 決定 をbこ な うのは12名 か らな る評 議会 で あ り,そ の う

ち6名 は 政 府 任 命,残 り6名 は会 員 の 中 か ら選 出 され る。

政 府 任 命 の6人 中,1名 は 公 務 員,残 り5名 は会 長.理 事 長.

各1名,更 に商 業 界,産 業 界.地 方 自治体 関 係 か らそれ ぞ れ各1

名 とい う構成 に な っ て い る。

また,会 員 か ら選 出 さ れ る のは,メ ー カー,ユ ーザ ー.コ ンサ
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ル タン ト等 の 代 表者 で あ り,教 育,医 療 な どの 分野 か ら も会 員 の

中 か ら選挙 に よっ て選 出 され てい る。

4.会 員 状 況

会 員は コ ン ピ ュー テ ィン グ に関 心 を持 つあ らゆ る分野 か らな り.

大 手 メ ー カー とし ては,IBM,ICL,HIS.BURROU

GHS等 が,サ ー ビス 産業 とし ては コン ピュー タ ・ビ ュー ロー,

ソフ トウエ ア会 社,コ ン サル タ ン トな どが加 入 し て い るほ か.地

方 行政 機関,病 院,教 育 機 関 等 も加入 して い る。 それ ぞ れ の組 織

の タ イ プや,サ ー ビス の提 供 を受 け る度 合 い に した が っ て年 間 会

費 を支 払 っ て い る。

な お,会 員数 は約650ほ どで あ る。

5.組 織 とそ の運 営 方 式

評議 会 の 下 に 別 表1の 通 り,理 事 長 を頂 点 と して,① 会 計,人

事,一 般事 務 等 を担 当 す るマ ネ ー ジ メン ト・サ ー ビス 。グ ル ープ

'

② 情 報 サ ー ビス,会 員 との 連絡,コ ン ピ ューテ ィング ・サ ー ビス

お よび広 報 な どを お こな うサ ー ビス ・グ ルー プ ③ ア プ リケー シ

ョン,教 育,訓 練,ソ フ トウエ ア開 発お よび ソ フ トウエ ア製 品 の

頒 布 とい った セ ンタ ー全 体 として の 開 発活 動 を担 当 す る 開発 グ ル

ー プが あ る。

これ らの グル ー プは,評 議 会 の下 部 組 織 で あ るPolicy

committeeを 通 じて評 議 会 にっ なが って 劫,ル ー プの 長 で
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'

あ る理 事 長 は 評 議 会 の メ ンバ ー を も兼 ね て い る。 また,セ ン ター

内 に は これ ら3グ ル ー プの部 長 か らな る マ ネ ー ジ メ ン ト委 員会 が

あ り,セ ン ター の 管理 に関 す る一 般 的 な政 策 を た てNい る。

6.会 員 との 協 力 関 係 に つい て

会 員 とは い ろい ろな方 法 で 協 力 しあ っ て い るが,た とえ ば.

(1)会 員 の 意見 を きい て 指針 を え た り,開 発 を 会 員 に委 ね,会 員

が作 業 グル ー プを くんで セ ン タ ーに代 っ て 多 くの 仕 事 をすXめ

る よ うな ことを してい る。

(2)SE訓 練 コ ース 作成 の ケー ス

会 員 の な か か らSEの 養 成 に 関心 の ある メ ンバ ー を集 め て グ

ル ー プ を形成 し てSEの 訓 練 コ ース を 作成 した。 す な わ ち,メ

ー カ ー ,コ ン サル タン ト.文 部 省,工 科大 学 とい っ た メ ンバ ー

に よ って,国 家 的 なSE教 育 に 適 した コー ス の 理論 と概 括 的な

講 義 要 目を 作成 し,さ ら に,教 師 用 ノ ー ト,指 導 要領,学 生用

ノー トな ど講義 要 目を サ ポ ー トす る教 材 を とNの えた。

(3)そ れ か ら全 英 の 公 共 ・民 間 部 門 を 総 動 員 して大 学.各 種 の 学

校,コ ン サル タン トな どで この コー ス をagency-agreement

に よ り セ ン ター に代 っ て実 施 し て も ら った。 そ の 上,セ ン タ ー

の 意 図 した よ うに教 材 が 使 わ れ て い るか を し らべ るた め に標準

試 験 を実施 し,コ ニ ス の終 了 時 に修 了 証 書 を 出す。
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、

7.標 準 化作 業 につ いて

公 式 な標 準 が とXの うの を待 って おれ な い ので,当 セ ン ター の

手 で 標 準 を 開発 し,そ れ を公 表 し,そ の 結果 をBritishStan-

dardInstituteに 報 告 し,そ れ が や が て英 国 の標 準 にな る こ

とを期待 して い る との こ とで あ る。

、

●

8.情 報供 給 サ ー ビス と教 育 ・訓 練

(1)当 セ ンタ ーが 設 置 され た 当 初 は,こsで は,コ ン ピュ ー テ ィ

ン グと 関係 あ る事 項 はな ん で も手 がけ られ る よ うに な って いた

が.当 セ ン タ ーは,コ ン ピュ ー タの利 用 面 に よ り大 きな 関 心 を

示 した。 そ こで ・ 英 国 の コ ン ピュー タ.・ユ ーザ ーが 直 面 しで い

る問 題 は何 で あ る か が 検 討 さ れ た結 果,ま ず 第1に,潜 在 的 な

コン ピュー タ ・ユ ーザ ーが コ ン ピュ ー タの知 識 を もっ て い な い

と い うこ とで,こ の対 策 として 情報 供 給 サ ー ビス を は じめ た わ

け で ある。 ず な わ ち,政 府 機 関,企 業 の トップ ・マ ネ ジ メ ン ト

や 上級 管理 職 向,さ ら に学 校 向の教 育 プ ログ ラ ムを提 供 して お

り,次 い で,熟 練 要 員 の 養 成 に つ い て は,シ ス テ ムズ ・アナ リ

シス か らす べ て の デ ー タ処 理 マ ネ ジ メ ン ト ・コース に い た る あ

らゆ る コ ー スを 開 発 し.さ らに,プ ログ ラ ミングな どの コー ス

を一 部 開 発 して い る。

(2)ま た,英 国 で は,ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジが 開発 さ れ

てい るの に.あ ま り広 ぐ利 用 され て いな い と い う事 実 にか ん が

み,各 種 の産 業 を調 査 し た。 この 結果 に もとづ き,テ ク ニ カル
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・パ ッケ ー ジを と りあ げ.あ らゆ る機 種 に 適 用 で きる よ うに改

良 した。(因 み に,英 国 に お いて も真 の 意 味 で プ ・グ ラ ムを保

護す る方法は な く・一般的 には ・著作権法 に 垣 緯 噸 って

お り.プ ログ ラムに 関 す る特 許 法 は な い。)

(3)さ ら に.当 セ ン タ ーが パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラム を開発,提 供

す る代 りに,グ ル ー プ を組 織 し,実 現 可 能 な研 究 に共 同出 資 さ

せ,共 同で 問題 の解 決 に あた ら せ た。(こ の 方 法 は,地 方 政 府

や機 関 に対 して 行 な わ れた。)

(4)当 セ ンタ ーは,ソ フ トウエ ア の面 で,政 府 関 係 の 仕 事 を す る

こ とが よく あ る。 た とえば,ソ フ トウエ ア ・エ ンヂ ニア リン グ

に関 す る将 来 の政 策 や そ の将 来 に お け る役 割 を検 討 して どの よ

うな 国 家的 計 画 をた て るべ きか を 調 査 す る こ とな どで あ る。 こ

の よ うな 場合 に も,会 員 か らな る グ ル ー プをつ く り,当 セ ン タ

ーの 見 解 と構 成 員 の 意見 を調 整 の 上,将 来 計画 に 関す る報 告書

を と りま とめ る。 政 府 は 当 セ ンタ ー を活 用 し,当 セ ン タ ー作 成

の教 育 コ ース や標 準 な どを 採用 し て い る。

(5)一 般 的 に い っ て,当 セン タ ーに は強 制 権 はな いの で,たN'業

績 に よって の み そ の 地位 を きづ きあげ る ほ か な い とい う説 明は

極 め て 印 象 的で あ った。

(6)ま た,当 セ ンタ ー は,他 の 民 間 部 門 と これ らの分 野 で 競 争 し

て は な らな い とい う特 殊 な 地 位 に お かれ て い る。 かつ,当 セ ン

タ ーは,コ ン ピュ ー タ利 用 に 関 しな ん らか の理 由で 順 調 に は こ

ば れ て い な い場 面 をみ つ け だ し.そ れ を是 正 で きる方 法 をつ く
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ぺ

り出 し,民 間 の人 々がそ の 方 法 を と りあ げ れば,当 セ ン ターは

手 を ひ く こ とSし て い る。
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皿 英国 に む け る遠 隔 情 報 処理 の概 況

1タ ー ミナ ル と プ ロ セ ッサ ーの 間 の 距離 は.,英 国 で は10な い し

200マ イル で あ る。(米 国で は そ の10倍 くらい ある との こと)

ター ミナ ル 部 門 は,こs,2～3年 の 間 に大 きな進 展 を みせ た

が,技 術 開発 は依 然 と して つ ∫いて い る。

通信 分野 は,2年 前 に比べ て大 きな 変 化 は な い。 英 国 で は 音 声

周 波 数 電 信 回 線(Voicefrequencytelegramline)が 使用

され て い る。 す な わ ち,コ モ ン ・キ ャ リヤ ・シ ス テ ムを デ ー タの

伝 送 に 利 用 し て い る。

他 方,デ ィ ジ タ ル ・ デ ー タ ・ネ ッ ト ・ワー ク を 設置 す る た め

の シ ステ ム設 計 が 行 な わ れ てtsり,そ の1部 の 実 施 時 期 は,19

76年 か1977年 とな って いる とい う。

英 国郵 政 公社 は,ロ ン ドン ー バ ー ミ ン ガム ー マ ンチ三・ス タ

ー 間 に48Kビ ッ トの 回線 を設置 し た が,こ れ は,コ モ ン ・キ ャ

リヤの ネ ッ トワー ク の ご く一 部 で あ り,デ ー タ専用 の ネ ッ トワ ー

ク では な く時 分 割 多重 伝 送 であ っ て,時 間 の1部 分 が音 声 通 信 と

デ ィ ジタ ル通 信 に夫 々利 用 され るの に す ぎな い。 これは キ ャ リア

(搬 送 回路)で あ り,実 際に は,マ イク ロウ エ ー ブを 利用 し,キ

ャ リヤ の 周波 数は,7～10メ ガサ イ ク ル で あ る。

さ らに,こ の回 線 は,ユ ーザ ー間 で 手 動 で 交 換 され て い る。

遠 隔 情 報 処理 用 の コ ン ピュ ー タ ・プロセッサーは,ほ とん ど米 国

か らの 輸 入 で あ る。ICL(lnternationalComputers

Limited.)は,現 在,大 型 の プ ロセ ッサ ーを 数 多 く生 産 して レ・
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へ

る が,特 に,ICL472,475,1906Aな ど は,こ の 種

の シ ス テ ム に 使 用 で きる 。

2遠 隔 情 報 処 理 の メ リ ッ トは た くさ ん あ る が,反 面,現 時 点 に お

け る 経 済 的 見 地 か らす る 不 利 な 点 は,機 器 の 価 格 が 高 く,な ん ら

か の 形 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロセ ッ サ ー が 必 要 で あ る こ と,

適 切 な タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・タ イ ム を 維 持 す る た め に は 比 較 的 に 強

力 なCPUを 要 す る こ と,会 話 型 の 場 合 に は,仕 事 が こ ま ぎれ に

な る こ と な どが あ げ ら れ る。

3英 国vatsけ る 遠 隔 情 報 処 理 の 利 用 例

BEA'(BritishEuropeanairways)のBEACONシ ス テ ム,Uni-

versityComputingCompanyの シ ステ ム(CPUが 直 接 にRe-

mortjobentryterminalに 接 続 さ れ て い る)な どの ほ か,約

20社 の タ イ ム シ ェ ア リン グ シ ス テ ムが あ る も よ うで あ る 。

ま た,す で に 英 国 で タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム の た め に 運

用 さ れ て い る 会 話 型 の も の と して 次 の よ うな 例 が あ る。

す な わ ち,別 々 の タ ス ク を 行 な う3個 の 小 型 コ ン ピ ュ ー タ を 用

い,ひ とつ は,メ ッ セ ー ジ ・ コ レ ク シ ョ ン用 で ア セ ン ブ リー と デ

イ セ ン ブ リ ー を 行 な いHoneywe11の 小 型 コ ン ピ ュ ー タDDP4

と5が ジ ョ ブ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を ア ク セ ス し,メ ッ セ ー ジ を ドラ

ム と の 間 で 送 受 し,エ ク ス キ ュ ー シ ・ ン の た め の ジ ョ ブ を くみ た

て る。 ジ ョ ブ エ キ ス キ ュー シ ・ンは 別 のDDP516が 行 な う と

い うも の で あ る。

さ ら に,ComputerAidedDesignCenter(CADC,貿 易
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産 業 省 に よっ て 運 営 され て い る)の 場 合 に は,ア ト ラ ス ・コ ン ピ

ュ ー タ を 使 用 し て い る が,こ れ は,ペ ー ジ ン グ さ れ た マ ル テ ィ レ

ベ ル の メ モ リー を そ な え て お り,ド ラ ム,デ ィ ス ク,テ レ タ イ プ

装 置 が っ い て い る。 独 自の マ ル チ プ レ ク サ ー ・ハ ー ド ウ エ ア を も

ち,PDP9や コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー 社 の モ ジ ュ ラ ー1コ

ン ピ ュ ー タ を い くつ か サ テ ラ イ ト ・コ ン ピ ュ ー タ と し て も っ て い
●

る。 モ ジ ュ ラ ー1は 特 に デ ィス プ レ イ用 に よ く,航 空 機 や 化 学 工

場 の パ イ プ ラ イ ン グ な ど精 密 な 設 計 開 発 に 適 し て い る。

英 国 で は,や が て,CADCの よ うな と こ ろ で,工 作 機 械 と サ

テ ラ イ.ト コ ン ピ ュ ー タ と を む す び つ け る こ と が で き る よ う に な り,

ペ ー パ ー レ ス ・エ ン ジ ニ ア リン グ ・シ ス テ ム が 実 現 し よ う。

当 セ ン タ ー で は,ICLlgo5Aコ ン ピ ュ ー タ に 基 礎 を お く

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を も っ て い る。64Kワ ー ズ の メ

モ リー を も ち,2台 の 磁 気 テ ー プ装 置 を 備 え,こ れ は20KCト

ラ ン ス フ ァ ー ・ レ ー トで は た ら く。

4英 国 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ・ワ ー ク

英 国 で は,前 述 の よ うに,コ モ ン ・キ ャ リア ・ シス テ ム を 利 用

し て い る が,回 線 速 度 は.場 所 に よ り48Kビ ッ ト,40.8Kビ

ッ ト,9.6Kビ ッ トを 利 用 で き る が,一 般 的 に は,2.4Kビ ッ ト,

4.8Kビ ッ トの 回 線 が 使 わ れ て い る 。

し か し,デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョン を 利 用 し た 方 が 経 済 的 で

あ る の で,遠 隔 地 に あ る い くつ か の タ ー ミ ナ ル を ま と め て1本 の
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,

高 速 回 線 に の せ,ユ ー ザ ー と 各 種 の リモ ー ト ・ プ ロ セ ッ シ ン グ 施

設 を リ ン ク す る こ と が 企 て ら れ て い る。 こ れ に は,各 種 の マ ル テ

ィ プ レ ク サ ー を 利 用 し て 行 な わ れ る が,そ の 多 く は,キ ャ ラク

タ ー ・マ ル テ ィプ レク シ ン グ 形 式 を 用 い る 。

現 在 の 英 国 に お け る 傾 向 は,マ ル テ ィプ レ クサ ー の 機 能 を 備 え

た ミニ コ ン ピ ュー タ に 向 っ て い る と 言 え る。 そ の 理 由 は,こ の 種

の ミニ コ ン ピ ュ ー タ は,テ レ タ イ プ ラ イ タ ー,改 良 型 の テ レ タ イ

プ ラ イ タ ーIBM724,2741な ど 各 種 の タ ー ミ ナ ル と接 続

で きる か ら で あ る 。

一 部 に は
,エ レク ト ロ ・スタテ ィック ・テ レ プ リ ン タ ー が 使 わ れ

は じめ て お り,ま た,グ ラ フ ィ ッ ク装 置 や ヴ ィジ ュ ア ル ・デ ィス

プ レ イ 装 置 を ミニ コ ン ピ ュ ー タ と 接 続 し て デ ィス プ レ イ ・ プ ア イ

ル ・ス トレ ー ジ装 置 に す る こ と も で き る。 さ ら に,英 国 で 開 発 さ

れ た トレ ン ド ・タ ー ミナ ル の よ うに イ ン テ リジ ェ ン トな リモ ー ト

・バ ッ チ ・タ ー ミナ ル を つ な ぐ こ と も で き る。 ハ ー ドウ ェ ア装 置

の 代 り に,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ と 多 目的 の マ ル テ ィプ レク サ ー を 用

い る こ と が 英 国 の 傾 向 と 言 え よ う。

近 い 将 来,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ と マ ル テ ィプ レ ク サ ー と を くみ あ

わせ,ま ず,2.4Kビ ッ ト,4・8Kビ ッ トの 回 線 に の せ,第2段

階 で さ ら に ス ピー ドの 早 い48Kビ ッ ト以 上 の 回 線 に の せ る と い

う よ うに な る の で は あ る ま い か。 郵 政 公 社 で は,100万 ビ ッ ト

の 回 線 も,1975～1976年 に は 実 現 可 能 と 言 っ て い る。 こ

の よ うな 回線 が 実 現 す る と,数 段 階 の ハ イ ア ラキ ー ・ コ ン セ ン ト
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レ一 夕 ーが 用 い られ る こ とにな る で あ ろ う。

次 に,特 殊 な タ ー ミナ ル として"タ ッチ ρ ワイ ヤ ー ・デ ィス プ

レー 〃が あげ られ る。

これ は英 国 で 開発 され 成 功裡 に使 用 さ れ て い る が,グ ラ フ ィッ

ク ・デ ィス プ レー の応 用 で,ス ク リー ン下 部 につ いて い る 鋭敏 な

針 金 の セ ンサ ー とキ ャ ラク タ ーが 関 連 づ け られ て い て,電 子 銃 で

CRTの 画面 に キ ャラク タ ーを写 し 出す もの で あ る。 この ター ミ

ナ ル は,200～300万 の デ ー タか らひ とつ の デ ー タをさ が し

出す よ うな場 合 に特 に適 して お り,実 際 に ヒ ュース ロー空 港(ロ

ン ドン)に 設置,利 用 され て い る。

た ∫し,高 価 な の で まだ少 数 の シス テ ムに し か用 い られて お ら

ず,ひ きつX'き 開発 は すSめ られ て い る。

5英 国 に おけ る遠 隔 情 報 処理 シス テ ムの 将 来 の方 向

こ の 技 術 は ま だ 若 く,マ ル テ ィ ・ア ク セ ス ・ シ ス テ ム の 開 発 は,

第2の カ ー ブ に さ し かNっ て い る 。 英 国 で は,ケ ン ブ リ ッ ジ の マ

ル テ ィ ・ア ク セ ス ・シ ス テ ム が 動 き 出 し た の は1966年 で あ っ

た 。

シ ス テ ム の 数 は 年 々倍 増 し,1970年 末 に は,遠 隔 情 報 処 理

シ ス テ ム の 数 は リモ ー ト ・バ ッ チ と 会 話 型 の も の を ふ くめ て34

で あ っ た 。

1980年 ご ろ に は,リ モ ー ト ・ジ ョ ッ ブcエ ン ト リー ・ シス

テ ム の1/Oと し て は,COMが 非 常 に 重 要 性 を 増 す と 思 わ れ る 。
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最 後 に,英 国 に お げ る デ ィ ジ タ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 台 数 は

1963～64以 降,急 激 に 増 加 し,か つ,一 般 的 に コ ン ピ ュー

タ ・シ ス テ ム の 規 模 は 大 き くな りつSあ る。

1970年 に は 設 置 台 数 は 約6,500台 と な っ た が,1980

年 に は2万 台 に 達 す る も の と思 わ れ る。
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亀

当 方:全 員

Department・

1デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス の 現 状

英 国 で は デ ー タ 伝 送 サ ー ビス を 一 括 し てDatelサ ー ビス と 称 し て

い る。 これ は,D -ata旦eco㎜unicationsカ ・ら き て い る 。

'

Datel

サ ー ビス

の 種 類

伝 送 路
最 高

伝送速度
料金体系

郵政省

王デム

伝 送

モ ード

直列 ・
並列伝
送の別

備 考

Datel

100

専用電信

回 線

bits/ξ

50
H 不 要

スタ ート

ス トップ
直 列

郵政省では テレプ
リンタも提供できる

110 J 同 上 同 上 同 上 同 上

テレックス

回 線
50
標 準
テレックス

料 金

同 上 同 上 同 上 同 上

Datel

200

加入電話
回 線

200
標準電話
料 金

面2
部分

同期
同 上

Date1

600

同 上
60監

。。
同 上 泥1 同 上 同 上

郵賭 廿ま600bitφ
まで保証しn・ るが
1200bitsパ まで可能
である

専用回線
60髭

。。

S1又 は

S3
面1 同 上 同 上

郵政省 ではS3の 場

合1200bits/sま

で 保証 してい る

Date1

2,400

専用回線 2400 T 拓7 同 期 同 上

'

加入電話
回 線

60髭

。。

標準電話

料 金
面?

.

同 上 同 上

Datel

48K

広 帯 域
専用回線

kbits為

48

広 帯 域

特別料金

面8

と
泥9
同 上 同 上

補 足 事 項

。Date148Kで はpointtopointサ ー ビ ス の 他,手 動 に よ

る 交 換 サ ー ビス も 実 験 し て い る。
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料 金 体 系(1971年1月1日 現在)

そ の1.装 置 レン タ ル料 と接 続 工 事料

口)モ デ ム

モ デ ム の 種 類 年 間 レ ン タル 料金

モ デ ム%1 100ポ ン ド

モ デ ム 孤2 100

モ デ ム 面7 200

モ デ ム 茄8 420ポ ン ド(買 取)

モ デ ム%9(テ ー ブル に設 置) 480〃(〃)

モ デ ム%9(ラ ック に設 置) 580〃(〃)

注,接 続 工 事 料 は 不 要

(ロ)モ デ ム用 ラ ッ ク

モ デ ム%1,ylTa2,Ma7用 と も,年 間 レ ン タ ル 料35ポ ン ド

(1ラ ッ ク 毎 に)

PうDate1100(専 用 回 線)用 装 置

装 置 の 種 類 年 間 レン タル料金

テレプリンタ(プ リントお よびテープパンチので きるもの) 170ポ ン ド

テ レプ リンタ 、㌦ 一ルコー ト、、(付 加 変 換 器) 7

自動テ ープ送信機 65

リパ ーフォレ一 夕ー%2(全 テ ー プパ ン チ) 120

テ レ プ リ ン タ 泥15(リ パ ー フ オ レ 一 夕 と 自

動 テ ー プ送 信 機 付)

250(50ボ ー用)

300(75ボ ー用)

注,接 続工事料 は主要装置毎 に10ボ ン ド(これにそ の3の 回線接続料が加わる)
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(3)Date1100(テ レ ッ ク ス)用 装 置

テ レックス装置(国 際 ア ル フ ァベ ッ トMa2の5ビ ッ トコー ド

テ ー プの 自動 送 受 信 で き る も の)

テ レ プ リ ン タvra15(上 表 と 同 じ)

誤 り検 出 ユ ニ ッ ト

私 設 装 置 接 続 ユ ニ ッ ト

テ レ プ リ ン タ"オ ー ル コ ← ド"(付 加 変 換 器)

年 間

レ ン タル 料

295ボ ン ド

300

120

12

注,テ レ ック ス 回線 へ の接 続 工 事 料 は15ポ ン ド,そ の 他 の線 へ の

接 続 工 事料 は主 要 装置 毎 に10ポ ン ド

テ レ プ リン タnta15に は 付 加 装 置 と し て"モ ダ ン イ ン ス トル メ

ン ト"(買 取50ポ ン ド)が あ る 。

困 デ ー タ制 御 装 置(DataControlEquipment)

(公 衆 回線 網 に 設 置 し,デ ー タの 自動 送 受 信 を行 な う装 置 で あ

る)

DCEの 種 類 年 間 レン タル 料金 接続工事料

DCE泥1(電 話 回 線 用) 180ボ ン ド 25ポ ン ド

DCE面2(国 際電話 回線用) 50 25

DCE泥3(テ レ ック ス用) 240ポ ン ド(買 取)' 25
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そ の2公 衆 回 線使 用 料金

(イ)テ レ ック ス:料 金 は1ペ ンス 単 位 で あ り,距 離 に よ り,1ペ ン

ス あた りの使 用 時 間 が 決 め られ て い る。

距 離 1ペ ンスあた りの使用時 間

テ レ ックス セ ン ター 間が35マ イ ル の と き 60秒

〃35～75マ イ ル の と き 30

〃75マ イ ル以 上 の と き 15

(→ 電話(ダ イヤル接 続 の と き):料 金 は1ペ ンス 単位 で あ り,距

離k・ よび使 用 時 間 帯 に よって,1ペ ンス あ た りの

使 用 時 間が 決 め られ て い る。

1ペ ンス あた りの 使 用 時間

ピ ー ク レ ー ト 標 準 レー ト テ ー プ レ ー ト

月～金 までの

oo
900'～1200'

月～ 金 まで の
OO800'～900'

OO1200'
～1800'

(左 記以外)

市 内

市外 の

35イ マルまで

市外 の
35～50マ イル

市外 の
50マ イル以上

6分

20秒

12秒

8秒

6分

30秒

15秒

10秒

12分

72秒

36秒

36秒
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◎ 電 話(オ ペ レー タに よ る接 続 の と き):料 金 は3分1分 制 で あ

り,距 離 で3分 使用 あた りの料 金 が きめ られ て い

る。3分 以 後 は,1分 毎 に3分 使 用 あ た りの1/b

ず つ加 算 さ れ る。

3分 使 用 あ た り の 料 金

「

ピー ク レー ト

月～ 金 ま で の

9(bo'～

12%o・

標準 レー ト

月～金 までの1

8%0」9%0・

12%0'～

18(も0'c

※中間レー ト

土 曜 日の

08
00'～

1860・

※ テープレート

左記以外

市 外 の

35マ イ ル まで

市 外 の
'35、50マ イル まで

市 外 の

50マ イル以 上

10%ペ ンス

18

25レ2

9ペ ンス

13レ2

22%

6ペ ン ス

9

15

3ペ ン ス 層

6

9

注:中 間 レ ー ト,テ ー プ レ ー トは ク リス マ ス,元 日等 は 適 用 し な い 。

(→ 深 夜 サ ー ビス:テ レ 。ク ス と電話(ダ イヤ ル)に つ い て は ・%・'

～6。00'ま で の深 夜 に 使 用す る こと を条 件 に,使

用 時 間 に か か わ らず,年 間200ポ ン ドの 固定 料

金 とす る サ ー ビス で あ る。
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そ の3専 用 回 線料 金

(イ)専 用 電 信 回線:年 間 レン タル料金 制 で あ る。 そ の 例 を 下表 に示

す 。

距 離 タ リ フH タ リ フJ 接 続 料

(マ イ ル) (50bits/s) (110bits/s) (一 回 払 い)

5 90ボ ン ド 90ポ ン ド 15ポ ン ド

10。 162 162 15

20 322 322 20

50 420 550 25

100 46.0 610 30

200 510 710
1

35

300 560 785 35

注i複 数 回 線(同 一 区 間)割 引 制度 あ り(6回 線 毎 に 決 め られ て い

る)

(ロ)専 用 電 話 回線:年 間 レン タル 料金 制 で あ る。 そ の例 を 下 表 に 示

す。

距 離 S1 S3 T 接 続 料
(マ イ ル) (600bits在) (1200bits〆) (2400bit㎡) (一 回払い)

5 90ボ ン ド 180ポ ン ド 210ポ ン ド 15ポ ン ド

10 162 276 307 15

20 322 471 487 20

50 695 860 934 30

100 1145 1315 1480 40

200 1735 1905 2085 50

300 2200 2390 2570 50

ω 広帯域 専用 回線:問 合 わせ に応 ずる。
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皿 デ ー タ伝送 サ ー ビス の 利 用状 況

Datelサ ー ビス の端 末装 置 数 の推 移 を 下表 に示 す。

Datelサ_

ビ ス の 種 類
66年12月 67年7月 68年7月 69年7月 70年7月 71年7月

Datel

100

Datel

200

Datel

600

Datel

2400

510

253

750

56

347

950

422

1,014

1,100

1,648

2,481

24

1,500

2,993

5,557

199

1,964

5,116

8,271

603

合 計 763 1,15'3 2,386 5,253 10,249 15,954

皿 そ の 他

(イ)共 同使 用,他 人 使用 につ い て

o共 同使 用 は2社 間 な らば全 てOKで あ る。3社 間以 上 にな る と

50%以 上 の 資本 関係 を有 す る こ とが必 要 で あ る。

O他 人 使 用 は す で に認 め て い る。

(ロ)メ ッ セ ー ジス ウ ィッチ ング サ ー ビスに つ い て

o子 会 社 の50%以 上 の 資本 を有 す る親 会社 が そ の子 会社 に 対 し

メ ッセ ー ジス ウ ィ ッチ ング サ ー ビス を行 な うこ とは 認 め てい る。

o情 報 処 理 サ ー ビス業 の メ ッセ ー ジス ウ ィッチ ン グサ ー ビ スは 個

別 に決 め て い る。SITAは,Nonprofitな の で認 め た。

臼 専用 回線 と公 衆 回 線 の接 続 に つ いて

oこ れ につ い て は 既 に,Dataplexserviceと して 認 め て い
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る(71年9月1日)。 主 と し てTSS会 社 に 使 用 さ れ る と見 ら

れ る。(図 －a)

(」)NDPS(NationalDataProcessingService)に つh

て 。

oNDPSは1967年 議 会 で 認 め ら れ た も の で あ り,そ の 条 件

は,別 組 織,別 会 計,他 の サ ー ビス 業 と 同 じ条 件 で 通 信 回 線 を

借 り る こ と と な っ て い る。
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BritishEuropeanAirwaysCorporation

訪 問 日 昭 和46年11月24日

所 在 地BealineHouseRuislip

MiddlesexU.K.

面 接 者

Mr.J.R.FoulingComputerServicesManage『r,

RealTimeNetwo'rk,B.E.A.

Mr.R.W.PentonSeriorSalesExecutiveUNIVAC

当 方 全 員

IBEACON(BEA

1959年

1965年

1966年

1967年

1968年

coMPuTERNE'rwoRK)計 画 の歩 み

シ ス デ ム 研 究 チ ー ム 発 足

座 席 の 残 数 管 理 シ ス テ ム稼 動

旅 客 名 簿 記 録(PASSANGERNAMERECORD)

の 完 成

バ ー ミ ン ガ ム,マ ン チ ェ ス タ ー,エ ジ ン バ ラ,グ ラ

ス ゴ,ベ ル フ ァ ス ト,ロ ン ドン',ロ ン ドン空 港 の 各

オ フ ィス の 予 約 業 務 を オ ン ラ イ ン 化 。

チ ェ ッ ク ・ イ ン シス テ ム(ロ ー ド ・ コ ン トロ ー ル を

含 む),カ ー ゴ シ ス テ ム,飛 行 情 報 と運 行 管 理 シ ス テ

テ ム の 開 発 着 手 。

ダ ブ リ ン,ア ム ス テ ル ダ ム,パ リの 各 オ フ ィ ス を オ
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4

ン ラ イ ン化 。

1969年 チ ェ ック ・イ ン シ ス テ ム 完 成

1970年 カ ー ゴ シ ス テ ム 完 成

1971末 ～72年24オ フ ィス の オ ン ラ イ ン化 。・航 空 機,機

長,乗 務 員 に 関 す る デ ー タ ギ ャザ リン グ 開 始 。

皿 機 器 お よび 回線 構成

中央 の コン ピュ ー タは ユ ニ パ ック の大 型 コ ン ピュー タ494型

(65KW)2台 で 機器 構 成 は 第1図 に示 す とtsり で あ る。

回線 の ネ ッ トワー ク とし ては,イ ン ハ ウスの セ ン ター のほ か に,

GLASGOW,MANCHESTERな ど6ケ 所 の セ ンター に合 計720

台 の 端 末 機 が設 置 され,更 に後 述 のSITAの 国 際航 空 ネ ッ トワ ー

ク に もダ イ レク トに接 続 され て い る。
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目

皿 アプ リケ ー シ ョン の概 要

1,座 席 予約 シ ステ ム

航 空 会社 の 座 席 予 約 シス テ ムは,そ の性 格上,各 社 と も大 同 小

異 で あ り,オ ン ライ ンシス テ ムの 典型 と して 既 にい ろ い ろ紹 介 さ

れて い るか ら,こ こ で は端 末 機 の 特 徴 の み に と どめた い。

使 用 して い る ター ミナ ルは,ユ 二 七 ッ トと名 づ け られ る75BPS

の端 末 機 で あ る。 フ ラ イ トプ レ イ ト一 夕 イム テ ー ブル の下 に8

箇 の コ ラムが も うけ られ,各 プ レ イ ごと に特定 カ ラム に穴 が あ ら

か じあ あけ て ある 一 を ユ ニセ ッ トに さ し こむ ことに よって,ど

の区 間 の予 約 で あ るか を 自動 的 に コ ン ピ ュー タに知 らせ る とと も

に,オ ペ レ ー タに現 在 運航 中 の正 確 な タ イ ムテ ー ブル を提 示 す る。

客側 か らの予 約 申込 が,フ ライ トナ ンバ ーで あ って も,出 発 時 刻

の 指定 であ って も,あ るいは 何 時 発 の便 が ある のか とい う照 会 に

対 して も,区 間さ え 確 認 す れ ば,そ の 区間 の フ ライ トプ レ ー トが

差 し こま れ る か らす ぐ正 確 に応 答 で きる よ う工 夫 され て い る。 こ

れ に よ り,オ ペ レー タ の 記憶 違 い に よる ミスが さけ られ る こ と は

も と よ り,タ イム テ ー ブル の変 更 が あ って も,オ ペ レー タ に 負担

が かか らな い とい う利 点 もあ る。

現 在,場 所 を とらな い た め経済 的 で あ る との観 点 か らユ ニ ス コ

ー プ100へ の移 行 も検 討 中で あ る。

現 在,ユ ニ セ ッ トが520台,(内350台 は予 約 セ ン タ ー)

テ レプ リン タが200台,合 計720台 の ター ミナルが オ ン ラ イ

ン用 に 配置 され て い る。
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2チ ェ ック イ ン ・シ ステ ム

機 種 の 増 加 や 便数 の増大 の た め,空 港 での チ ェ ック イン担 当者

に課 せ られ る負担 を 軽減 させ,ス ピ ー ドア ップ をは か る とと も に,

空 席 待 ち や無 予 約 客 の 迅速 な 処理,出 発 直前 に かけ つ け た搭 乗客

の扱 い な どサ ー ビス 向上 と同 時 に座 席 の販 売効 率 向上 に もね らい

をつ け て い る。

ロー ドバ ラン スの チ ェックほ,成 年男 女 に子 供 程 度 の 区分 で 体

重 の一 定 の平 均 値 を も ち,手 荷 物 の個 数 と実 重量 によ り行 なってい

る。

使 用 ター ミナル は,バ ン カ ー レモ 作成 の小 型CRTデ ィ・プ レ イ

で ある。
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DepartmentofTradeandIndustry

(英 国 貿 易 産 業 省)

訪 問 日 昭 和46年11月23日

所 在 地'D。anB,ad1。yH。u、e,H。rseferryR・ad,

LondonSW1.

面 接 者

Mr.B.W.OakleyHead,SystemsandElectronics

Division2

Mr.B.R.TaylorDepartmentofTradeandIndustry

CSE2.

Dr.C.J.DickinsDepartmentofTradeandIndustry

CSE2.

Mr.D.BarberComputerScienceDivisionNPL

Dr.M.E.Leesley

Mr.D.WBeechingDTICSE

当 方:全 員

1大 要

イギ リス貿 易 産 業 省 は,労 働 党 か ら政権 を ひ き つ い だ 現 保 守 党

政 府が 既存 のBoardofTradeと 科 学 技 術省 を併 合 して 設 立 さ れ

た もの で あ る。

D.T.1.は イ ギ リス の コン ピュー タ産業 と コン ピュ ー タ ・ユ ーザ

の健 全 な 成 長 に大 きな 関心 を 払 って い る。
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今 回 の調 査 団 の 往訪 に際 して は,以 下 述 べ る よ うに遠 隔 情報 処理

に 関 す る こ と のほ か,広 汎 に わた る説 明が あ り,そ の 中途 で は,何

回 も,相 互 に議 論 の や りと りを 行 な った。

∬ 詳 説

1.イ ギ リスvak－ け る コン ピュ ー タ利 用 の環境

(1)コ ン ピュ・一 夕界 は史 上 初 の 経済 不 況 を 経験 した。 この数 年 の

年 間成 長 率 は30%ほ どで あ った が1971年 は か な りの低 下

を 示 した。 経 済 不 況 が終 わ る見 通 しがつ いて き た が,果 して コ

ン ピュ ー タ産 業 も一 般 経 済 の 上 昇 と共 に よ くな っ て元 の カ ー ブ

に 戻 る か,そ れ と も不 況 を 転 機 と して 成 長 率 が 低 下 す るか ど う

か は判 らな い。 しか し,イ ギ リスの 多 くの人 々 は元 に戻 るだ ろ

うが,30%よ り も幾 分 下 廻 わ る よ うに な る で あ ろ うと考 え て

い る。 多分 こx数 年 間は20%台 に と どま る で あ ろ う。

と もか く1971年 は コ ン ピュ三 夕産 業 に は 不 振 の年 で,ま

た,ユ ー ザー も新 しい コ ン ピュー タ ・シス テ ムへ 投 資す る資金

に 困 った 年 で もあ った 。 たS',投 資効 率 や コ ン ピュー タの効 率

的な 使 用 とい った ことを反 省 す る よい 機 会 であ った ともい え よ う。

(2)DTIは これ ま で よ りも一 層,RemoteComputingや 通

信 回 線 の 利 用 を 奨 励 して 行 く立 場 に あ る。

イ ギ リスお い てremotecomputingに 関 す る意見 は 依 然 と

して わ かれ て い る が,消 息 通 はremotecomputingが 今 後 ま

す ます 増 加 す る と予測 し て い る し,メ ー カ ー筋 はRemotejob

entryに 適 した,イ ンテ リジェ ン ト ・タ ー ミナル,す な わ ち ロ
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へ

ー カル に処 理 もで き る し ,主 コ ン ピ ュー タヘ デ 一 夕を 送 る こ と

もで きる タ ー ミナ ル が今 後,急 速 に伸 びる で あ ろ うと予 測 し て

い る。

一 方 ,中 小 企 業 は 現 在 は オ フ ライ ンでサ ー ビス ・ビュ ロー を

利 用 して い る。・す で にremoteacccssbureauカ く出現 して

お り,こ うした もの が 増 加 す る ことを 望 んで い る。

DTIと して は,次 の数年 間 に この傾 向 が急速 に進 展 し,小

型 の タ ー ミナル 兼 用 の もの は 別 と して,コ ン ピュ ー タを 自分 で

持 つ こ とは 比 較 的 少 な くな る の では な いか とみ てい る。

イギ リス での 問題 は,人 々が 自分 の施 設 を持 ちた が る傾 向が

あ り,こ れ が集 中 化 した コ ン ピュ ー タ施 設 を 利用 す る経 済 性 の

促 進 を阻 害 して い る。

周 囲 に端 末 機 が あ っ て 中央 の コ ン ピュータ と接 続 さ れ て い る

い わ ゆ る ス タ ー型 の ネ ッ トワー クは沢 山 あ るが,イ ギ リス に は

現 在 の と ころ メ ッ シ ュ型 の ネ ッ トワー クは未 だ ほ とん ど存 在 し

な い。("ほ とん どな い"と いっ た のはDr.DickinsがSouth-

westUniversityで メ ッシュ型 ネ ッ トワー クの 実 験 プ ロジェ

ク トを行 なっ て い るか らで ある。)メ ッ シ ュ型 が 急 速 に伸 び る

とは考 え て いな い し,ま た,remotecomputingも 同様 に急

速 に は伸 びまい と考 え られ る。

比 較 的安 い端 末 機(ビ ジ ュア ルな もの では な い)を 用 いて ビ

シュ アル ・レ コ ー ド ・コ ン ピュ ーテ ィ ング ・サ ー ビス をは じめ

た会 社 が 最 近 破 算 しそ の 失敗 例 がremotecomputingへ の 信 頼
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性 へ悪 影 響 を与 え た。(社 名は オ ー トノ ミック ス。 実 際 の失 敗

の 原 因 は 技 術 的 な も の では な く,財 政 上 の も ので あっ た)こ

の影 響 は今後 数年 に亘 って この 分野 の 市場 に残 るで あ ろ う。

2.中 央 政 府 に おけ る研 究

(1)政 府 が ネ ッ トワー ク計 画 の 研 究 を盛 ん に 行 な っ て い る。 実 験
ノ

も＼計 画 され,設 計 段階 にあ る。

この 数 ヵ月,イ ギ リス は ヨー ロ ッパ に 目を そそ い で い るが,

最 近 ヨー ロ ッパめ 電 気 通 信 に 関 しConferenceEuropean

desPostetTも1≡co㎜unication(CEPT)が 設・置 さ れ

た。 こ れ が コ ン ピュ ー テ ィ ング と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの ニ ーズ

を研 究 す る こ と にな り,イ ギ リス の会 社 が 負請 うこと にな った。

これは ヨー ロ ッパ全 体 と しては 大 きな 第1歩 で あ る。

ヨー ロ ッパ にお け る銀 行,殊 に世 界 的な 銀 行 は ネ ッ トワーク

設 立 に 関 心 を 示 し て お り.共 同 で別 の イギ リス の会 社 に研 究 を

依 頼 して いる。

航空 会 社 の み な らず,各 方 面 が ヨー ロ ッパ ・ネ ッ トワー クの

設 置 に 関心 を持 ちは じめ て い る。

(2)CEPTのDataCo㎜unicationRequirementStudyの 結

果 は1973年 の は じめ に発 表 され る予 定 であ り,契 約 は 先 月

末(1971年10月)に サ イ ンされ て,契 約 は2つ の 部 分 か

らな り,第1部 は 市場 調査,第2部 は技 術 面 で あ る。

イ ギ リスで は 独 自にSccon社 で研 究 が 行 な われ て む り,ヨ ー
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亀

ロ ッパ の研 究 は そ の 延 長 にす ぎな い。

3.PostOfficeCooperation(P.0.C.)の コン ピュ ー タ ・プ

ラ ン

(1)1968年 にSCICON(ScientificControlSystem

Ltd.)に よ って デ ー タ伝 送 の将 来 の市 場 と デ ー タ伝 送 の将 来

の 必須 要 件(requirement)に つ いて の調 査 研 究 が 開始 さ れた 。

この結 果 の 中 で 重 視 さ れた ものは 端 末 機 使 用 につ いて の予 測

で あ る。 この 予 測 に よれ ば,こ の10年 ばか りの あ いだ に端 末

機 の 使 用 は か な りの 急 カー ブ で上 昇する と予 測 され て い る。 面

白い こ とに は10kbit/9㏄ く らい の 高速 タ ー ミナ ルが 使 用 さ

れ る こ とを 予 測 し てい る こ とで あ る。 も ちろ ん,そ の数 は 限 ら

れ た もの で,一 般 には も っ と低 速 の もの が用 い られ るが 。

この研 究 はP.0.C.の た め に行 な わ れた もの で,一 部 には こ'

の研 究 結 果 に基 づ き,ま た,一 部 には 彼 等 の独 自の 研究 に基 づ

い て,デ ィ ジタ ル ・ネ ッ トワー ク の需 要 に つ い て真 剣 に検 討 さ

れ る よ うに な った。

P.O.C.は3つ の新 研 究 を依 託 した。 す な わ ち,① はStand-

ardTelephoneLimitedの ス トア ー ・ア ン ド'・フォ ー ワー

ドとか パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ング ・モ ー ドに 関 す る も の で あ り

国 立 物 理 研 究 所 で盛 ん に研究 を行 な って いる。

② は ・パ ケ ッ ト ●ス イ ッチ ング な どデ イ ジ ィタル 回 線 交 換 に

関 す る もの で あ る。
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③ はInternationalComputerLimitedへ 依 頼 し た 顧 客
,

の ニ ー ズ に関 す る もの で あ っ た。

こ うした研 究 の 結 果,P.0.C.が 考 慮 すべ き デ ィジタル交 換

の 要 件 が 次第 に明 ら かに な っ てい った1ま た,新 ネ ッ トワーク

の 特 色 も明 らか に な っ てい っ た。

そ して,新 シス テ ムは 次 第 に増 加 す る デ ィ ジ タル 伝 送 に 対応

で き る もの,し か も,現 存 の テ レ ック ス ・シス テ ム に も共 用 で

きる もの で な け れ ば な らな い とい うこ とに な っ た。

1978年 を め ざ し て この よ うな ネ ッ トワー ク を設 け る計 画

を進 め てい る。 現 在 の と ころ,7つ の交 換 局 を お き,80年 ま

で に20に 増 やす とい った 具 合 に 進 め る こ とに な っ て い る。

(こ れ は あ くまで も実験 的 な もの で,こ の 数 は 変 り うる)。

② サ ーキ ッ ト ・ス イ ッチ ング やパ ケ ッ ト・スイ ッチ ング に対 す

る ユ ーザ ー の反 応 は条 件 次第 で あ ろ う。2シ ス テ ム 間の 料金 差

に も よる だ う が,一 般 の コ ン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ー は パ ケ ッ ト ・

ス イ ッチ ング が 本 命 だ と考 え てい る よ うだ。 同 時 に料 金 制 度 が

ど うな るか を気 に かけ てい る よ うだ。 例 え ば パ ケ ッ ト・シス テ

ムが 採 用 され て も,そ の料金 制 度 が 適 正 な もの で な い な らば従

来 の シ ステ ムか ら 乗 り換 え よ うとし な い で あ ろ う。

現 時 点 で は サ ー キ ッ ト ・ス イ ッチ ン グの 方 が より フ レ キ シ ビ

リテ ィ に 富ん で い る よ うに思 え るか につ い て は,イ ギ リス の ユ

ー ザ ーは まだ料 金 も は っ き りしな い の に,ど ち ら を 選 ぶ か 聞

かれ て も返 事 に 困 る だ ろ う。 料金 制 度 を 検 討 中 だ と思 うが,こ
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れ まで の と ころ仮 の案 も ま とめ られ て い な い 状態 だ。

ユ ーザ ーは デ ィ ジ タル 伝 送用 の ネ ッ トワー クの ニ ー ズ を切 実

に感 じて い る。 だ か らネ ッ トワーク新 設 の計 画 が発 表 さ れれ ば,

ス イ ッチ ング ・シス テ ム につ い て議 論 さ れ る よ うに な る だ ろ う。

サ ー キ ッ ト ・ス イ ッチ ン グ の方 が柔軟 性 に 富ん で い る とい っ

た 意 味は,サ ー キ ッ ト交 換 の場 合 には,ユ ーザ ー は どの よ うな

コー ドで も,ス ピー ド,エ ラー ・コ レク シ ョン手法,デ ータ ・

コ ン トロール 手 法 で も 自由 に用 い る こ とが で きるの で コ ン ピュ

ー タ ・ユ ーザ ー に とっ て は便 利 では な か ろ うか と い うことだ。

一 方 ,ス トア ・ア ン ド。フォ ー ワー ドの場 合 には コ ン ピュ ー

タ ・ス イ ッチ ング の利 用 に関 して 多 くの制 約 を受 け る こ とに な

る。

イ ギ リス の ユ ーザ ーは この よ うな ことを 気 に し てい な いか と

い う質 問 に対 して は,次 の よ うな 回答 で あ った。 す な わち,

a)ユ ー ザ ー は バ ン キ ン グ と か 航 空 座 席 予 約 とか化 学 製

造 シ ス テ ム な どに 興 味 を 奪 わ れ てい て,コ ミュニ ケー シ ョ ン

とい うの は ユ ー ザ ーに と っては 新 し い こ とで あ るか ら,彼 等 の

要 求 が 満 た され る通 信 シス テ ムが提 供 され る限 り,あ ま り柔軟

性 の度 合 い な どを 気 に し てい な い よ うだ。

b)自 分 だ け の こ とを 考 えれ ば柔 軟 性 に 富 ん で い る よ うに 考

え られ るか も知 れ な い が,や が ては 他企 業 の シス テ ム との接 続

も考 え る よ うにな る。 そ の 際 に全 国 ネ ッ トワー クの コ ー ドとか

レ コ ー ドの 長 さの よ うな もの に枠 が は め られ て い れ ば,他 の 人
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々 もそ れ に従 わ ざる を得 な い か ら,矛 盾 し て い る よ うに聞 こえ

るだ ろ うが将 来 の発 展 に よ り柔軟 性 を与 え る こ と にな るの で は

な か ろ うか。

パ ケ ッ トが よい か サ ー キ ッ トが よい かは 見 解 の 相 違 か ら くる

もの で,分 野 毎 に論 ず ぺ き問題 だ と思 う。

(3)P.0.C.は デ ィジ タル ネ ッ トワー ク計 画 を研 究 中 で あ り,1

973年 頃 ま で に は しっ か りした計 画 を発 表 し た い とい っ て る

か らそ れ まで には 料金 体 系 も決 定 され るだ ろ う。

どの よ うな ネ ッ トワー ク が提 供 され るかは と も か く,DTI

が 関心 を もっ て い る こ とは,そ れ がclearな もの,も し くは

transparentな もの で あ るべ きだ とい うこ とだ。 通 信 回 線 を

利 用 す る2人 の顧 客 に とって大 切 な こ とは,そ れ がtra .nspa--

rentで あ る とい うことだ。 しか し,P.O.C.は,普 通 は,両

端 にMODEMをte`い て シス テ ムが顧 客 に よ って損 傷 を 受け る こ

とを 防 ζ うと して い る。MODEMの 問 題 を克 服 す る方 法 がな

いわ け で は な い。 顧 客 に とっ て は シ ス テ ムが 全 体 的 にtranspa-

rentで あ る こ とが大 切 で あ る。

料 金 の こ と もも ち ろん 大 切 だ が,伝 速 ス ピー ドも料金 を大 い

に左 右 す る。

顧 客 に とっ て もP.0.C.に と って もtransparentは 大 切 な

問 題 だ。 最 近,P.0.C.は ユー ザ ー の不 満 に応 え て.標 準 化 を

進 め た。 標 準 化 な し には 折 角提 供 され た シス テ ム も あ ま り使用

され な い の で は あ る まい か。 電話 シス テ ム に して も,今 日われ
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わ れ が世 界 の何 処 へ で も電話 が か け られ るの は世 界的 に標 準 が

出 来 て い るか らだ。

そ こで電 話 同様 に デ ータ 伝 送 も普 通 的な もの に した い。 そ し

て そ の あ る部 分 は 完 全 にtransparentで な け れば な らな い。

(4)ヨ ー ロ ッパ の問 題 も既 に 言 及 され た が,P.O.C.は ヨー ロ ッ

パ ば か りか全 世 界 の傾 向 に も気 を くば っ てお り,標 準 化 そ の 他

につ い て世 界 に 向 って 発 言 してtsり3つ の国 際機 関 と関係 を持

って い る。 そ の1つ はCEPTで あ り ヨー ロ ッパ 全 体 に つ い て

研 究 し よ うと し て いる。 あ との2つ はCCITTとISOで あ

る。

それ か ら ス イ ッチ ン グな どにつ いて の決 定 をす る基 礎 とし て

の 実 験 計画 もある。 これ は 関 心 あ る顧 客 と共 同で行 な われ る も

の で 全 国 に あ る3つ の セ ン タ ーが 中心 と な り,関 心 あ る顧 客 に

無 料 で実 験 ネ ッ トワー クを使 用 させ,標 本 的 意見 と使用 上 の統

計 的 資料 を と る以 外 に パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ン グにつ いて も研 究

す る ことをP.0.C.は 狙 っ て い る。

(5)以 上 がP.0.C.の 計 画 の概 要 だが,DTIと し ては そ の所 轄

の コ ン ピュー タ ・サイ ドか ら,料 金 問 題 や,ど の よ うな 種類 の

ネ ッ トワーク がP.0.C.か ら提 供 され る か興 味深 くそ の 結果 を

見 守 っ てい る。

第2の 関 心は 機 器 と の 関連 であ るがP.O.C.は 非 常 に大 きな

機 器 の購入 者 で あ り,機 器 の市 場 に大 きな影 響 が あ る。

第3の 分 野 は,先 述 の どの程度 の こ とを ネ ッ トワ ーク で や っ
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て くれ るか,た とえ ば エ ラーな どは 自分 達 で どの よ うに防 げ ば ・

ネ ッ トワーク は どの程 度 ま で カ バ ー し て くれ る か とい っ た問 題

で あ る。

4.NationalEconomicDevelopmentOrganization

(1)イ ギ リス に はNationa1EconomicDeVelopmentOrga-

nizationと い う機 関 が あ り コ ン ピュ ー タ 分 野 に も 多 く の 努 力

を そ そ い で い る。 これ はgovernmentsponsoredbodyで,

政 府,産 業 界,組 合 が 参 画 し て い る。 そ の 小 委 員 会 の1つ は

P.0.C.に 関 す る もの で,そ の 下 に デ ー タ 伝 送 に 関 し て 進 言 す

る ワ ー キ ン グ ・パ ー テ ィが あ る 。 これ は 現 在 で も活 動 し て お り,

政 府,民 間,企 業,大 学 な ど の ユ ー ザ ー か ら 一 般 的 に は 成 っ て い て,

こ れ は 他 の ユ ー ザ ー を 代 弁 す る上 で か な り の 成 功 を お さ め て い

る と 思 う。 これ は 政 府,特 に,P.0.C.関 係 に ユ ー ザ ー の 意 見

を反 映 さ せ る 機 関 で あ り,そ れ に 関 す る報 告 書 も作 成 し て い る。

(2}50ほ ど の ユ ー ザ ー が 出 席 し た と て も よい セ ミナ ー が 開 催 さ

れ た こ と が あ る。"DataTransmi8sionforFuture"と

い う テ ー マ の セ ミ ナ ー で4つ の 論 文 が 出 さ れ た が,そ の1つ は

P.O.C.の 将 来 計 画 に 関 す る も の で,も う1つ はAdvisory

groupのDataTransmissionに 関 す る レ ポ ー トで,第3は,

SouthWestUniversityの 研 究,そ し て 第4がDevelo-

pmentofDataTransmissiontomeetfutureusers

needsで あ っ た。(こ れ はDTIのtechnicalsupPirt
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unitの 人 達 が 出 した もの で あ る)。

その 結 果,ユ ー ザ ーか ら 出され た コメ ン トはP.O.℃.に と っ

て非 常 に有 益 な もの で あ った。 いわ ば圧 力団 体 の よ うな 作 用 を

し,非 公 式 の団 体 な が らP.O.C.の 計画 に ユ ーザ ー の立 場 か ら

修 正 を加 え る の に あ つ か って 力 が あ った。

SCICOMの 報 告 書 も3部 か らな る部厚 い もの で あ る。

Advisory(}roupは 各 方 面 の意見 を聴 取 してい る が,そ の1

つ にRealTimeClubと い うの が ある。 これは 全 くの 非 公 式

な 団 体 で,デ ー タ伝 送 に 関係 が あ り,関 心 を持 っ て い る個 人 の

集 ま りだがP.O.C・ が や るべ き こと ・や っ て は な らな い こ とな ど

に つ い て 意見 を 発 表 し て お り,圧 力団 体 の 役を果 し て い る。
`

5.標 準 化

標 準 化 とか互 換 性 に つ い ては,イ ギ リスで はICLとIBMが

考 慮 され る。 残 念 な こ とに テ レ プ リン タの よ うな周 辺 機 器 は1つ

の機 種 に しか 合 わ ず,す ぐ他 機 種 に接 続 は で きない。 この 種 の互

換性 の欠 除 は 全国 ネ ッ トワー ク に と って 問題 で あ り.更 に,ヨ ー

ロッパ ・ネ ッ トワー クや 世 界 的 ネ ッ トワー ク を 考え る 際 に,大 き

な 障害 とな る。DTIのTechnicaJSupportの 人 々は 目下 この

問題 に 関す る報 告 書 を作 成 してお り,標 準化 へ 向 か う よ う人 々を

説 明 す る には どお した ら よい か検 討 し よ うと してい る。

6.大 学 で の 利用

ω 他 の 国 々に お け る と同様,イ ギ リス の大 学 もコ ン ピ ュ ー タ分
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野 に次 の よ うな興 味 を もっ てい る。

① サ ー ビス 分野,大 学 自体 の コ ン ビ=・7タ 利 用 の た め大 学 内

の ユ ー ザ ーに対 して コン ピュ ー テ ィング ・サ ー ビス を 提供 し

て い る。

② コ ン ピュ ー テ ィング ・サ イ エ ンス の分 野,こ れ には コ ン ピ

ュ ー タ科 学 の他 に,ユ ーザ ー教 育 も含 まれ る。

③ パ イオ ニ ア リン グ,す なわ ち大 学 が 先 駆 的 役 割 を果 す こ と

は 本 来 の使 命 で あ る が,コ ン ピュ ー タ科 学 の分野 で な くサ ー

ビス 部 門 で も大 学 な らば先 駆 的 リス ク を負 うことが で きる場

合 が ある。

コ ンゼ ユ ーテ ィン グ科 学 の面 で は.傾 向 とし ては 研究 の大 半

がSeienceResearchCouneil(科 学 教 育 を担 当 し てい る

機 関)か ら研 究 資 金 を 受 け て い る。 ネ ッ トワ ー ク研 究 の分 野 も

このCOunei1か ら資金 を もら って お り,最 近,特 定 の グル ー プ

が ワー キ ング ・パ ーテ ィを設 置 し,こ うした こ と と関連 の あ る

政 策 をた てる た め に.ネ ッ トワ ー クのRア ン ドD,未 開 発 の研

究 分野 な どにつ い て実 地 調 査 を行 な った。

も ちろん,三 ン ピユ 一 夕科 学 と サ ー ビス とは 車 の両輪 で切 り

離 す こ とは で きな い し,相 互 に か らみ あ って い る も ので あ る。

(2)大 学vaSb・け るtr－ ビス提供 の 研 究 は,コ ン ピュ ー タ評 議会

(ComputerBoard,後 述)の 担 当 で あ り,こ れ もまた

ResearchCouncilorの 下 に あ っ て,結 局 はScience

ResearchCouncilの 下 に あ る。
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ComputerBoardはDepartmentofScienceaIId

Educationの 管 轄 下 に あ り,Board自 体 は 公 務 員 に よっ て

構 成 され て い る ので は な く,事 務 局 は 公 務員 に よっ て構 成 さ れ

ては い るが,Board自 体 は大 学そ の値 いろ い ろな 人 々 に よっ

て構 成 され てお り,そ の任 務は大 学 とかResearchCouncilの

管轄 下 の諸 活 動 の た め の汎 用 コン ピ ュータ購 入(provision)

を検 討 す る こ とに あ る。

ComputerBoardに はRegionalOrganizationカ くあ り ・

す べ て のregfonを 掌 握 し て い る。 通 信 回線 の利 用 の進 展 と共

に各 地域 内 の通 信 の 問題 を検 討 し,更 に,地 域 間 の通 信 も担 当

す る よ うに な っ た。

大 学 に設 置 され た コンピュータは互 い に接続 され て コ ン ピュー

タ ・ネ ッ トワーク を 形成 してい る もの もある が全 部 が 全 部 で は

な い。

(3)Facultyaccess(大 学 の 各学 部 で の利用)は 大 学 の 構 内

に 多 くの端 末 機 を配 備 す る 方 法 が 現在 と られ つつ あ る。 全 部 の

大 学 では な い が か な りの 数 の大 学 に お いて 計画 が 進 ん で い る。

現在 の と ころマ ル チ ・ア クセ スが稼 動 して い る大 学 は 極 く限

られ て い る。 ケ ン ブ リッ ジ,エ ジ ンバ ラ,そ れ に ロ ン ドン とい

った各 大 学 が主 な も の だ ろ う。 他 の諸 大 学 で はや っ て い て も.

端 末 機 の数 は ま だ少 な い。

利 用分 野 は,一 般 的 に科 学 部 門 で あ る。

(4)コ ン ピュー タ評 議 会 の 任 務は 大 学 の コン ピュ ータ ・ニ ーズ を
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満 た す ことに あ る。

1966年 に プ ライ ヤ ン ・ク ラ リス 教 授 は大 学,高 等 工 業 専

門 学 校(こ れ は現 在 では大 学 に 昇 格 し てい る)そ れ に政 府 研 究

機 関(ResearchCounci1)な ど に最 適 な コン ピュ ー タ利 用 に

は どの よ うな もの が あ るか,ま た,ど の よ うに して コン ピュ ー

タ を 配備 し てい った ら よい か を研 究 す る た めに 委 員会 を設 けた。

ク ラ リス報 告 は1969年 に 発 行 され た 小 冊 子 だ が大 変 有 用

な もの で あ る。 そ の 勧 告 と 実 際 に 行 な わ れ て い る こ とを比 較 す

るの は 興 味深 い。

ク ラ リス報 告 の 勧 告 の1つ は,地 域 コン ピュー テ ィ ング ・セ

ン タ ーを設 置 す る こ とで あ っ た。 そ して ス コ ッ トラン ドの エ ジ

ンバ ラに セ ンタ ー が置 か れ,そ この大 学 とそ の 周辺 地 域 の

ResearahCounsi1の ニー ズ を満 た す よ うに な っ て い る。

地 域 コ ン ピュ ー テ ィ ン グ ・セ ン ターは そ の地 域 内 の大 学 や

ResearchCounsilにComputingserviceを 提 供 す るた

め の もの であ る。

主 要 な サ ー ビス活 動 の外 に サ ー ビス を 向上 させ る た め の研究

や開 発 努 力 が 必要 であ る。

こ の よ うな 関連 に お い て,エ ジ ンバ ラ大 学 に は シス テ ム4が

設 置 され.当 時 のMinistryofTechnologyは この システ

ム4・ コン ピュ ー タの た め の マ ル チ ・ア ク セ ス ・シス テ ム の開

発 に 乗 り出 した。 この計 画 は,1966年 に 開 始 さ れ,3年 計

画 で あ った が,意 外 と時 間が か か り,現 在 は シス テ ム の メ リッ
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トの 評 価 が 行 な わ れ て い る 段 階 で あ る。 これ は 大 変 立 派 な シ ス

テ ム で あ り,そ のConceptは 他 で も応 用 さ れ てい る。

現 在 の と こ ろ1日5時 間 使 用 さ れ て お り,今 後 数 ヵ 月 の 間 に

稼 動 時 間 を 伸 ば し,最 終 的 に は24時 間 稼 動 と な る。 こ れ は,

EMAS(EdinburghMalti-AccessSystem)へ の 資 金 援

助 計 画 の 一 部 で あ る 。

(5)次 に,わ れ わ れ が 参 画 し た 実 験 計 画 は,SouthWestの

IntegratedComputerNetworkSystemの 開 発 で あ っ

て,こ れ は ス タ ー 型 ネ ッ ト ワー ク で あ り,ス タ ー の 中 心 をBris-

to1に し た 。 ス タ ー の 中 心 は コ ン ピ ュ ー タ本 体 で は な く,コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッ サ が ス タ ー の 中心 点 に た っ て い る 。

そ してCommunicationProcessorか ら 同 じ建 物 内 のBrisr

tolComputerと そ れ か ら12哩 ほ ど南 西 に あ る バ ー ス50～

60哩 南 西 に あ る エ ク ス タ そ れ に ブ リス トル 運 河 を へ だ て た カ

ー デ ィ ブ
,こMに は2つ の カ レ ッ ジ が あ っ て1つ の コ ン ピ ュ ー

タ を 利 用 し て い る。 これ ら4つ の コ ン ピ ュ ー タは す べ て シス テ

ム4で あ る 。

ブ リス トル の コ ン ピ ュ ー タ は 以 前 は470で あ っ た が,現 在

では475に な って い る。 カ ー デ ィ フの ものは 以 前B450を

使用 してい た が,現 在 で は475に ア ップグ レー ドさ れ て い る。

他 の2つ は450で あ る。

2年 半 ほ ど前 に,わ れ われ は こ の プ ロジェ ク トに 資金 を出 し

た。 そ して これは1972年 の6月 ま で継 続 され る。 現 在 の と こ
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ろ予 備 テ ス トの最 中で 本 番 の 直 前 とい う状 態 に あ る。 ユー ザ ー

は 今 の と ころす ぺ て大 学 であ る。EMA'S之 は 違 うマル チ ・ア

ク セ ス ・シス テ ム で 運 用 さ れ る 。 こ れ はICLの 独 自 の マ ル チ

・ア ク セ ス ・ シス テ ム で あ る 。

当 初 は ブ リス トル の475コ ン ピ ュ ー タを ス ター'ネ ッ ト ワ

ー クの 中心 にす るつ も りで あ っ たが ㌧も し,475が ダ ウン し

た 場 合 に全 ネ ・ トワー クが ダ .ウン して しま うの で ・コ ミュニ ケ

ニ シ ョ ン ・プ ロセ ッサ を極 く最 近 入 れ て,そ れ を シス テ ムの 中

心 と した 。

通 信 回線 も当 初は 電 話 回 線 を使 う予 定 だ ったが,不 満 足 で あ

るこ とが す ぐに判 った の で,P.O.C.が48Kボ ー の 回 線 を設 け

た 。 実験 で あ るか ら無 料 であ る。48KはP.OOが 計 画 中の ネ ッ
澤=

い

ぷ

トワー ク の幹 線 にな1るAの 誕 あ る。

実 験 参 加 会 社はICLで あ っ て,ICLとDTIと が コス ト

を折 半 してい る。 ハ ー ドウ エアは もち ろ んComputerBoard

を 通 じて提 供 され た もの で あ る。

この 実 験は 順 調 に 進 ん で お り,ほ とん ど予 定 通 りで あ る。 も

うじ き本 番 に な る と ころ で あ る。

将 来 コ ン ピゴ 一 夕を環 の よ うに 接続 す る こ とに より ネ ッ トワ

ー クは 完 成 す る。

現 在 の とこ ろ こ の ネ ッ トワック は均 一(homogeneous)で

で あ る。 あ る コ ン ピュー タは450で 他 は475で あ るが,と

もか く,す ぺ て シ ス テ ム4で 統 一 され て い る。 しか も,す べ て
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マ ル チ'ジ ・ブで 運 用 され て い る。

異 機 種 の コン ピュー タ との接 続 経験 が 必要 で あ り,目 下,サ

ウス ・ハ ンプ トン と の リ ンゲー ジ の交 渉 が 進 め られ て い る。

こ の ネ ッ トワー ク の真 の 目的は,契 約 上 は 次 の 目的 を も った

ツ フ トウエ ァの 開 発 とい うこ とに な って い る。 す な わ ち,① ネ

ッ トワー ク ・ユー ザ ー を して シス テ ム 内の ～・か な る コ ン ピュ ー

タに も アク セスす る こと を可 能 に す る。②OffLoadingJob

に よ って,各 コンピ ュータの 負 荷 の パ ラソスを とる。

(6)で きるだけ大 きなfixeddiskを 用 い て デー タベ ー ス を開 発 し

ネ ッ トワー ク ・ユ ー ザ ー の利 用 に 供 す る。

も し,1台 の コ ン ピュー タが ダ ウ ン して も,各 大 学 に 設 け て

あ る コ ミュニ ケー シ ョン ・プ ロ セッ サ を通 じて端 末 機 は 依 然 と

して 他 の コ ン ピュー タに接続 す る こ とが で き るこ と を狙 っ た。

同 じ よ うに1箇 所 の コン ピ ュー タの 記 憶 装 置が 何 か特 定 の仕

事 をす るだけ の十 分 な容 量 を もっ てい な い 場合,も っ と大 き な

機 械 に ア ク セスす る こ とが で き る。

ま た,何 か 特 定 の デ ー タ ・フ ァ イルや プ ログ ラムが 必 要 な と

きに,自 分 の コン ピュ ー タに 保 管 して お く必 要は な く,ネ ッ ト

ワー ク上 の コ ン ピュー タの どれ か らで もア ク セスす る こ とが で

き他 の 機 械 に処理 を や らせ る こ と もで きる。

デ ー タベ ースは 沢 山 あ る。 特 別 に大 きな ものが ブ リス トルの

fixeddiskに 入 っ てい る。 も しfixeddiskが こ われ た

場合 は,そ れ と ネ ッ トワー ク と の 間 の リン ク が 切 れ て しま う
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か ら,ど うす るこ と も出来 ない が,他 の 処理 は で き る。 ほ とん

どの ユー ザ ーに と っセ は 支 障 が ない 。

そ こ で余 分 な パ ワー を 用意 して お くた め に,ス ター ・ネ ッ ト

ワー ク外 とつな げ るこ とが計 画 され てい る。 重複 した 装 置 を備

え てい る商用 シス テ ム と同 じ よ うに 。

た とえば,ブ リス トル と エ ク ス タ間 の 通 信 回線 が故 障 す れ ば

ブ リス トル と エ クス タ間 の通 信 は と ぎ れ るが,ス ター の ま わ り

が リン グ に な っ て い れ ば バ ー ス と か カー デ ィ フ経 由で 連 絡 を

保 つ こ とが で き よ う。

今 の と ころLoad'え 二Slha貢ngの 方 法は ま』だ決 ってい な い 。 現

在は手動範 蝉 ぬ てい るが ・やカζては 自動的に行なわれ るよ

うにな るだ ろ う。

使 用 回 線は す べ て 専 用 回線 であ り,こ れ は こ の 目的 のた め に

提 供 され たP.O.C.の 標 準 回 線 で あ る。

キ ャ リアの 回線 が 悪 い た め に 問 題 が 起 きた こ とは ない と思 う。

(7)マ ンチ ェス ター に お け る計 画 に つ い て 述 べ ると,こ れは 末 だ

開 発 中 とか計 画 され てい るにす ぎな い ものば か りで ま だ 実 用 化

され ては い ない が,マ ン チ ェ ス ター では マ ンチ ェ ス ター大 学 に

大 きな コ ン ピュー タ施 設 を お き フ ロン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ

を付 け て(こ れ用 のICLlgo6が す で に 発 注 され てい る し,

端 末 機は7020が 予 定 さ れ て い る)キ ー ル,ラ ン カス ター,リ

バ プー ル,サ ウポー ト,ベ ル フ ァス ト,ス ワ ン シ イ,そ れ に シ

エ ン ビイ ル ドな ど の各 大 学 か ら ア ク セス で き る よ うにす る計 画
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で あ る。

施 設 キ ャ パ シテ ィ の か な り の 部 分 が マ ン チ ェ ス タ ー 以 外 の 地

域 の 端 末 機 を 通 じ て の 利 用 の た め に 保 留 さ れ て い る 。

マ ン 島 経 由 で ペ ル フ ァ ー ス トま で は か な りの 距 離 だ が 計 画 に

入 れ ら れ た 。 別 に ペ ル フ ァ ー ス トに コ ン ピ ュ ー タ が な い とい う

訳 で は な い が,付 加 的 な 便 宜 を 与 え るた め と,ベ ル フ ァー ス ト

の コ ン ピ ュ ー タ を 修 理 す る 時 な ど の た め で あ る。

ス ワ ン シィー,マ ン チ ェ ス ター と 結 ば れ る。

SouthWestUniversityと の 主 な 相 違は マ ン チ ェ ス タ

ー 自体 が 主 要 な コ ン ピ ュ ー タ施 設 で あ る とい う こ と で あ る。 ラ

ン カス タ ー と か シ ィ フ ィ ー ル ド,そ れ に ス ワ ソ シイス な ど に は コ

ン ピ ュー タ が な く,あ っ て も 独 立 の 施 設 で あ る。

た と え ば ペ ル フ ァー ス トに あ る 現 在 の コ ン ピュ ー タは マ ン チ .

エ ス タ ー の も の と は 接 続 さ れ る か も知 れ な い が,必 ら ず し も 接

続 す る必 要 は な い とい え る。

SouthWestUniversityの 場 合 と違 って なに ぶ ん に も計画が

ま だ し っ か り 固 ま っ て い な い 。

LondonやSouthWestUniversityの 場 合 は ア セ ン ブ

ラー の と り き め ま で 行 な わ れ て い る。

ロ ン ドン に 大 き な 施 設 を 置 き,フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッ

サ と イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル を 用 い る。 そ して 既 存 の サ

テ ラ イ ト ・コ ン ピ ュ ー タ を も 包 含 す る こ と に な っ て い る。

現 在 の と こ ろ,12台 の200Typeの 端 末 機,つ ま り カ ー ド
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リー ダ と ラ イン プ リン タ等 が ロ ン ドンでは 既 に 使用 に供 され て

い る。

既 に 回線は 敷 か れ てい るの で ベ ル フ ァー ス トは も うロン ドン

の施 設 を利 用 してい る。

この ロン ドンの施 設は,サ セ ッ クス,サ リー,サ ウスハ ン プ

トン,ブ ルー ネ ル(こ れ は オ ッ クス ブ リッジに あ る)ケ ン ト

(カ ン タベ リー に あ る)レ デ イン グ,オ クス フ ォー ド,そ れ に

イヌ リン グ トンに あ る市 立大 学 に よっ て利 用 され る。

この 計画 は 初 期 の頃 に認 可 に な っ たが,そ の 詳細 な 設 計は ま

だ で きあ が っ てい ない 。

NorthEasfに 目 を移す と,6つ の大 学 があ るが まだ 特 別

な計 画は た て られ てい ない 。

(8)Midland地 域 で も'f計 画 は まだ ない が1900シ リー ズの コ

ン ピュー タが4台 入 れ られ る こ とに な ってい る。 これ らは ノ ッ

チ ン ガ ム,バ ー ミン ガム(1906A)ラ フボ ロー(1904A)そ れ

に ア ス トン(1905)で あ る。 そ の他 レス ター と ウォ リックに2

台 の コ ン ピュー タが あ る。

これ らは 考慮 中の もの だ が,リ ン クには48Kの 回線 が ノ ッ

チ ン ガ ム ー バ ー ミン ガ ムお よび ノ ッチ ン ガ ム と他 の一 地 点 間

で 用 い られ る予 定 で あ る。 シス テ ムの 中心は ノ ッチ ン ガムで あ

る。 どの よ うな 大 学 が これ に参 加す る かは 知 らない 。

ス コ ッ トラ ン ドの 将 来 も検 討 中で あ り,コ ン ピュー タ評 議 会

は ま だな んの 決 定 も行 な って い ない 。
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全 体 的 に み て ク ラ リス 報 告は 全 大 学 が リンク され る可能 性 を

示 唆 して い るが,ど の よ うに して そ れ を 実 現す る か つ ま りス タ

ー型 に つな い で行 くの か
,各 シス テ ムは リン グ型 に つ な ぐか,

な ど とい った こ とは これ か らの 問 題 で あ る。

中心 とな る施 設 に っ い て も,ど の 機 種 にす るか ま だ決 定 され

てい ない 。

東 部 に も3つ の大 学 が あ るが,積 極 的 な 計画は 打 ち 出され て

い な い。

ウエ ー ル ズに も2～3の 計 画 か らは ず れ てい る大 学 が あ る。

(9)重 要 だ と思 わ れ る点 は,わ れ われ が急 速 に あ る大 学 で コ ン ピ

ュー タ ・パ ワー を利 用 す る こ とが で き,他 の大学はなんらかの方

法 で そ れ と結 び つ い て それ を利 用 しな け れ ば な らな い とい う段

階 に 近 づ きつ つ あ るとい うこ とで す 。

そ れ に は2つ の ア プ ロー チが あ り,そ の1つ で最 も容 易 で,

一 般 的 で あ るの は ,大 学 が学 生 の 問 題 を解 決 で き る程 度 の リモ

ー ト ・エ ン ト リー ・ター ミナノレを持 ち ,大 きな研 究 問題 は大 き

な 機 械 を持 っ てい るセ ン ターに 送 る こ と であ る。

他 の1っ の ア プ ロー チは か な りの パ ワー を持 った大 学 の コ ン

ピュ ー タを互 に リンク して,ロ ー ド ・シ ェア リン グす る ことで

あ る。

こ の2つ は 互 に 補 い あ うもの で あ り,現 在 の と ころは リモ ー

ト ・ジ ョブ ・エ ン トリー ・ター ミナ ル の方 が盛 ん で あ るが,

SouthWestUniversityの 実験 を 機 に ロー ド ・シ ェ ァ リン
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グの ネ ッ トワー ク も 発 展 して 行 くだ ろ うと期 待 してい る。

(10)ど の大 学 も多 くの学 部 か ら成 って い て全 部 が コ ン ピュー タ を

必要 とす るわ けで は な く,学 部 の建 物 ご とに コ ン ピュー タを い

れ るのは 不経 済 で で きない 。 そ こで大 学は 必然 的 に マ ル チ ・ア

ク セス を 採用 せ ざ るを得 な か った わ け で あ る。

他 の コ ン ピュー タ と負荷 を わ かち 合 う(loadsharing)と

い うこ と も必然 的に 採 用 され た 。 何 故 な ら2台 の コ ン ピュ ー タ

で2～3の 大 学 に サ ー ビス を提 供 す る方 が大 学 ご とに1台 つ つ

い れ る より安 あ が りだ か らで あ る。

(11)大 規 模 な ロー ド ・シ ェ ア リン グで もや らな い か ぎ り,速 度 は

48Kな ら十 分 だ と思 う。 む しろ48Kビ ッ トは 普通 の速 度 か

らみ れ ば例 外 的な ものだ ろ う。

P.O.C.も 大 学 の 目的 のた め には そ ん な に多 くの 高 速 回 線は 要

らない だろ うとい っ てい る。

コ ン ピュー タ ・エ イデ ッ ト ・デ ザ イ ンの場 合 に は リモ ー ト ・

グ ラフ ィ ック を用 い る。 こ の場 合 ロー ド ・シ ェア リングで は な

い が短 かい 時 間 に か な りの量 の デ ー タを送 らな け れば な らない 。

コ ン ピュー タ容 量 に対 して どの程 度 の 回線 ス ピー ドを 選 ぶ か と

い った こ とが コ ン ピュー タ ・エ イデ ッ ト ・デ ザ インの最 大 の 問

題 とな って い る。

リモー ト ・グ ラ フ ィ ックの 場合 は48Kの 回線 が あ った ら よ

い と思 うが.現 在,ケ ンブ リッ ジでは リモ ー ト ・グ ラ フ ィ ック

を4800ボ ー でや っ て お り一 応 間 に 会 っ てい る。
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喝

だ か ら48Kは セ ン ターか ら セ ン ターへ と リンクす る よ うな

場 合 に だ け例 外 的 に 必要 に な る と思 う。

あ ま り他 校 の プ ロ グ ラ ム利 用 は 行 なわ れ てい ない 。 大 学 間 の

方 が 私 企 業 間 より も ライバ ル意 識 が強 く,標 準化 は 叫 ば れ て は

い るが,実 際に は 少 しも進 ん で い ない 。

私企業の方が コス トに敏感 だか ら,標 準化が進む可能性が強

いo

(12)全 て の大 学 が リン クさ れ る方 向 に進 む こ とはあ り う るこ とで

あ る。 実 験 を重 ね て ネ ッ トワー クの効 用 が 明 らか にな らな い と

ど うな るかは っ き り判 らない が,小 さな ネ ッ トワー ク か ら次第

に大 きな ネ ッ トワー クに な って行 くこ とは 十分 に考 え られ る。

地 域 的に は5年 以 内 に リン クが で きあが るだろ う。 しか し地

域 間 の リンクは は じめ か ら リン クが 計 画 され てい る小 数 の ケー

ス を例 外 と して,5年 以上 か か るだ ろ う。 ま た,こ れ は?.0.C.

の計 画 のい か んにか か って い る。

大 学 と同 じ よ うな もの だがResearchCounci1た とえ ば

AgriculturalResearchCouncilと かMedicalR・C・

な どは リンク され てい る。 し か し,企 業 が リンク さ れ てい る例

は な い と思 う。 メー カー筋は 実 験 的 意 味 で大 変 興 味 を 示 してい

るが,大 学 ネ ッ トワー クに リンクす る計 画は ない と 思 う。

0

地 域 セ ンターに よっては 小 量 だが 商 用 サー ビス をや?て い る。

しか し,商 用 の サ ー ビス ・ビュ ロー の営 業 を妨 害 しない よ うに

注 意 せ ねば な らない 。
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各大 学 の デ ー タベ ー ス と しては 利 用 用 途 を コ ン ピュー タ ・タ

イ ムの 観点 か らみ る と,依 然 と して科 学 計 算 が トッ プで あ る。

ジ ・ブの数 か らい うと学 生 の研 究 が 最大 であ る。 しか しそ の 内

容は や は り科 学 計 算 であ る。

しか し,今 後 数 年 の 間 に 自然 科 学 か ら社 会 科 学 の方 へ と重 点

が移 行 す るだ ろ うと思 われ る。 た とえば,経 済 モ デル とか 文 学

の 分 析,消 費 者 動 向の 研 究,言 語学 の研 究 な どに もっ と用 い ら

れ る よ うにな るだ ろ う。

'

7.NationalPhisicalLaboratory

(1)国 立 物理 研究 所 に お け るDTIの 仕事 は,1966年 に マル チ

・ア ク セ ス ・コン ピ ュー テ ィン グ ・シス テ ムの通 信 施 設へ の 需

要が 非 常 に大 きい こ とが 認 識 され た 時 には じめ られ た 。

ター ミナル とか 通 信 ネ ッ トワー クの 問題 を総 括 的 に 研究 す る

必要 があ る と考 え,通 信 回線 問 題 の 解 決 の た め に 提案 され て い

る施 策 が 適 切 な もの か ど うか を 長期 的 観点 か ら検 討す る こ とに

した 。

通 信 ネ ッ トワー ク,っ ま り電 話 ネ ッ トワ ー クに 対す るデ ジ タ

ル伝 送 の需 要は あ ま りに も大 き く,放 って お け ば 電話 ネ ッ トワ

ー ク に 問題 が 生 ず る と判 断 した 。 これ が研 究 を開 始 した 理 由で
0

あ る。

(2)1966年 に 検 討 を開 始 し,全 く新 しい ネ ッ トワー クが 必 要 だ

とい う結論 に 達 した 。 新 しい とい って も現 在 と 同 じ よ うな 伝 送
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部 分 を 使用 す る こ とに な ろ うが,ス イ ッチ ングの部 分は 新 しい

もので なけ れ ば な らない 。何 故 な らわれ われ が 条件 と して設 定

した デ ー タの特 性は,こ れ まで の 音 声 の 特 性 とは 全 く異 な るか

らで あ る。

(3)デ ー タの特 性 の主 な もの は,比 較 的 メ ッセー ジが 短 い とい う

こ とで あ る。 マ ル チ ・アク セ ス ・コ ン ピュー タ内部 の メ ッ セー

ジは 非常 に 短 かい もの で あ り,回 線 に よっ て も同 じ よ うに短 か

い メ ッ セ ッ ジが 伝 送 され る。 そ れ か ら,大 学 な どで も個 々の大

学 で異 な る シス テ ムが採 用 さ れ てい て,メ ッセー ジの長 さ な ど

もまち まち だ が,こ れは 将 来 ネ ッ トワー ク で結 ぶ とと もに大 き

な 障 害 にな る と思 わ れ る。 事 実2つ の会 社 が合併 した と き,各 会

会社 の シス テ ムが あま りに も違 うた め に廃 棄 せ ざ る を えな か っ

た な ど とい うことが 現に 起 って い る。

そ こで デ ザ イ ンを標 準 化 す れ ば こ うした ことを 避 け る こ とが

で き る。 こ うした こ とをわ れ わ れ は 提 案 した わ け であ る。
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RediffusionInternationalLimited.

訪 問 日:昭 和46年11月25日

所 在 地 ・C・ ・1・ ・nH・{i・eL・w・ ・R。g・h・S・ ・ee・,L・nd・n

SW1

面接 者:

Mr.R.P.Gabrie1 .

Mr.G.R.Furnvrs

Mr.J.M.Cooper

Chairman

SalesBranch,DataSystems

Division

LiaisonEngineer

RediffusionEngineeringLimited、

BroadcastingConsultant

Rediffusion正 】ngineeringLimited－

,

1会 社 概 要

当社 は,ロ ン ドン を本 拠 地 とす る リデ ィ フユ ー ジ ョン ・グル ー プ
■

の 中核 の一 社 で あ り,関 係 会社 は 全 部 で86あ る とい うコ ン グ ロマ

リッ トで あ る。 事 業は,テ レ ビ受 像 機,テ ー プ ・レ コー ダ ー 等 家 庭

電化 製 品 の製 造,販 売,レ ン タル ・サービス,有 線放 送,有 線 テ レ ビ

事 業,さ ら に テ レ ビ放送 の 番 組 提 供 まで 行 な って い る。 そ の範 囲は
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英 国 内 に止 ま らず,米 国,カ ナ ダか らナ イ ジェ リテ,香 港 ま で手 を

拡 げてい る世 界 的な 企 業 で あ る。

有 線 放 送,テ レ ビ事 業 に つい ては,1931年 以 来 の歴 史 を 誇 り,

現 在,全 世 界で 約80万 加 入者 に サ ー ビス してい るとい われ る。

皿SuperVideo方 式 とDialAProgram方 式 に つい て

現在,リ デ ィ フ ユー ジ ョン社 で 提 供 してい る有 線 テ レ ビ事 業 は大

部 分,ス ー パ ー ビデ オ方 式 で あ る。 ス ー パー ビデ オ方 式は,テ レ ビ

放 送 波 を高 感 度 受 信 ア ン テ ナで受 け,そ れ を ケー ブルで い くつ かの

ヘ ッ ドエ ン ドに 送 る。 こ こ までは 通 常 のCATVと 全 く同 じで あ るが

こ こか ら独 特 の方 式 を取 る。 す な わち,ヘ ッ ドエ ン ドに おい て,テ

レ ビ放送 波 の 各 チ ャ ンネ ル を夫 々同一 のHF帯 域(5～10MHz)

に 周波 数 変 換 し,そ こか らは 多 重 平衡 対 ケー ブル で,1チ ャ ンネ ル

1ペ アで,各 加 入者 宅へ 伝 送 す る。宅 内で は,多 重 平 衡 対 ケー ブル

(テ レ ビ放 送 波 の チ ャ ンネ ル数 と 同 じ対 ケー ブルが き てい る)に 接

続 した マル チ ボ ジ シ 。ンス ウ ィ ッチで 番組 を撰 択 す る。 次い で リデ

ィ フユー ジ ョンで用 意 した イ ンバ ー ター で,再 びVHF帯 に 周 波 数

変 換 し,通 常 の テ レ ビ受像 機 で 映像 を受 信す るか,あ るい は,リ デ

ィフ ユ ー ジ ョン有 線 テ レ ビ専用 の 受像 機 で,マ ルチ ポ ジ シ ョ ンス ウ

ィッチの 出力 を 直接,接 続 し,番 組 をみ るこ と とな る。 この場 合,

専用 受像 機は チ ュー ナ ーが 不 要 な の で,通 常の もの よ り30%位 値

段は 安 い とい う。 また 同 時に,同 方式 で 有線 放 送(ラ ジオ)を ス ー

パー ビデ オ よ り細 い 狭帯 域 の平 衡 対 ケー ブル で実施 してい る。 以 上
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が スー パ ー ビデオ方 式 の概 要 で あ り,我 々が 今 回,訪 問 した ロン ド

ン郊外 の ニ ュー タ ウ ン,バ ジル ドンの有 線 テ レ ビも この方 式 であ っ

た。

英 国 では テ レ ビ放 送は3チ ャ ンネ ルに しかす ぎず,ま た,有 線 テ

レ ビ業 者 が 自主 番 組 を送 るこ とが認 め られ てい ない 。 この た め 次 に

記 すDAP方 式 の よ うな 我 々の 注 目に値 す る双 方 向且 つ コ ン ピュー

タ と 結 び つ き得 るCATVは 今 後5年 位 は 見 込 み が 立 た な い との こ

とで あ り,ス ーパ ー ビデ オ方 式 の存 在 価 値 は,テ レ ビ映 像 の 品 質 の

良 さ,同 軸方 式 のCATVに 比 べ て 低 コス トの こ と,お よび通 常 の放

送波 の 場合 の林 立 す る ア ンテ ナ群 が ない こ と,つ ま り タ ウンの 美観

の 点 に あ る よ うで あ った 。

DialAProgram方 式は,ス ーパ ー ビデ オ方 式 の 基礎 の上 に発

展 した もの で,ハ ー ドウ エアの 上 で の違 い は 少 ない が,将 来 のCA

TVの 上 で大 きな 期待 が 寄 せ られ てい る もの で あ る。 それ は,ヘ ッ

ドエ ン ドか ら各家 庭 を結 ぶ 多重 平 衡対 ケー ブル の 使 い方 を,ス ーパ

ー ビデ オ方 式 の各 チ ャ ンネ ル毎 に1対 と した の を 改 め ,こ れ を各 加

入 者 毎 に1対 と し,宿 陣 放 送 用 に 使 って い た 狭 帯 域 の 平衡 対 ケー ブ

ル を コ ン ドロー ル用 と し,加 入者 宅 内で の ス ウ ィ ッチ を ヘ ッ ドエ ン

ド(DAP方 式 では これ を 番組 交換 所 と呼 んで い る)に 移 し,こ れ

を 宅 内 に置 くダ イ ヤル で リモー トコン トーロー ルす る方 式 であ る。 こ

の方式の利点は 次 の ようであ る。

① サ ー ビス チ ャ ンネル 数 を制 約 な く増 加 で きる こと。 特 に,番 組

交 換所 か ら各 家 庭 まで の ネ ッ トワー クや 家 庭 内 の 装 置 を変 更す る
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ことな しに で あ る。

② 完 全 な 双方 向伝 送 が で き る こ と。 多重 平衡 対 ケー ブ ルの 上 部 帯

域(10～15MHz)を 逆方 向 の 映 像伝 送 に 使 うこ とに よ り,ど の

加入 者 宅 か らで も,映 像 を送 れ る こ と。

③ さ らに,狭 帯域 の 平 衡 対 ケー ブル を双 方 向で,音 声,デ ー タ,

信 号 の送 受 信 に使 え る こ と。

④ 特定 の加 入 者 だ け が 特 定 の 番組 を 見 れ る よ うにす る こ とが 容 易

に で き るこ と。

⑤ 番組 の視 聴 率 記録 は 容 易 に で き,ま た,簡 単 な方 法 に より,個

々の加 入 者 の 視 聴 記 録 を取 れ る こ と。

DAP方 式 は,番 組 交 換 所 と各 家庭 の 間 を2対 の 双方 向平 衡 対 ケ

ー ブル で結 び ,映 像 と デ ー タ を夫 々完全,双 方 向 で伝 送 で き る方 式

で あ る。 チ ャ ンネ ル数は 番 組 交 換 所 の施 設 の増設 だ け で 増 や せ るの

で あ るか ら,こ れ に コ ン ピュー タ等 各種 装 置 をつ けた な らば,今 考

え られ るあ らゆ る サー ビスが 可 能 とな る。 す なわち,視 聴者 の リク

エ ス トに こた えて,個 別 の希 望 の テ レ ビ番 組 を送 る リク エス トテ レ

ビ,コ ン ピュー タを使 用 した 効 率 の 良い個 人 教 育 で あ るCAI(Com-

puterAssistedInstruction),家 庭 にい なが ら 買物 が で きる

テ レ ビシ ョッ ピン グ,知 りたい 新 聞 ニ ュー スを即 時 に手 に す る こと

の で き る プア ク シ ミ リ ・家庭 の安 全 を維 持す る防 犯 ・防 災 シス テ ム

さ らに電 力,ガ ス等 の メー ター検 針等 々で あ る。 この よ うな 将 来 性

が,DAP方 式 に大 きな 関 心 をむ け させ てい る理 由で あ る。

DAP方 式 は,1970年,米 国 マサ チ ュ ー セ ッツ州,ケ ー プ コ ッ.
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ドでLeghorn社 との 共 同事 業 と して,サ ー ビスを 開始 された。こ こ

では,番 組 交換 所 には,容 量36チ ャ ンネ ルの 設備 が 設置 され,テ

レ ビ再 送 信,自 主 放 送 番 組 の 他,防 犯,防 災 シス テ ムが 計 画 され て

い る とい う。 ・

皿DAP方 式 の構成

(1)全 体 構 成:基 本 原 理は 図1に 示す 通 りであ る。 こ こで,ト ラ

ン クル ー トは,番 組 交 換 所 相 互 を 結 ぶ 第1次 ネ ッ トワー クで あ

り,伝 送 路 と しては,地 域 条 件 に よ り同 軸 ケー ブル,多 重 平衡 対

ケー ブル,あ るい は マ イ ク ロウエ ー ブが 使 われ る。

(2)家 庭 内装 置:通 常 の テ レ ビ受 像機 を使 うときは 図2で あ り,

有 線 テ レ ビ専 用機 を使 う時は,図3の もの とな る。

(3)多 重 平 衡 対 ケー ブル:断 面 図が 図4の よ うな ケー ブルが 標 準

で あ る。 図の よ うに映 像 を送 る0.018イ ンチの 太 い対 ケー ブルが

6対,ダ イヤ ルパ ル スを送 る細 い(O.016イ ン チ)対 ケー ブル が

6・対 あ っ て,従 って,図 全 体 で6加 入 者 用 で あ る。 全 体 の 直径 は

O・41イ ンチで あ る。

(4)ネ ッ トワー ク プ ラン:図5に 示す 通 りであ り,通 常は,ケ ー

ブ ル減 衰 と漏 話 の 問題 か ら,1番 組 交 換 所 か ら半径500ヤ ー ドを

サ ー ビス エ リア と し,約2,400加 入 を標 準 と して い る(一 方 向

100ケ ー ブル)。 なお,番 組 交換 所 の施 設増 減 に より,300か ら

3,500戸 の範 囲 を カバ ーで き る。

(5)番 組 交 換 所:図6の ような 交換 機 が 設 け られ る。 方式 は 電話
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の ス テ ップ ・バ イ ・ス テ ッ プ交 換 機 に似 てい るが,縦 横 の ア ンバ

ラ ンス(番 組 チ ャ ンネ ル 数 と加 入者 数 の比)や 高 品 質 を要 す るた

め,特 別 の 工 夫が な さ れ てい る。す な わち,Bus-Barと ピ モれ

る プ リン ト配 線 され た 低 抵抗 伝 送路 に',各 加 入 者 専用 の リー ドリ

レ イを用 い た セ レ ク タを ,プ ラグ イ ン方 式 で の せ,ダ イヤ ル パ ル

ス で マグネ ッ トを 回 転 させ,所 望 の 番組 信 号 を取 り出す 方 式 と な

って い る。

皿 リデ ィ フ ユー ジ ョン社 の見 解

我 々の 関心 の深 か った 将 来 の サ ー ビス ・ス ケ ジュ ー ル(つ ま りD

AP方 式 の 発展,高 度 化)に つ い ては,英 国 内 の テ レ ビ放 送 が3チ

ャ ン ネル しかな く,ま た,有 線 テ レ ビ業者 の 自主 番 組 放 送 も認 め ら

れ て ない こ と もあ って,明 解 な 返 答 が 得 られ な か った が,米 国 の 動

きに つい ては,有 線 テ レ ビ業 者 の 諸 計 画やNAE(全 米 工 学 ア カデ

ミー)の 需 要 調 査 等,情 報 を正 確 に キ ャ ッチ してお り,そ の方 面へ

の野 心満 々との 印 象 を 深 く した。 特 に,技 術 面 で の 自信 は,た とえ

ばDAP方 式 で,高 品 質 テ レ ビを 収 容 す るこ とは容 易 で あ ると か,

キー ボー ドや フ ァク シ ミ リ装 置 を付 加 す るのは 簡 単 だ 。漏 話 の 問題

は20年 以 上 もの経 験 が あ って 絶 対大 丈 夫 であ るとか,同 軸方 式 に

比 べ て安 く,小 型 で あ る とい う よ うに,確 た る もの が あ り,需 要 さ

えあ れ ば,い つ で も乗 り出せ る体 制 に 現 にあ る と見 受 け られ た 。
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1デ ー タ伝 送 サ ー ビス の現 状
1=

11

伝送速度 ・ 伝 送 路
直列 ・並列

伝送 の別`
通信拭:伝薮 路 回線接続

装 置
備 考 ・

50bitシ 偏

テレックス回線 直 列 単向・半二
重・全二重

電信2線式
電信回線用
アダプター

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

100bitち

テレックス回線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

200bit%

テレックス回線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

加入電話回線 同 上
半二重
全二重

電 話
2線 式 ザ

専用電話回線 同 上 同 上 同 上 同 上

加入電話回線 同 上
'

半二重 同 上 同 上

6%
。。r
専用電話回線 .同 上 同.上 2線 式 同 上

同 上 同 上
半二重
全二重

4線 式 同 上

2,400-

9600bit%

Caduc6e 同 上 同 上
高品質
4線 式

モデム+

操作箱
モデムは郵政省

も供給できる

専用電話回線 同 上 同 上 同 上 モデム

拠 ・♪it%

?2Kbit碗

ベ ースバ ン ド

専用回線 同 上 同 上 4線 式 信号
変換装置

20Kbit㎡ ま
での変換装置は
郵政省も供給で
きる

④・物2K

bit%

広帯域
専用回線

同 上 同 上
グル ープ

回線
モデム

モデムは郵政省

も供給する予定
である

250Kbit賄 同 上 同 上 同 上
ス ー ノく一

グル唖 モデム

20刷bit% 同 上 同 上 同 上 PCM回 線 アダプター
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料 金 体 系

その1公 衆 回 線使 用 料 金

ω テ レ ックス:テ レ ック スは 区域 毎 に使用 回 数 と使用 時 間 に よっ

て決 め られ てい る。(図 －a)

o図 で細 線 内相互 間 の 場合

料 金=0.05(9N十ST)フ ラン

O図 で太 線 内相互 間 の場 合

料 金=0.05(18N十10T)フ ラン

O図 で太 線 の枠 を こえ る場合

料 金=0.05(18N十15T)フ ラン

但 しN:使 用 回数

丁:使 用 時 間(分)

(ロ)電 話:電 話は 距 離 毎 に,使 用 回数 と使用 時間 に よっ て 決 め ら

れ てい る。

距 離(た π) 料 金

10 0.3Nフ ラ ン

25 ・・(60T81)

50 o.3(N+T)

100 α3(N+2T)

200 ・・(・N+6蛋T)

300 α3(3N+4T)

300を 越 え る場 合 0.3(3N+5T)

但 しN:使 用 回数

T:使 用時間(分)
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その2専 用 回線料金:専 用 回線料金は,回 線種 類毎 にそ の距離 で月

間 レンタル料金が決 められ てい る。

回線種類
距 離(Dは 伽)

0～10克 菰 10～50㎞ 50～400克 π 400伽 以 上

50bit%
フラン

63十18D

フラン

123十12D

フラン

573十3D

'10%
oobit% 63十18D 123十12D 498+45D

2線 式電話 63十18D 123十12Dフ ラ ン

一

3723+36フ ン

4線 式電話 2(63+18D) ,(、2、+菌 (123+12訂 ン
十723

(3723+3D)
十723

高品質4線 式 a2(63+18D) 22(123+12D) 1冬123+瑠 1・2(3723+3D)

十723

グル ー プ回 線 8(63+18D)
フフン

8(123+12D) 8(3723+3D)

スーパーグループ回 線 30(63+18D) 30(123+12D) 30(3723+3D)

皿 デー タ伝送 サー ビスの利用状況

端末装置数 の推移 を下表 に示す。

専 用
公 衆
の 別

回 線 種 類
年 度

1966 1967 1968 1969 1970,

公

衆

回
線
の

利
用

電 話 回 線

200bitシ 毛

60(レ コ,200bitシ ξ

26

5

21

56

27

29

171

131

40

667

605

62

1.4181

1,306

112

テ レ ック ス

50bitシ ξ

50～200bit%

20

20

一

26

26

一

28

28

一

31

31

一

80

29

51

小 計 46 82 199 698 1,498
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●

専

用

回

線

の

利

用

電 話 回 線

200bit%以 下

600～1,200bitシ6

1,200bitシ ξを 越 え るもの

277

147

60

70

P,

467

280

110

77

652

288

238

126

1,243

4ユ4

587

242

1,895

689

770

436

電 信 回 線

50bit%以 下

50bit%を 越 えるもの

2

2

一

15

11

4

34

20

14

54

29

25

206

25

181

小 計 279 482 686 1,297 2,101

総 合 計 325 564 885 1,995 3,599

皿 そ の他

1共 同 使 用,他 人使 用に つ い て

・共同 使 用 に つ いて は もとは 同一 社 内 と して い たが,現 在 は 実 質

的同 一 会 社 であ るが,ま たは ケー ス ・パ イ ・ケー ス で認 め て い

る。

・他 人使 用は 問題 ない。

2専 用 回 線 と公 衆 回 線 の 接続 に つい て

・片 端 のみ 接 続 す る こ とを1年 前認 め た。

3郵 政 省 の情 報 処理 サ ー ビス に つい て

・郵 政 省 は デー タ伝 送 を第1の 任 務 と して お り,情 報 処理 サ ー ビ

スを 行 な う意 志 は ない。
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輻

■

'

訪 問 日 昭 和46年11月27日

所 在 地:36.RuePierret92-NeiullySeineParis

France.

面 接 者:

Mr.YannickRetailleau

Mr.YvesJoffrin

当 方 全 員

DirecteurTechnique・

DirecteurG6n6ralAqjoint

ICITELの 概 要

エ_ル フ ラ ンス,ア リタ リア航 空,BOACな どの航 空 会社 ・フ ラ

ンス 国鉄 な どの鉄 道 業 者,そ して,英,仏,ギ リシ ャの銀 行 な どが

出資 して 設立 した ホテ ル予 約 を 業 とす る ス イス 法人 の 会社 で あ る。

　 　

(1図 参 照)。1971年4月,ア メ リ カ ン ・エ キ ス プ レ ス の ス へ ー

ス.バ ン)・ シ ス テ ム と の リ ン ク 契 約 を行な うとともに,1972年1月

に はBOACと の リン ク を 完 成 さ せ る 。 現 在,予 約 セ ン ター は,パ リ

の 本 社 内 に 設 置 し て い る ほ か,ア ム ス テ ル ダ ム ・ブ ラ ッ セ ル ・ダ ブ

リ ン,フ ラ ン ク フ ル ト,・ ン ドン ・チ ュ ー リ ・ ヒ ・ロ ー マ ・ニ ー ス ・

コベ ン._ゲ ン,バ ル セ ・ナ,ミ ラ ノ,ツ ー ル ー ズ ・ リ ・ ン な どに

あ る 。
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1図

HoldingCompany

膨

CITEL

(Operation)

Paris

!'

CITEL

(lnternatiOnal)

Switzerland

Friboug

■

五 機 器 構 成 ・要 員構 成 ・契約 ホ テ ル な ど

IBM360/50,360/40各1台 を設 置 し,現 在 後 者 をIPARSに

よる オ ン ラ イ ン業 務 に 使 用,前 者 は バ ッ チ業 務 と バ ック ア ップ,時

には 時間 貸 に も応 じてい る。将 来 計 画 と して370/145へ の リプ レ

イ スを検 討 中。 ス タ ッ フは,現 在本 社 関 係80人,予 約 セ ン ター70

人 の合計150人 。 契 約 ホ テ ル数は ア メ ッ ク ス とあ わせ て3,500と 公

称 してい るが,CITEL自 体 と して は,ア メ ックス か ら契 約 に よ り

移 管 され た もの をふ くめ て900ホ テル 程 度 の規 模 で あ り,71年 末

ま で には1,200に な るとい うこ と であ った 。

皿 予 約 の 方 式 と タ ー ミナ ル

タ ー ミ ナ ル は,オ リベ ッ テ ィ社 の も の で,キ ー ・ボ ー ドプ リン タ

ー 形 式
。 テ レ ッ ク ス の 自 動 応 答 装 置 も備 え て い る か ら,ホ テ ル 等 の
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●

テ レ ックスか ら も直 接 入 力 で き る。 当然,各 予 約 セ ン ター では,電

話 での 申込 み を受 け て,タ ー ミナ ル を打 鍵 して 回答す る こ とに な る。

宿 泊 申込 の フ ォー マ ッ トは,都 市 指定 と ホテ ル 指定 の2通 りあり,

ア ウ トプ ッ トと して 前 者 の 場合 は3案(3ホ テ ル),後 者 の 場合 は

,案(・ つ の異 った 室 タ イ プ)が 提 示 され る・ も し ・そ のい ず れ か

で 満 足す れ ば,そ の 旨打鍵 す れ ば 予 約が 完 了 し,必 要 が あ れば,確

認 書 をア ウ トプ ッ トす るこ と もで き る。 も し,満 足す る条 件 が え ら

れ な い と きは,そ の 旨打 鍵 す れ ば,案 の つ くれ るか ぎ り,代 案 が 提

示 され る(こ の 場合 も,前 者 が3案,後 者 が2案 しか1回 に 提 示 さ

れ ない か ら,満 足 のい くまで くりか えす こ とに な る)。

予約 結果 の通 知は,ホ テ ルに ター ミナル が設 置 され てい る場 合は

ダ イ レク トに,設 置 さ れ てい ない 場 合 は,ホ テル 最寄 の 予 約 セ ン タ

ーの ター ミナル に そ の 内 容 が 打 ち 出 され,そ こ か ら便宜 な方 法 で ホ

テ ル側 に連 絡 され る。

■

IVリ ンクの 現 状

1BOAC

現 在は 紙 テ ー プを 介 して テ ス ト的に 稼動 中。 直 接 リンク させ る

のは,1972年1月 早 々の 予 定。 この場 合 で も,BOAC側 か ら ホ

テ ル予約 が可 能 にな るのみ で,CITEL側 か ら航 空 機 の 座 席 予 約

を行 な え る こ とには な らな い 。

2AMEX

双方 の シス テ ムが,室 タ イ プの設定 方 式 な どの細 目部 分 が 異 っ
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てい るた め,3段 階 に わ け てす す め る計 画 で あ る。 なおCITEL

側 では,AMEXフ ォー マ ッ トへ の コー ド ・コンバ ー ジ ョン作 業 は

完 了 してい るの で,AMEX待 ち の状 況 で あ る との こ とで あ る。

PHASEI(1972年1月 頃 ま で)

AMEXと 共 同 予約 セ ンタ ー を ニ ュー ヨー クに 設 置 し,そ れ ぞ

れ の ター ミナ ルを使 用 す る。

PHASE皿

AMEXの セ ン ター か ら,CITEL側 へ は オ ン ライ ン ・バ ッチ

方式 を採用 す る。

PHASE皿

完 全 な形 で の リン ケー ジ。72年 中には 完 成 の 見 こみ(リ ス

ポ ン ス ・タ イ ム5～10秒)。

V精 算 方 式

参 加 ホテルとの代金決済方式は,次 の2本 立にな ってい る。

1定 額部分(月 額)

適用区分
契約状況

欧州のみ 全世界

ホ テルが個別 に契約 してい るとき 12US$ 30US$

チ ェ ー ン形 式 の参 加 の場 合 10 20

2ト ラ ン ザ ク シ ョ ン フ ィ ー

Oヨ ー ロ ッ パ 内

'
1室 予 約 に っ き1・50US$

oア メ ッ ク ス

■
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●

室料 の5%。 最 低 料 金1・59US$

以 上が 騨 の計 鍵 礎 で,そ れ に もと づ き ・ホ テル別 に 宿泊 客

リス トを ア ウ トプ 。 トし,NO-SHOW客(予 約 した が 不 泊 の 人)

の 調 整後,請 求 額 が 確 定 す る。

3タ ー ミナ ル フ ィ ー

ホ テル に 設置 され た ター ミナ ル の使用 料は1セ ッ トに つ き250

ドル/月 で あ り,件 数 が ふ え ると有 利 な料 金制 度 にな ってい る。
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訪 問 日

所 在 地

面 接 者

Dr.D.Andorka

Mr.B.Durteste

Mr.J.Glories

Mr.G.J.Bpandt

Mr.C.Deroual

当 方 全 員

昭 和46年11月29日

112AvedeNeuilly-92-Neui1ly,France

SystemsPlanningManager

SystemsPlanningEngineer

AssistantGeneralManager

SystemsPlanningEngineer

・DirecteurFinancier

■

ISITAの 概 要

SITAは,1949年 に11の 航 空 会 社 に よっ －zt設立 され た 営 利 形

態 を と らない 本 社 ベ ル ギー在の 法 人 で,現 在90カ 国,160航 空 会

社が加盟 してお り,航 空 会社 間の テレタイプ通 信と座席予約情 報に

関 す る メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ を 行 な っ てい る。 現 在,主 要 セ ン

タ ー を9カ 所,小 規 模 セ ン タ ー を24ヵ 所 設 け,1,500人 の 要 員 で

ネ ッ トワ ー ク を 運 営 して い る。 な お,CCITTの 勧 告 に も と つ く

REGULATIONに よ り,こ の ネ ッ ト ワT・'一クはAIRLINEBUSIr
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NESSに 関す る メ ッ セー ジのみ に 限 定 さ れ て お り,し た が って ホ テ

ル,モ ー テル に 関す る宿 泊 予約 シス テ ム との リン クは 認 め られ てい

な い 。

llネ ッ トワー クの 現状.

ネ ッ トワニ ク の構 造は,LOOP型 と 星状 型 の2つ に大 別 で き る。

前 者は,9箇 所 の主 要 セ ンター に より,INTERNATIONALな ハ

イ ・レ ベル ネ ッ トワー ク を形成 し,セ ン タ ー間 の 回 線は2400BPS

(FULLDUPLEX1回 線)を 使 用 してい る(4800BPSへ の 切 換

え検 討 中)。 各 セ ン ターは 対等 な立 場 で運 営 管理 され,他 の』セ ン タ

ーに コ ン トロー ル され る とい うこ とは な い 。 これは 特 定 の セ ン ター

のCPUダ ウ ンや 回 線 障害 な どの場 合 で も送 受 信 の ル ー トが た だ ち

に 修正 で き るこ と,つ ま り,ネ ッ トワー ク 自体 に アク シデ ン トに 際

して バ ジ ク ア ッ プ機 能 を もた ぜ てい る こ とに よる もの と考 え られ る。

P

'
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メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ の た め の コ ン ピ ュ ー タ と し て は,パ リ'

ア ム ス テ ル ダ ム ・ ロ ン ドン の 各 セ ン タ ー は(PHILIP4.714,そ の

他 の セ ン ター はUNIVAC41811ま た は418皿 を 使 用 して い る 。

後 者 の 星 状 ネ ッ ト ワー クは,そ れ ぞ れ の 主 要 セ ン ター を 中 心 と し

た50～75BPSの 低 速 度 回 線 に よ る ロ ウ ・レ ベ ル ネ ッ トワ ー ク で

あ る。24箇 所 の セ ン ター は,ス ト ッ ク ホ ル ム と コペ ン ハ ー ゲ ン の

場 合 を の ぞ く と,い ず れ か1っ の 主 要 セ ン ター と し か 結 ば れ て い な

い 。 した が っ て,こ の ロ ウ ・ レ ベ ル セ ン タ ー の 末 端 に,各 社 の 座 席

予 約 シ ス テ ム の コ ン ピ ュ ー タ,各 種 の 専 用 ター ミナ ル,テ レ タ イ プ

等 が 星 状 に 接 続 され て い る と 同 時 に,ロ ウ ・レ ベ ル セ ン ター 自体 が

主 要 セ ン ター か ら星 状 に 延 び た か た ち に な っ て い る。

皿 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング の 実 態

1メ ッセー ジの チ ェ ッ ク

当然 の こ とな が ら,メ ッ セー ジの 内 容 には 一切 関 知せ ず,単 に

HEADINGの 内 容 の み を 識別 して ス イ ッチ して い る にす ぎない

(1図 参 照)。

2送 信 ルー トの決 定

る特定 の セ ン ター か ら ,他 の す べ ての セ ンタ ー とダ イ レク トに 接

続 され て い るわ け では ない か ら(ロ ン ドン ・パ リ ・フ ラン クフ ル

トの 各 セ ン ター が4セ ン ター と 直結 してい るの が最 高 であ る),

当 然,ど の セ ン ター を経 由す べ きかが 問題 に な る。SITAの 運 営

方 法 と しては,あ らか じめ ノ ー マ ル な ル ー トを設定 して お き,通
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1図

メ ッ セ ー シ'フ ォ ー マ ッ

o電 信 回 線(5ビ ッ トBAUDOTコ ー ド

SOMシ ー ケ ン スZCZC

－ 連番 号(毎 日 の)

回 線 名

SOA<

宛 先(例)PARRRI

バ リ 任 意

送 り側(例)FRARRLH

STX

いEXT

霊

四

LH

ル フ ト
ハンザ

(ぼ 麸 ベ ル に入 る とSOA-ETXを7ビ ッ ト'一 ド)

Oハ イ レ ベ ル

DLE

TSI(TransmissionSequenceIndicator)

メ ッ セ ー ジ レ ベ ル(3～4字)

宛 先(2-)'v3字)

いBXT'

ETB(ETXは 使 わない)

BCC－
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常は そ れ に よる こ とにす るが,ト ラフ ィ ック ロー ドの増 大や,回

線 事 故,セ ン ター ダ ウ ンな どの ア ク シデ ン トの場合 に 備 え,ど の

ル ー トを用 い るべ き かに つい て の決 定 を随 時 行 ない うる体 制 を と

ってい る。

3経 費 の 割 りつ け

経 費 の 各 航空 会 社 へ の 配 分は,送 信側 の送 信 実 績(キ ャ ラク タ

ー単 位)に も とつい て行 な うこ と と して い る。 当然,各 セ ン ター

の運 営 コス トも,各 航 空 会社 に 実 績 に応 じて 割 りつけ られ るこ ど

に な る。 しか し,実 態 と しては3ケ 月 程度 の期 間 の デー タの サ ン

プ リングに よって計 算 根 拠 をつ く りそ れ に も とつい て概 算 払 を求

め,後 刻,月 ご との 実 績 に も とつ く精 算 を行 な ってい るのが 現 状

で あ る。 回 線 障害 な どの こ とを 考 え,ネ ッ ト ワー ク全体 を1っ の

回線 とみ な して 精 算 してい る点 が 特 徴 的 であ る。

4加 入 手 続

SITAへ 加入 す る場 合は,コ 株4ド ル の 株 式 を 相 当数 取 得。レ

ギ ャ ラ ンテ ィフ ィー と して5,000ド ル の デ ポ ジ ッ トを納 付 しな け

れ ば な らない 。

SITAの 株 式 の取 得 比 率 は 毎 年 末 に実 使 用量 に よ り修 正 再 配 分

され るこ とNな ってい るが,特 定 の航 空 会 社 のSHAREが20%

を こ え ない よ う配 慮 され る。
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■

訪 問 日 昭 和46年11月30日

所 在 地Adenaueralle81-53Bonn

FederalRepublicofGermany

面 接 者

Mr.'R.P.LJngKanzowEngineer(Obespos』tsrat)

Mr.LotharHeilEngineer(Obesamtsrat)

当 方

古 河 西 海 宮 藤 田

・ア
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1デ ー タ伝 送 サ ー ビスの現 状

伝送 速度 伝 送 路
直列・並列

伝送 の別
通信方式

平均誤り

率
回線接続装置 備 考

50bit%

専用電信回線 直列
単 向
半2重
全2重

一7
2～20×10

加 入者 が つ け る

アダ プ ター

テレックス回 線 同上
単 向

半2重

弓5
～10×10 同 上

100bit% 専用電信回線 同上
単 向

全2重

一7
1～10×10 同 上

・

200bit%

同 上 同上 同 上 同 上 同 上

ダテックス回 線 同上 同 上
42～8×10郵政省がつける

遠隔制御装置

.

専用電話回線 同上 同 上
一7

・1～10×10
加 入 者が つ け る

モ デ ム

公衆電話回線 同 上 同 上
→2～10×10郵政 省 が っけ る

モ デ ム

60%200bi%

同 上 同 上
単 向・半2重

補助 チャンネ
ルは全2重

寺1
～10×10 同 上

必 要 に 応 じ75

bit%の 補 助 チ

ャンネルヵりけられる

専用電話回線 同上

単 向
半2重
全2重

づ1～10×】0加 入 者が っ け る

モ デ ム

1,200bitシ ξ

以 上

同 上 同上 同 上
略約10

同 上

回線等化装置を

付加する必要が

ある

4.800bitシ ξ

以 上

広帯域専用

回 線

直列

並列
同 上 同 上

郵政省または加

入者がつける回

線接続装置

暫 定 サ ー ビスで

あ る

2%o付 号タ 公衆電話回線 並 列

単 向

返 送テヤンネ
'ルは半2重

10づ よ りも

良 い

郵 政省 が つ け る

モ デ ム

5biMま たは言

語伝 送 用 返送 チ

ャン ネ ルがあ る
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料 金 体 系

1専 用 電 信 回 線(50,100,200bitシ/s)

(1)初 期 料 金(一 回 払 い,装 置 料 金)

2線 式 の と き1端 末 あ た り120ド イ ツ マ ル ク

4線 式 の と き 〃190〃
o

(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100m毎 に)

距 離 区 分 50bitシ ξ loobitシ ξ 200bit%

10ム まで の部 分
ドイツマルク

2.00

ドイツマルク

2.00

ドイツマルク

2.00

10た 沈か ら50た 沈ま で の 部 分 0.70 1.00 1.20

50た 加か ら100ム ま で の 部 分 0.40 0.60 0.70

100た 加を越 え る部 分 0.16 0.24 0.32

この 他付 加装 置料 金 や メ イ ン テナ ンス料 金 あ り

(3)月 間 回 線補 償 料金

距 離 料 金

10㍍ ま で 35.00ド イ ツ マ ル ク

10㍍ か ら15た 〃ま で 52.50

15㍍ か ら25々 沈ま で 70.00

25伽 か ら50克 叛ま で 105.00

50伽 か ら75た 加ま で 15750

75㍍ か ら100克 πま で 210.00

100伽 以 上 262.50
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2テ レ ッ ク ス 回 線

(1)初 期 料 金(1回 払 い,装 置 料 金)120.00ド イ ツ マ ル ク

(2)月 間 基 本 料 金50.00

(3)使 用 料 金

使 用 料 金 はploド イ ツ マ ル ク を 単 位 と し て お り,区 間 に よ

っ てO.10ド イ ツ マ ル ク あ た り の 接 続 時 間 が 決 め ら れ て い る 。

区 間

010ド イツマルクあた りの 接続 時間(秒)

昼 間 夜 間

中心交換局内相互間
のとき

15 22%

上記 を越 えるとき 84ろ 15

こ の他 メイ ンテ ナ ンス 料金 あ り

3ダ テ ックス 回線

(1)初 期 料 金(一 回 払い.装 置 料 金)190.00ド イ ツマル ク

(2)月 間 基 本料 金(メ イ ンテ ナ ンス料 込 み)110.OO

(3)使 用 料金:テ レ ッ クス の場 合 と 同 じ

4専 用 電 話 回線

(1)初 期 料 金(一 回払 い,装 置 料金)

2線 式 の と き1端 末 装 置 あ た り120.00ド イ ツマ ル ク

4線 式 の とき 〃190・00

一260一
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(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100η 毎 に)

距 離 区 分 料 金(100仇 あ た り)

50た"ま で の 部 分 2.00ド イ ツ マ ル ク

50㍍ か ら100㍍ ま で の部 分 1.20

100た 沈を越 え る部 分 0.40

特 別 伝 送 品 質Mlo2(2,4qobits/
sま で伝 送 可)の と きは 付 加

料金 と して480.00ド イ ツ マル クが 加 算 され る。

この他 付 加 装 置 の料 金 が あ る。

(3)月 間 回線補 償 料金

専用 電 信 回 線 の場 合 と全 く同 じ

5公 衆 電 話 回 線

(1)初 期 料 金(一 回払 い,装 置 料 金)

1回 線 あた り120 .00ド イ ツ マル ク

モ ァ ム コネ ク タ30 .00

② 月間 基 本 料 金

9.00ド イ ツ マル ク か ら1&00ド イ ツ マル クま で

(地 方 に より異 る)

(3)使 用 料金

3電 話 と全 く同 じ
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(、4)モ デ ム等 の 月間 レ ン タル料 金(郵 政 省 が 提 供 す る もの)

モ デ ム 等 の 種 類 月間 レ ン タル料 金

モ デ ムD1,200S 195.00ド イ ツ マ ル ク

モ デ ムD200S 155.00

モ デ ムD20P-Z段 階1 130.00

モ デ ムD20P-Z〃2 155.00

モ デ ムD20P-A〃1 20.00
`

モ デ ムD20P-A〃2 25.00

その他付加 装置 とその料金あ り

6広 帯域 専 用 回線(48KHzの もの)

(1)初 期 料金(一 回 払 い,装 置 料)19α00ド イ ツ マル ク

(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100m毎 に)

距 離 区 分 料 金(100m毎 の)

30ム まで の部 分 16.00ド イ ツ マ ル ク

30ム か ら100㎞ ま で の 部 分 9.00

100ム を越 え る部 分 2.50

■

llデ ー タ伝 送 サ ー ビス の利 用 状 況

1970年 末で 総 端 末 装 置 数 は3,200で あ る。

N
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皿 そ の 他

1共 同 使用,他 人 使 用 につ い て

。共 同使用 に つい ては 国際 回線 はCEPTが 決 め てあ り,Same

Proffessionな らぽ 可 と してい る。 国 内 回線 は 原 則1人 だ が

両端 で さ らに他 の ネ ッ トワー クに 接 続 しな いな らば,2人 は

OKで あ る。

o他 人 使 用は,た と えばTSS会 社 の場 合,そ の 端 末 装 置 もTSS

会 社 の もの で あ るな らば 専 用,公 衆 回線 を問 わずOKで あ る。

2メ ッセー ジ スウィッチング サ ー ビスに つい て

Oメ ッセー ジ スウィッチング のみ サ ー ビスす るの は 認 め て い な い 。

情 報処 理 を行 な うな らばOKで あ る。Sontingは 情 報 処理 で

あ る。

3専 用 回線 と公衆 回 線 の 接続 に つい て

O現 在 検 討 中 であ り,将 来 で き よ う。

4DDG(DentscheDateIGmbh)に つい て

oDDGは 民 間会社 であ る。 郵 政 省40%。 コン ピュー タ メー カ

ー3社 夫 々20%の 資本 で 設立 した
。 現在 バ ッチ処理 サ ー ビス

を行 な っ てい るが,近 く,遠隔 情 報 処 理 サー ビス を行 な う予 定 で

あ る。

輪
「

、夕
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ド ィ ッ 国 鉄 関 係(START)

訪 問 日 昭 和46年11月30日

所 在 地:6Frankfurt/MainF】ughafen

LufthansaBasis.

面 接 者:

Mr.HermannF.J.Sturm

DiplomvlksirtGechaftsfuhrer

STAR[P-StudiengesZurAutomatisierung

furReiseundTouristikGMBH

Dr.JurqenBo㎜er

Geschaftsfuhrer

STAR乎 －StudiengeszurAutomatisierung

fil'rReiseundT卯ristikGMBH

Mr.MaxBahmann

Oberamtsra

当 方:圓 尾 田 中

当初,ド イ ツ国鉄 の予約 シス テムを調査す るた め国鉄を訪 問 した と

ころ,た また ま,ド イ ツにおいて国 鉄 を中心 に旅 客輸送,ホ テル予約

等総合的に実 施す る計画がすSめ られ てい る由を きN当 該 グルー プで

あるSTARTを 往訪 した ものであ る。

ISTぽr(STUDIENGESZURAUr(]MArlSIERUNG而R斑SE

－264一
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UNDTOURIST]KGMBH)は ノレフ トハ ンザ ・ドイ ツ航 空,ド イ ツ国

鉄(DB),DERな どの トラベ ルエ イ ジェ ン シー(旅 行 業 者)か

らな る 研 究 グル ー プで,近 い将 来 に 実 現 を 見 込 ん で い る 全 国 ネ ッ

トの旅 行 予約 シス テ ム を完成 す るため の 準 備 組 織 で あ る。

⑨

皿 日本で もそ の 計 画 が あ るが,STARTは,こ れが 完 成す れ ば ド

イツ国 内 の殆 ん ど の旅 行 業 者が 直 接 又は 間 接 的 に ネ ッ トワー クに加

わ る予 定 で,航 空 機.鉄 道,船 の座 席 予 約 お よび ホ テ ル の ルー ム リ

ザ ーベ イ シ ョ ンは 全 国 各地 の旅 行 業 者,国 鉄,ル フ トハンザ 等 の 窓 口

で即 時 に可 能 とな るであ ろ う。

皿 ネ ッ ト ワー ク の 中心 に は 新 コ ン ピ ュ ー タが 設 置 され る 。 そ し て.,
■

この コン ピュ ー タに ル フ トハ ン ザ,ド イ ツ国 鉄,TUIの 各 コ ン ピ

ュー タと旅行 業 者 の各 窓 口の端 末 機 が 接 続 され る。 もち ろ ん,ル フ

トハ ンザや 国 鉄 の コン ピュー タには,そ れ ぞ れ 独 自の端 末 機 群 が 接

続 され てい る(1図 参 照)。

IVSTARTの 考 えて い る新 ネ ッ トワー クは,中 央 の コ ン ピュ・一 夕

か ら全 国 数箇 所 の サ ブセ ンタ ー を結 ぶ9600bps叉 は4800

bpsの 回 線 と,サ プセ ンタ ー か ら各 所 の端 末 機 を結 ぶ放 射状 の回 線

群 か らな る予 定。

、
Vこ の 回 線 に接 続 され る端末 機 はCRTデ ィ ス プ レイ 装置 を考 え て
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い る よ うで,ホ テル の予 約,国 鉄 の 列車 ・航空 機 ・船 の座 席 予 約 が

1台 の端 末 機 で 出来 る よ うに設 計 中 と言 う。 端 末 機 の 台数 は ,

1975年 に 約1,000台 ,1980年 には2,500台 の 予 定 。

Wこ の構 想は 目下 許 可 申請 中で1972年 に 着 工予 定。 完 成 の 暁 に

は,オ ペ レー シ ョンの た め の別 会社 を設立 す る 予 定 との こ とで あ る。

STARTNETWORK

bps

480Q又 は960

New

Center
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ロコ
Bundesministeriumfur

BildungundWissenschaft

(西 独 教 育 科 学 者)

訪 問 日:昭 和46年1

所 在 地53Bonn

面 接 者

Dr.Ph・iLGunterLehr

1月30日

FederalRepublic

Dr.Jng.GunterMarx

LeiterderAbteilungfur

KerntechnikundDatever-

arbeitungimBunde.sministe-

rlumfurBildungund

Wissenschaft

Chief,divisionforResearch

andDevelopmentlnedp-

systems.

Referent,Datenbank-Slof`tware

'

Dr.Jng.HermannHamachefMitarbeitenvonDr.Donth

方 古 河 西 海 宮 藤 田

1概 論

当省 は,西 独 コ ン ピュ ー タ産 業 のR&Dを 促 進す る立 場 に あ る。

従って,そ の対象 とす る事項 も現状分析 から長期計画 の策定 ・予価
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に 到 る まで極 め て広 い 範囲 に わた ってい る。

遠隔 情 報 処理 の問 題 に つい て も,大 型 コ ン ピュ ー タ の 開 発,利 用

に伴 う問題 の ひ とつ と して と りあ げ られ,検 討 がすSめ ら れ てい る 。

西 独は,英 国 と と もに 自 国 コ ン ピュー タ の育 成 利 用 に つい て,他

の 欧 州諸 国 とは かな り取 り組 み 方 が異 な って お り,と くに,大 型 コ

ン ピ ュー タが今 後 の情 報 処 理 の 中核 と して,タ イ ム ・シ ェ ア リング

をは じめ とす る新 しい 情 報 処 理 の ため の 各種 ア プ リケー シ ョンに適

した もの で あ る との 認 識 か ら,そ の開 発利 用 につ い て は 大 きな 関 心

を も ってい る。

込

ト

ll西 独 政 府 の デ ー タ処 理 計 画

西独 では,1969年 ～70年 に わた って 当省 が 中心 とな っ て策

定 実 施され た 「第1次 情 報 処 理 振 興 」 に よって 得 られ た 経 験,成

果 に基 づ き現 在,「 第2次 情 報 処 理 振 興 」(1971年 ～75年)

が 進行 中 であ る。

この 計画は,情 報 処 理 促 進 に関 す る 西 独政 府 の 考 え方 を示 した

もので あ り,経 済 ・財 政,労 働,社 会秩 序,教 育,内 務,科 学 各大

臣の 講ず る措 置 を含 む ほ か,デ ー タ処 理 専 門 協議 会,科 学,経 済,

政 治,行 政各 専 門 家 の 協 力 の もとに 作成 さ れ てい る 。

内容 と しては,① 西 独 に お け るデー タ処 理 の現 状 お よび これ ま で

の助成 措置 の概 要,② 計 画立 案 期 間 中に 予 測 され た 問 題 点 を 明示 し

た上 で の 目的 の設 定,③ 上 記① お よび② 即 ち,現 状 と 目 的 とを対 比

す るこ とに より計 画 期 間 中に お こな わ るぺ き一連 の 助 成 措置 の3点
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人

し

●

診

〕

●

が骨子 をな してい る。

この計画の実 施上,特 に遠隔情 報処理に関連 する部 分につい ての

当省の説明は 以下 の通 りであった。

皿 詳 論

1デ ー タ ・トラ ン ス ミッシ 。ンお よび デ ー タ ・リモ ー ト処 理

高性 能 の デー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョンは,各 種 のデ ー タ ・バ ン

ク を連 結 使 用す る シ ステ ムや 多数 利 用 者 を考 慮 した 多 くの タ ー ミ

ナ ル を もつ 大 型 コ ン ピュー タ を 利 用す る シス テ ムを効 率 的 に 稼 働

させ るた め に 不 可 決 の条 件 で あ る。

第2次 デー タ 処 理 計画 に も とつ くデ ー タ ・ トラ ソ ス ミ ッ シ ・ン

お よび デ ー タ ・ リモ ー ト処 理 の ため の設備 投 資や 西 独 郵 政 省 に よ

る新 しい トラ ン ス ミッシ ョン技 術 の研 究は,経 済,科 学,行 政 管

理 な どの 諸 部 門 で の情 報処 理 効 率 を大 巾に 改 善 して ゆ くこ と ふな

ろ う。 な お,現 在 の と ころ西 独 ではGTT(郵 政 省)が トラ ンス

ミ ッシ ョン ・ラ イ ンを 独 占 して お り,電 話 回 線 を借 りるの に は 特

別 の許 可が 必 要 で あ る。

2公 的 電 話 ネ ッ ト ・ワー クに よる デー タ ・ トラ ンス ミッ シ 。ン

西独 郵 政 省(DBP)は デ ー タ処 理 の 目的 で,デ ー タ ・ トラ ン

ス ミッ シ ョンの た め に そ の通 信 ネ ッ トワー ク を利 用 させ る一 連 の

サ ー ビ ス(Dateldienst略 称DAT肌)を 提 供 してい る 。

これ は,一 般 電話 回 線 ネ ッ ト ・ワー ク を使 用 した デ ー タ ・ トラ

ンス ミ ッ シ ョ ン ・サ ー ビス であ る が 情報 案 内 シ ステ ムな ど,メ ッ
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セ ー ジ ・ア ウ トプ ッ トを 伴 う もの に つ い て は,電 話 ネ ッ ト ・ ワー

ク 内 に 提 供 さ れ た ビ ッ ト平 行 キ ー を伴 う モ デ ム が 適 し て い る 。 使

用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は,AEG-TR440で,例 え ば大

学 等 に お け る こ の シ ス テ ム利 用 の た め の 施 設 費 の85%は 政 府 補

助 に よっ てい る と い う。

デ ー タ 伝 送 速 度 に つ い て は,200ビ ッ ト/s,600ま た は

1,200ビ ッ ト/sと 並 ん で 新 しい 速 度 ク ラ ス と して2,400ビ

ッ ト/sに よ る ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ンの 導 入 の 可 能 性 に つ い て 検 討

し,数 々 の 調 査 を 行 な っ た 結 果,西 独 郵 政 省 の 電 話 ネ ッ ト ・ワー

ク に お い て も,充 分 可 能 と の 結論 を 得 て い る 。

3テ レ ッ ク ス お よび ダ テ ッ ク ス ・ネ ッ ト ・ワ ー ク

西 独 郵 政 省 の テ レ ッ ク ス ・ ネ ッ ト ・ ワ ー ク は,現 在,8万 人 以

上 の 加 入 者 を 有 す る 世 界 で も 有 数 の ネ ッ ト ・ ワー ク で あ る 。 この

ネ ッ ト ・ ワー ク を 更 に 補 完 し,よ り高 速 の デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ

シ 。 ンを 実 現 す る た め の特 別 な ネ ッ ト ・ ワー ク ・ ダ テ ッ ク ス ・ネ

ッ ト ・ ワー ク"の 準 備 が すSめ ら れ て い る 。 こ れ ま で の と こ ろ,

こ の 新 ネ ッ ト ・ ワー ク は,約400の 加 入 者 が 利 用 し て い る 。

4EDSネ ッ ト ・ ワ ー ク

西 独 郵 政 省 は,1972年 に テ レ ッ ク ス お よび ゲ ン テ ッ ク ス ・

ネ ッ ト ・ ワー ク の た め に,新 しい 電 子 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム(EDS)

を 稼 働 さ せ る こ と に な っ て い る 。 こ の シ ス テ ム は9,600ビ ッ ト

/sま で の デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 速 度 の も の お よび こ れ に

加 え て,よ り高 速 度 の も の,例 え ば,48,000ビ ッ ト/sに 適
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してい る。 また,こ の シ ステ ムでは 種 々の 加 入 者に 様 々な 特 性 を

もた せ る こ とに よ って,ク ラス分 けす る こ とが可 能 であ り,こ れ

は 個 々の 交 信 に対 す る必要 性 に 応 じ,特 別 ネ ッ ト ・ワー ク内 で行

な わ れ る よ うに な ってい る。

こ の システ ムは この 他,加 入 者 の 作業 処 理 を著 し く軽 減 す る こ

とが 出来 る一 連 の特 殊 サ ー ビ ス も行 な う。 これ ら新 シス テ ム形成

のた め に は,約4億DMが 必要 であ り,1975年 ま で に 終 了す

る予 定 で あ る。

5ダ ー テ ル ・サ ー ビス の拡 張

デー タ ・ トラ ン ス ミ ッシ ョンに対 する 需要 の急 激 な増 加 に 対 応

す るた め 今 後,数 年 間 デ 一 夕ル ・サー ビス を拡 大す るた め の措 置

が と られ る 必要 が あ り,西 独郵 政 省は,国 内・につい て の 市場 調 査

を お こな って 需要 を確定 すべ く作 業 をすsめ てい る。

また,ダ ー テ ル ・サ ー ビスの今 後 の在 り方 につい ては,単 に国

内 的な 問題 と して と らえ るの で は 不充 分 であ り,ヨ ー ロ ッパ各 国

の通 信 管 理 当 局 との協 力 の もとに 広 範 囲 な 市場 調査 研 究 が 必 要 で

あ り,1972年 末 に こ の線 に沿 った 調査 を実 施す る予 定 で あ る。

デ ー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョンお よび デー タ ・リモー ト処理 の今

後 の 需 要増 に対 処 す るた め,新 しい 料 金政 策 や各 種 の新 技術 問 題

の検 討 を お こな う必要 が あ り,こ のた め,西 独郵政 省 は こ のたび

ドイ ツ ・ダー テル 有 限 会 社に 資 本 参加 す る こと ふな っ た 。

6デ ー タ ・ トラ ン ス ミッ シ ョン技 術 の 研究

当省 のReserchCenterはBonn附 近 に あ り,こ こで 遠隔 精
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報 処 理 に つい て の 研 究 を お こな ってい る。 研 究 計画 の 重 点は,こ

れ まで の トラ ン ス ミッ シ ョ ン技 術 お よび 交 換 技 術 か らあ らゆ る通

信 サ ー ビ スに統 一 的な デ ィ ジタ ル技 術 の トラ ン ス ミッシ ョン方 式

へ の転 換 を めざ す 方 向 に お かれ てい る
。

デ ィ ジタル ・ トラ ンス ミッシ ・ンに お い ては,よ り 高速,大 量

の情 報 の流 れ とい う国 際 的 な潮 流が あ るが,こ の 局面で の 当 研究

所 の 研 究成 果 と しては,数 如 の距 離 をお い た大 型 コ ン ピュー タ間

で48Kビ ッ ト/sに よるデ ー タ ・ トラ ンス ミッ ショ ン に関 し',

その 信 頼性 を テ ス トし,良 好 な 結果 を得 た。 このた め,現 在48

Kビ ッ ト/sベ ー スの 実 験 ネ ッ トワー ク の導 入 を 準備 中 で あ る。

、

へ

.

》

IV西 独 に お け る 大 型 コ ン ピュ ー タ に 関 す る プ ロ ジ ェ ク トと し ては・,

AEG－ テ レフ ン ケ ンのTR440が あ る が,こ"の プ ロ ジ ェ ク トに

対 し て,そ の 開 発 費 の50%を 当 省 が 負 担 して い る 。 ま た,TR

445の 開 発 に つ い て は テ レフ ン ケ ン ・ コ ン ピ ュ ー タAGが 担 当 し

て い るが,こ の 会 社 は,テ レ フ ン ケ ン,ニ ッ ク ス ドル フ 両 社 が 夫 々

50%を 出 資 して 設 立 さ れ た も の で あ る 。

な お,中 型 コ ン ピ ュ ー タは ジ ー メ ン スが 力 を 入 れ て お り,コ マ ー

シ ャ ル ・コ ン ピ ュ ー タ と してNSF-1,プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル

用 コ ン ピュ ー タ と してNSF-2が あ り,こ れ ら プ ロ ジ ェ ク トに 対

し て も,50%の 開 発 費 を 政 府 が 補 助 し て い る が こ れ で は カ ヴァ ー

出 来 ず,現 実 に は 開 発 費 の30%程 度 し か カ ヴ ァー さ れ てい な い 由

で あ る。
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Vデ イー ボル ト・ジ ャー マニ ー社 の調 査 に よれ ば,1970年7月

1日 現 在 の 欧 州 に お け る 中,大 型 デ ー タ処 理装 置 お よび 端末 装 置 の

設 置 数は 次 の通 りで あ る。

中 ・大 型 デ ー タ処 理 装置 端 末 装 置

西 独 τ300 3,200

英 国 6,400 13,000

仏 国 5,600 4,000

ベ ネ ル ッ ク ス '2
,300 1,800

ス イ ス 1,100 1,300

す な わ ち,西 独は,こ れ まで に実 現 され た デ ー タ ・ リモ ー ト処理

シス テ ムに つい てみ る と,設 置 デ ータ処 理装 置 数は 欧 州 におい て ト

ップで あ るが.こ れ に対 す る端 末装 置 数 で は3位,両 者の 比率 では

最 下位 に止 ま ってお り,遠 隔情 報 処 理 の体 制 づ くりと しては,本 表

に よっ て み る か ぎ りむ しろ 他 の欧 州諸 国 よ りも お くれ てい る とい え

る。

へ

V

W上 記 の通 り,西 独 に お け る遠 隔 情報 処 理 の 実 情は,米 国 お よび 他

の欧 州諸 国 に比 し,さ ほ どす ふん でい る わ けで は ない が,当 省 が い

わば 国家 的 見 地 か ら必 要 と思 わ れ る 施策を 実 施 し,そ の促 進 と利 用

を は か りつXあ る。

と くに,そ の 重 点は,遠 隔情 報処 理 に お ける ソフ トウエ ア面 の開

発 に お か れ て お り,例 えば,ジ ー メ ンス のIRシ ステ ム,コ ロ ン大
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学 にお け る公 共事 業 関 係 の マ ネー ジ メ ン ト ・シ ステ ム等 が 代 表 的な

例 と してあ げ られ る。

また,DataBankを タ イ ム ・シ ェア リン グで利 用 す る 場 合 の基

本的 考 え方 と して,ひ とつ の 大 型 プ ロセ ッサ ーを 集 中的 に 使 用す る

とい う考 え方は,西 独 の場 合,む しろ ネ ガ テ ィ ヴに 考え られ て お り,

い くつ か の中型 プロセ ッサー を一 定 エ リア内に 設置 し,こ れ を逐一

連 結 してゆ くとい っ た方 向 で の 使 用 に つい て 検 討 中で あ る。

`

へ

冊 な お,遠 隔 情 報 処 理 の 他 国 と の連 繋利 用 の 問題 に つ い て は,欧 州

各国 をNe 、tworkで つ な ぐ とい っ た 案 があ り,英 国が リー ダー ・シ

ッ プを とって い る もの の,西 独 は 現 在 の と ころ参加 してい ない 。

この よ うな案 に つ い て は な お,ソ フ ト.ハ ー ド両 面 に お け る コン

パ テ ィ ビ リテ ィーに 多 くの問 題 が 残 され てい る模様 で あ る。

(註)

当省では 「第2次 情 報 処 理 振 興 」にっ き71年11月 にその

詳細 を発表 している。 今回,当 調査団往訪 の際,こ の最新資料

を入手 し,す で に完 訳 し,近 く刊行の予定である。本 資料 は 西

独におけ る遠隔情報処理 について も詳述 されてい るので くわ し

くは これを参照 され たい。

ノ

}
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IBMWorldTradeCorporation

DataCommunicationCenter

1

げ

訪 問 日 昭 和46年12月1日

所 在 地CH-8803Ruschlikon,Saumerstrasse4,

Zurich,Switzerland.

面 接 者

Mr.J.F.MarcheseMr.K.Ogasawara.Mr.W.Gerhard

Dr.DrangeidDr.A.FreiMr.H・R.Schindler

Dr.E.Port.Dr.F.Closs .Dr.F.Corr

当 方 全 員

1こXで は 一 日に わ た り,研 究 所長 代 理(ア ン ドリ=一 ス所長 は 海

外 出張 中)お よび 他 の所 員に よって次 の ス ケ ジ テール の セ ミナ ーが

行 な わ れ た 。 な お,昼 食 後 の1時 間は,別 棟 の チュ ー リッ ヒ基 礎研

究 所に お い て,別 項 の 説 明な らび に 実 験 が行 な われ た。

O

・

ρ

ワ

デ 一 夕 通 信 研 究 所

1.Introducti6n-.IBMDataCommunicationscenter

所 長Dr』.M.'C.A・d・ew・ 鯉'

Mr.J.F.Marchelse

2.LongRangeDataOommunicationRequirements

Forecasting.
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3.

4

5

6

7

Mr.K.Ogasawara('j・ 笠 原 謙 蔵)

OverviewofNewDataNetworkPIansinEurope;

CurrentProblemsofDCNetwork;

AnaloguevsDigitalTransmission、;

FutureDataNetwork

Mr.J.F.Marchese

SomeD.P.RequirementsofSwitchedDataNetworks

Mr.W.Gerhard

DeterminationofOonnectionCostinSwitched

Data'Networks

Dr.E.Port

Tim。D。1。y。ndT,u。kC、pacityR。q。i,em。 。・Si。

SwitchedDataNetwoiks

SimulationofDataNetworks

Dr.F.Corr

チ ュ ー リ ッ ヒ 基 礎 研 究 所

1.Introdnction-IBMResearchLab.

所 長Dr.K.Drangeid

2.DemonstrationonVoiceandImageEncoding

Techniques

Dr.A. .Frei

Mr.H.R.Shindler
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皿 各 説 明 の要 旨は 次 の通 りで あ る

1・Introduction-IBMDataOo㎜uni℃ationsCen .ter

IBMデ ー タ 通信 研 究所 の役 目は,現 在各 国 で計 画 さ れ てい る

デ ー タ 通信 施設 が デー タ処 理 シス テ ム に与 え る影 響 を研 究 し,

PTTの デ ー タ通 信 施設 の将 来 計 画 を援 ける こ とにあ る。

当研 究 所 の組 織 は 次 の4っ の担 当 に分 か れ てい る。

1)デ ー タ通 信 基 礎 研 究

2)デ ー タ通 信 施設調 査 研 究

3)長 期 需要 予 測 担 当

4)教 育 広 報 担 当

当研 究所 は 開 設後2年 程 度 で あ る が,研 究 結 果 には,例 え ば次

の よ うな ものが あげ られ る。

一 デ ー タ交 換 網 に 対す る ユ ー ザの 必要条 件

一 デ ー タ専 用 線網 とデ ー タ交換 網 の コ ス ト分 析

一 交 換 網 に お け る応 答時 間 の研 究

一 パ ケ ッ ト交 換 ノー ドの分 析

一 同期 網 と非 同期 網 お よび それ らの 関連 につい て

一 デ ー タ網 の シ ミュ レー シ ・ン

ー 信 号 とデ ー タの 構 成 方 式 の思 考 とそれ らの デ ー タ交 換 網 の 設

計 にお け る 意 味

一 ディジタル 交換 に お け る コス トとパ ー フ ォ ー マ ンス との 関 係 の

分 析
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2.LongRangeDataCommunicationsRequirement

Forecasting

デ ー タ処 理 シス テ ムの サ イ クルは2な い し4年 で あ るの に対 し,

通信 施設 の サ イ ク ルは10な い し15年 で あ る か ら,通 信 施設 の

将 来 計 画は 慎 重 を要 す る もの で あ り,か つ,通 信 施 設 を利 用 す る

デ ー タ処 理 のユ ー ザ ー に 与 える影 響は 大 きい 。 デ ー タ通 信 研 究所

の最 大 の 目 的は,デ ー タ処 理 産業 の利 益 代 表 と して,そ の ニ ーズ

をPTTに イ ン プ ッ トす る こ と にあ る。 ま た',こ の意 味 で,デ ー

タ通 信 の 長 期 の 需要 の 調 査 研 究を行 な ってい る。

デー タ通 信 は,従 来 の 通信 と違 って,き わ め て 多 様 性に富 む も

ので あ る。 遠 隔 情報 処 理は,会 話 型,照 会型,デ ー タ収 集 分 配,

デ ー タ交 換 等 多1肢に わ た り,ま た,速 度 も50ビ ッ ト/秒 か ら

48キ ロビ ッ ト/秒 に 至る まで,各 種 の ス ピー ドが 要 求 さ れる。

デ ー タは トラ フ ィ ック,回 線 保 留 時間等 ボ イ ス と異 な っ た特 質 を

持 ってい る。

したが って,デ ー タ通 信 の 需要 予測 をす る場 合 は,そ の パ ラメ

ー タは き わ め て 複雑' ,か っ,広 範 な もの に な ら ざる を得 ない 。

例 え ば,産 業 的 に 見 た 市場 構 造,使 用 され る 製 品 や 通信 サ ー ビ

ス の構造 や 料 金,遠 隔情 報 処理 シス テ ム の構成(CPUの 台 数,

端末 機 の台 数 等),適 用 業務 と産 業 の 発 展 に伴 うそ の変 化,メ ッ

セ ー ジの 長 さ と トラ フ ィック ・ボ リュー ム,そ れ らの 時 間的 ・地

理 的分 布等 非 常 に 多 くの要 因 をす べ て考 慮 に入 れ な け れば な らな

い。"、
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現 在,当 研 究 所 が 進 め て い る 予 測 調 査 の 他 に 英 国 で のNPLの

調 査 やCEPTに よ る 調 査 が 進 行 中 で あ る。

3.OverviewofNewDataNetworkPlansinEurope;

OurrentProblemsofDONetwork;

A皿aloguevs.DigitalTransmision;

FutureDataNetwork

デ ー タ ・ トラ フ ィ ッ ク が 急 激 に 増 加 し,現 在 の 通 信 施 設 は デ ー

タ 通 信 に は 適 当で な い と の 理 由 で,主 要 国 に お い て 新 しい デ ー タ

網 の 計 画 な い し建 設 が 進 行 中 で あ る 。 イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,ス ウ

ェー デ ン ,デ ン マ ー ク,カ ナ ダ等 で はPCMと 関 連 づ け た 同 期 式

交 換 網 が 考 え られ て い る 一 方,ド イ ツ,イ タ リー,南 ア フ リカ等

で は,PCMと は 無 関 係 に 非 同 期 式 の 交 換 網 が 考 え ら れ,ま た,

オ ー ス ト ラ リア,ス ペ イ ン 等 で は 蓄 積 交 換 方 式 が 考 え られ て い る 。

これ ら各 国 の 通 信 網 は そ れ ぞ れ,大 な り 小 な り異 な っ て お り,互

換 性 を欠 く た め,遠 隔 情 報 処 理 の ユ ー ザ ー に 対 す る 大 きな 問 題 と

な ろ うと して い る。

4.SomeDPRequirementsofSwitchedDataNetwork

(ネ ッ トワ ー ク の ス イ ッチ ン グ 速 度 と 伝送 速 度が,デ ー タ 処 理

シ ス テ ム の コス トと パ ー フ ォー マ ン ス に 与 え る 影 響)

接 続 時 間 と ラ イ ン コ ス トの 関 係,接 続 時 間 と 伝送 コス ト,通 信

制 御 装 置 の コ ス トと の 関 係,伝 送 速 度 と メ モ リー ・コ ス トの 関 係

を 分 析 し,そ れ ら の トー タ ル ・コ ス トと 接 続 ・切 断 復 旧,お よび

伝送 速 度 と の 関 係 を 分 析 研 究 した 結 果 が 示 さ れ た 。
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結 論 と し て は,デ ー タ 処 理 シス テ ム の コ ス トと パ ー フ ォ ー マ ン

ス は,ス イ ッチ ン グ速 度(接 続 ・切 断 復 旧 時 間)に 大 き く左 右 さ

れ る こ と,OPUと 伝 送 速 度 を 少 くす る た め に 高 速 伝 送 回 線 が 有

効 で あ る こ と 等 が 報 告 さ れ た 。

5.DeterminationofConnectionCostinSwitched

DataNetwork

い ろ い ろ な メ ッセ ー ジ の 長 さ に 対 し て,伝 送 コ ス トと ス イ ッ チ

ン グ コ ス トを分 析 し,短 い メ ッセ ー ジ に お け る ス イ ッチ ン グ ・コ

ス トの 影 響 の 大 き い こ と,一 方,短 い メ ッセ ー ジ に対 し て は 高 速

伝 送 の 要 求 は さ して 問 題 とな ら な い こ と,あ る 種 の 遠 隔 情 報 処 理

に は 専 用 線 網 が 適 し て い る こ と,そ の 他 コス ト低 減 の た め の い く

っ か の 対 策 が 示 さ れ た 。

6・TimeDelayandTrunkCapacityRequirements

inSwitchedDataNetwork

回 線 交 換 お よび 蓄 積 交 換 のMessageTransferTimeを 定 義

し,回 線 交 換 に お け るPathConnectTimeお よ び 蓄 積 交 換 に

お け る ハ イ レベ ル のTransferTimeを 分 析 した 。

7.SimulationofDataNetworks

当 デ ー タ 通 信 研 究 所 が,GPSSに 基 づ い て 開 発 した シ ミュ レ

ー シ ・ ン ・プ ロ グ ラ ム に よ り
,回 線 交 換,蓄 積 交 換,パ ケ ッ ト交

換 お よ び そ れ ら の 混 合 し た シ ス テ ム を シ ミュ レー シ ョン した 結 果

が 発 表 さ れ た 。

な お,チ ュ ー リ ッ ヒ 基 礎 研 究 所 に お い て,所 長 の
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Dr.K.Drangeidか ら 研究 所 の概 要 に つい て 次 の よ うな 説 明 が あ

った 。す な わ ち,IBMの 基 礎 研 究所 は 米 国 内 の も のを 除 い て チ

ュー リッヒが 唯一 の もので あ る。

研 究 対 象 は,固 体 技 術 と理 論 物 理 関 係お よび通 信 関係 では 符 号

化 技 術 お よび デ ー タ通 信 研 究 所 を包 含 す る 。

そ の 後,Adaptive△-Modulation,DifferentialPCM

方 式 に よる音 声 お よび ビデ オ の コ ーデ ィン グ理論 の 説 明 と実 演が

行 な われ た。

一281一



む す び

今 回の調査 団は比較 的短 期 間ではあ った が5ケ 国,21

ケ所 を訪 ね,各 国 に おけ る遠 隔 情報 処 理 の実 情 を調 査 し

た。

そ の調査 結 果は既 述 の とお り,国 情 に よ って 差 異 は あ

るも のX,各 国 と も遠 隔 情 報 処 理 の 重 要 さを 認識 し,そ

の健 全 な進 展 の た め に 真 剣 に と り組 んで い る情況 にあ る`

こ とが うか が わ れ た 。

わ が 国 に お い て も本年9月 以 降,公 衆 通信 回 線 の 開放

が 実 施 され る運 び とな ってお り,現 時 点 を も含 め て,今

後,遠 隔 情 報 処 理 は急 速 な拡 が りを もってゆ くこ とが予

想 され るばか りで な く,そ の利 用 形 態,ソ フ トウエ ア面

等 に 関 して もき わめ て多 彩な展 開をみ るもの と思わ れ る。

そ して,こ れ に 伴 って 生 じ うる と思 わ れ る制 度上,運

営上,技 術 上 の 問 題 を適 確 に解 決 し,ユ ーザ ーの 要望 に

そ って 遠 隔 情 報処 理 が円滑 に進展 す るよ う関係者 が力を

あわせ て努力す る必要が あ ることを痛 感 した次第 であ る。
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